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罪深き狂愛～富豪親子に愛されて～









【プロローグ】




　深い水の底から浮かびあがるように、ふうっと意識がもどる。

　歩あゆ梨りは、目覚めた直後のぼんやりとした状態で、しばし暗闇を見つめた。なかなか眼めが慣れてこないので不安になり、少しだけ動いてみる。

　歩梨の身体は適度な弾力のあるマットのうえに横たわっていた。おそらく、寝室のベッドに寝かされているのだ。

　それがわかると、ほっとした。

（でも……どうして寝室にいるのかしら、わたし……）

　徐々に記憶がよみがえる。

（……たしか、親族の人たちと食事をしていたはず）




　歩梨は二カ月ほど前に、片かた倉くら倫みち明あきという、親子ほども年と齢しの離れた男性と入籍した。

　訳あって結婚式は挙あげなかった。

　その代わり、倫明が所有する別荘に片倉家のごく身近な親族を集め、有名レストランのシェフを招いて豪華な会食をしたのだ。

　三年前に父親を亡くし、母親も難病を患わずらっているひとりっ子の歩梨には、披ひ露ろう宴えん代わりの会食につき添ってくれる親族も、祝ってくれる友人もいなかった。

『財産めあてに二十八も年上の男をたぶらかした』という中傷から歩梨を守るという名目で、倫明が入院中の母、由ゆ香か利り以外に結婚の報告をすることを禁じたからだ。

　五十八歳になる倫明は、老舗しにせ製薬会社『カタクラ製薬』の現社長だ。端正な容姿は、実年齢よりずっと若く見える。

　倫明は、不運が重なって困こん窮きゅうしていた歩梨と、母の由香利を助けてくれた。

　彼と知りあってから歩梨の生活はぐっと楽になったし、先行きの不安もなくなった。

　由香利も東京都内の名医を紹介され、それまで入院していたＳ県の総合病院から転院した。六人の大部屋から落ち着ける個室に移り、充分な治療とケアを受けている。

　けれど、倫明を愛しているかと問われると、歩梨は返事に困ってしまう。

　嫌いではない。尊敬もしているし、感謝もしている。だから、愛してはいるのだろう。

　でも、恋ではなかった。

　父を亡くし、古民家カフェの経営で作った借金と病気の母を抱え、恋愛を楽しむこともなく三十歳になってしまった自分を冷静に見つめ、決断した結婚だった。




（どうして、こんなに真っ暗なの……？）

　先ほどから眼をあけているはずなのに、何も見えてこない。普通なら、少しすれば暗闇に慣れて、周囲のようすがわかるはずなのに──。

　そこまで考えて、はっと気づいた。

（目隠しを、されている……？）

　いったい、どうなっているのだろう？　怖くなり、反射的に手て探さぐりをしようとした。

（え──？）

　歩梨は息を呑んだ。

　手が、腕が、動かなかった。両手とも背中側で縛られている。

「いやっ！　どうして!?」

　闇のなかに自分の声だけが響く。

　そのとき──。

　マットレスがわずかに撓たわんだ。すぐそばに、誰かがいる。

「み、倫明さん……？」

　震える声で、結婚したばかりの夫の名を呼ぶ。

「……倫明さん、なの？」

　返事はない。

　歩梨は全身の神経をとがらせ、倫明であるはずの『彼』の気配を感じ取ろうとした。

「きゃ……っ！」

　いきなり、『彼』の手が歩梨の頬に触れてきた。その手は顎あごから首へと動き、鎖骨をたどり、肩に触れ、背中にまわる。

　ブラジャーが軽く後ろへ引っぱられる感触があって、ホックの外れる小さな音が聞こえた。下着から解放されたふたつの乳房がぷるんと揺れて、まろび出たのがわかる。

「倫明さん、お願い……返事をして」

　混乱する心を落ち着かせようと耳を澄ましてみるが、右側を下にして横たわる歩梨の背後からは、倫明のものと思われる荒い息づかいが聞こえるだけ。

　視覚を奪われると、こんなにも不安と恐怖をかき立てられるものなのか──。

「あ──」

　手が、歩梨の左胸に触れた。

　円を描くように揉まれ、柔らかい先端を指で捏こねられると、思わず押し殺した声が漏れる。

　歩梨が身体をくねらせても『彼』の手は動きを止めることなく、乳房のかたちを変えるのを楽しむかのように、やわやわと揉みしだいた。

　ときおり、乳首を爪で引っ掻いたり、つまんで引っぱったりする。

　そんな風にされると、歩梨の下腹には、温かい湯を注がれたみたいな疼うずきが起こった。

「……倫明……さん……」

　そうだ、きっとこれは、倫明の戯たわむれなのだ──歩梨は、そう思うことにした。

　倫明は四十歳のときに前ぜん立りつ腺せん癌がんを患わずらい、男性機能を失っている。

　けれど、性交はできなくなっても、男としての欲望はある。むしろ挿入行為が不可能になったぶん、性欲は増していくのかもしれない。

　執しつ拗ように身体を弄いじられ、舐めまわされ、『大人のおもちゃ』と呼ばれる性具を使って徐々に身体を開かれていった歩梨は、抵抗を覚えながらも逆らうことはできなかった。

　自分だけではなく、母の由香利の命運も、倫明しだいだったから──。

　倫明の手が歩梨のショーツにかかり、素早く脚あしから抜き去った。

　盛りあがった臀でん部ぶや太ふと腿ももを撫でられる。

　腿のつけ根を掠かすめるようにして指先が触れると、期待ともどかしさで、歩梨は自然に両脚をすりあわせるような動作をしてしまう。

　肩を軽く押され、仰あお向むけにされた。

　目隠しをされているので視界は真っ暗だ。倫明の顔を確かめることも、縛られた腕を伸ばして『彼』の身体に触れることもできない。

「やっ……あ、ん……」

　右の乳房の先端が、ぬめりのある何かに包まれた。「ちゅっ」と湿った音がして、乳首が吸いあげられ、舌先で弾かれ、左右上下に転がされる。

　左の胸は相変わらず捏ねるような動きで、ゆっくりと揉まれていた。

（……なんだか……いつもと違う……？）

　舌先の動きや胸を揉む動き、力の加減が、いつもの倫明とは違うような気がする。こんなに優しく、慈しむような愛し方をしてくれただろうか──？

　倫明は、歩梨の豊かな胸に執着していた。形やボリュームが好みなのだという。

　いつも長い時間をかけて愛撫されたが、その執しつ拗ようさには、めずらしい生きものをいたぶって楽しんでいるような残酷さがあって、お世辞にも気持ちがいいものではなかった。

（でも、今日の彼は……優しい……）

　舌の愛撫が、左の乳首に移った。

　くすぐったさと紙一重の快感に、歩梨は身をよじる。

「──あっ」

　いきなり太腿を抱えられる感触があって、脚を大きく広げられた。ぱっくりと割れた粘膜に、「ふうっ」と、あたたかい息がかかる。

「……ひ…っ……」

　肉芽が、唇で挟まれたのがわかった。そこはきっと、はしたなく充血して硬くなっているのだろう。陰核に軽く歯を立てたまま、嬲なぶるように、ちろちろと舌が往復する。

「あっ、やっ……やっ、やめて……っ」

　ぴちゃ、じゅる、ちゅっ──。

　膨ふくらみきった肉真珠を舐め、しゃぶる、淫らな音が聞こえた。

　強く吸いあげられた瞬間、大波のようにせりあがった快楽が臨界点を超え、手て脚あしを強ばらせた歩梨は、あられもない声をあげていた。

「──いっ、いいっ！　いく…っ！　あっ、ああっ！　あーっ！」
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　のけ反ぞった胸の谷間を、背中を、汗が伝い落ちる。

　ゆっくりと引いていく波の余よ韻いんに浸りながら、歩梨は肩で息をした。

　いつもの、どこか虚むなしい絶頂とは、あきらかに違う。身体は戒いましめられていても、満たされた感覚がある。

（……なんて、気持ちいいの……こんなの、初めて……）

　余韻に浸っているのもつかの間、ちゅぷりと蜜壺に男の太い指が侵入してきた。そこがこれ以上ないほどに濡れているのが、粘ねばついた音と滑らかな指の動きでわかる。

「……すごい……びしょびしょだ……」

　ため息まじりの、『彼』の声がした。

（これは……倫明さんの声……？）

　よく似ている。けれど、どことなく張りがあって、若々しいような気がする。

「ひっ！　やっ、やだっ！　そこっ……擦こすらないでっ！」

　二本に増えた指が、歩梨の蜜壺の敏感な襞ひだを、円を描くように擦りあげた。

　絶頂を極めたばかりだというのに、指で撫でられている部分が熱を持ち、またあの、電流みたいな波みたいな気持ちよさが襲ってくる。

　目隠しをされ、後ろ手に縛られた歩梨の身体が、びくびくと跳ねた。

　縛られた手首が強ばって、痛い。

「え──？」

　広げられた歩梨の脚のあいだに、『彼』の身体が割り込んでくる。蜜口に太くて硬いものが押しつけられ、先端がずぶりと埋まった。

「う……嘘っ！」

（──違う！　この人は倫明さんじゃない！）

　倫明は、歩梨の夫は、こんなことはしない。できない。

「いやあっ！　あなた誰っ!?　誰なのっ!?」

『彼』は歩梨の声を無視して、ずぶずぶと腰を沈めてくる。かなりの大きさだった。焼けるような熱を持った蜜壺が、太い男のものを抵抗なく受け入れていく。

「やめてっ！　抜いて！　お願い！」

　襞をみちみちと押し開き、やがて最奥に硬い亀頭が当たった。

『彼』はそこで動きを止めると、歩梨の右の乳首を「かりっ」と軽く嚙んだ。続けて、母乳をねだる赤ん坊のように吸いあげる。

「──ああっ！」

　悦よろこんだ子宮が、きゅうっと動いた。蜜壺がペニスを締めつける。

「うっ」

『彼』は息を詰めて呻うめくと、上体を起こし、歩梨の尻をつかんで自分の腰にぐっと引きつけた。男の下腹に、歩梨の股間がぴったりと密着する。

　やがて、『彼』はゆっくりと動きだした。

　引き抜いたペニスを奥へと抽ちゅう挿そうするたび、歩梨の濡れて膨らんだ陰核が、男の下腹に押しつぶされ、擦られる。

「あうっ！　あっ、い、いや……あぁ──い、いいっ！」

　性器の先端が奥まで届くと、『彼』は故意に下腹を押しつけながら腰をまわし、歩梨の肉芽に刺激を与えた。

　しだいしだいに抽挿の速度が増す。突かれるたび、穿うがたれるたびに、脳天が痺れるような悦楽が歩梨を攫さらっていく。

　静かな部屋に、二人の荒い息づかいと、肌と肌がぶつかる音が響いた。

「ああっ──それっ……それを──もっと……！」

　もう『彼』の正体など、歩梨にはどうでもよかった。ディルドやローターではない、生身の男の肉体に狂わされていく。

　幾度めかの頂点に押しあげられたとき──。

『彼』の肌から、どこかで嗅かいだことのある、ほろ苦くて涼すずやかな香りが立ちのぼった。

（……この匂い……まさか……）

　背中を丸め、反そらし、全身で快楽を訴えながら、歩梨は白く霞かすんだ頭の片隅で思う。




（まさか──透とう真まさん、なの──？）









【１】ねじれる想い






「ありがとうございました」

「こちらこそ、ありがとう。美お味いしかったわ」

　会計を終えた年配の女性三人を、一いつ木き歩あゆ梨りは出入り口の引き戸をあけて見送った。昭和時代に流は行やった、亀きっ甲こう模様の板ガラスをはめ込んだレトロな扉だ。

　駐車場から白いセダンが出て行くのを見届け、ポーチに出してあったランチメニューのボードをさげる。

　午後の二時過ぎ。庭の木々が風に揺れ、さわさわと心地よい音を奏でていた。

（陽ひ射ざしが柔らかくなったわね）

　十月に入り、夏の名残りを残していた陽光も透明度を増した。

　歩梨の住むＳ県の山間やまあいの町、日ひ向むか町ちょうでは、朝晩の気温がぐっと下がり、あのじりじりと焦げつくような暴力的な暑さはもう感じられない。

「ふう……」

　古民家の軒先に掲かかげられた『それいゆ』の看板を見あげ、歩梨は深いため息をつく。

『それいゆ』は、両親と歩梨の三人で、力をあわせて経営してきた創作料理カフェだ。早いもので、開店から十年になる。

　テーブルが六席とカウンターだけの小さな店だが、テーブルどうしの間隔をゆったりと取っており、縦横に渡された梁はりが剥むき出しになった吹き抜けの天井は開放感がある。

　母方の実家だった入いり母も屋や造りの古民家を、ノスタルジックな外観と内装はそのまま生かし、店舗として使えるよう水回りを中心に改装した。

　おなじ敷地にある家族の住居も、農機具置き場になっていた離れを店と同時にリフォームしたものだ。

　農薬を使わない地元の農家で栽培された野菜や米、放し飼いの鶏の卵、町のため池で養殖されている鴨かもや、牧草を食べてのびのびと育った牛など、こだわりの素材を使った料理やスイーツは評判がよかった。

　けれどもう、歩梨がひとりで続けていくのは無理だった。一日も早く、撤退する覚悟を決めなくてはならない。

　きっちりシニヨンに結いあげた髪のほつれをピンで留め直し、先ほどのお客が座っていたテーブルから食器を片づけ、厨ちゅう房ぼうに運ぶ。

　さげた食器を洗いながら、歩梨はまた、ため息をついた。

（すべて順調だったのに。お父さんが倒れるまでは……）




　三年前の夏のこと──。

　精力的で病気ひとつしなかった父の肝臓が、癌がんに冒おかされていることがわかった。五十代半ばの彼の肉体を癌細胞は容よう赦しゃなくむしばみ、一年も経たたないうちに命を奪っていった。

　哀しみに浸る暇いとまもなく、歩梨は母の由ゆ香か利りと二人で必死に働いた。幸い、古民家ブームの追い風も受け、『それいゆ』の経営は順調だった。

　ところが、観測史上最悪といわれる豪雨が歩梨たちの住む一帯を襲い、河川の氾はん濫らんで壊滅的な被害を受けてしまう。

『それいゆ』の店舗と住居は運よく、地盤の安定した高台に建っていたおかげで無事だった。

　けれど、川沿いや低地にある住宅は水没し、土砂崩れで国道や生活道路が寸断された。川に架かかる鉄橋も崩落して電車は不通。日向町は孤立し、機能しなくなった。

　豪雨から一年が過ぎた現在、町が往おう時じの姿を取りもどす可能性は潰ついえてしまっている。

　観光シーズンになると賑にぎわっていたペンションやキャンプ場は、軒並み閉鎖に追い込まれた。

　道路も線路もいまだに復旧しておらず、人気だった美術館と温泉施設も再開をあきらめたという噂を聞く。

　そんななか、ストレスと過労がたたり、母親の由香利が倒れてしまった。

　入院中のいまも、はっきりとした原因も病名もわからず、発熱や倦けん怠たい感かん、めまいなどの症状を抑える処置をしながら検査が続いている。

　由香利が入院して三カ月。

　歩梨ひとりでも何とか『それいゆ』をまわしてこれたのは、単純にお客が少ないからだ。

　一昨日は二名だった。昨日はゼロ。今日は、先ほどの女性客三名のみ。夜の予約は入っていないので、おそらく、このまま営業終了になるだろう。

　鉄橋が流されて電車が止まっているので、店への交通手段は自動車だけ。それなのに周辺の道路はいまだに不通で、高速や国道からアクセスするには脇道を大きく迂う回かいしなくてはならない。

　くわえて、町のあちらこちらに痛々しい災害の傷跡が残り、観光施設も閉ざされたままだ。

　集客のハードルが、とてつもなく高くなっていた。

　いくら努力をしても、どうにもならない。

　これ以上赤字を出さないうちに店を閉めたほうが賢明なのは、誰の眼にもあきらかだった。

（営業は今月いっぱいが限界ね……辛つらいけど、先に進まないと……）




　気を取り直した歩梨が厨房から出たとき、近づいてくるエンジン音が聞こえた。玄関扉のガラスを透かして、駐車場に入る自動車が見える。

　シルバーのメルセデス。このあたりでは見かけない高級車だった。

（品川ナンバー……東京からいらしたのね）

　おそらく一千万円を超える、富裕層の象徴のような車だ。上客かもしれない。

（……わたしったら、あさましいな）

　綺き麗れいごとを言っていられる状況ではなかった。無意識に値踏みしている自分を自虐しながら、歩梨は姿勢を正し、お客が入ってくるのを待つ。

　けれどエンジンが止まり、車のドアを閉める音がしてしばらく経っても、お客はなかなか姿をあらわさない。

　何かトラブルでもあったのか、あるいは、道に迷って入り込んできただけなのか──。

　不審に思って引き戸のガラス越しに外を覗くと、身なりのいい男性がひとり、所在なさげに庭の木を見あげている。

　歩梨は店先に出て、彼の背中に声をかけた。

「あの、当店に何か──」

　ご用でしょうか、まで言い終わらないうちに、その男性は振り返り、歩梨を認めると照れくさそうな表情を浮かべた。年齢は四十代の後半くらい。整った容姿をしている。

「ああ、いや、これは失礼。息子に聞いて、食事をしに来たのですが……中年男ひとりでは、何となく入りづらくて……」

「まあ」

　思わず驚きの声が出る。

　たしかに入母屋造りの古い外観は重厚だし、女性好みの内装をしているが、『それいゆ』は古民家カフェだ。気き後おくれするような店ではない。

（堂々としてるように見えるけど、シャイな人なのね……）

　そう思いながら、

「どうぞ。ランチタイムは終わりましたが、お食事はご用意できますので」

　歩梨が明るく言うと、彼は緊張が解けたのか、どこか幼さを感じる笑みを浮かべた。

　庭を見渡せる、窓際の席に案内した。

　男性は、前菜の盛りあわせ、有機野菜のサラダ、鴨かものローストに山菜ときのこのリゾットと、バランスのいいメニューを選んで品よく食事を進めた。

「驚いた。ここの野菜は、虫喰いの穴がそのままなんだな」

　彼は、小さな穴があいたベビーリーフやレタスを箸はしでつまみあげ、まじまじと見つめた。

「しっかり洗ってありますから、召しあがっても大丈夫ですよ。完全無農薬で栽培しているので、街のスーパーで売っているような、虫喰いも形のばらつきもない完璧な野菜を作るのは不可能なんです」

　歩梨の説明を聞きながら、彼はサラダを頬ばった。

「うん、味が濃いね。変な水っぽさがないし、甘みがあって、太陽と土の匂いもする。これが本物の野菜なんだな」

「うん、うん」とうなずきながら、気持ちよく料理を平らげていく。

　給仕のあいまに、当たり障さわりのない会話をした。

　男性は先週から、この近くの別荘に滞在しているという。雇っていた料理人の家族に急な不幸があり、暇ひまを出すことになったらしい。

「下着の洗濯や掃除機をかけるくらいなら何とかなるんだが、私は昔から料理がからきしダメでねえ。どうしようかと困っていたら、以前息子がこの店のことを話していたのを、ふと思い出したんだよ」

　ひとめでハイブランドだとわかる洒落しゃれた服装をしているが、想像よりも気さくな人だった。作為のない白髪まじりの髪も、艶つやのある彼の顔がん貌ぼうをかえって若々しく見せている。

「そうだったんですか。わざわざお越しいただいて、ありがとうございます」

「いやあ、こちらこそ、ありがとう。久しぶりに美う味まい野菜とリゾットを食べさせてもらったよ。あなたをうちの料理人に雇いたいくらいだ」

「……恐れいります」

　食後のハーブティーを淹いれながら、歩梨は、こそばゆいような気持ちで賛辞を受けとめた。

　料理の道は奥が深い。自分なんか、まだまだひよっ子だ。ひよっ子だけれど、料理の専門学校を出て、父と母に容赦なく鍛えられた現場での五年間が、歩梨の礎いしずえになっている。

　手抜きはしない。いまの自分にとっての最善を尽くす。その矜きょう持じで、厳しい現実を乗り切ってきた。けれど──。

「ところで相談なんだが、この店、貸し切りはできるのかな？　来月、身内を十人ほど呼んで食事会を開こうと思っているんだ」

「……あ──」

　反射的に「ありがとうございます！」と受けてしまいそうになり、歩梨は、きゅっと下唇を噛みしめた。ひと呼吸置いてから、静かに切りだす。

「申しわけありませんが、お受けできません。今月いっぱいで……閉店することにしましたので」

「閉店!?　もったいない！　いったい、どうして──」

　そこまで言って、彼は「あっ」と口をつぐんだ。

「それは……豪雨災害の影響で？」

　歩梨はこくりとうなずき、

「それもあるのですが、二人三脚で頑張ってきた母が倒れてしまいまして。わたしひとりでは、もう限界かと」

「そうか。それは、また……何と言っていいのか……いい料理の腕をしているのに」

　男性は、指先で顎あごに触れながらうつむいた。

　心底残念そうな彼の表情に、歩梨の決意は揺らぎそうになる。もう少しだけ、踏んばってみてもいいのではないかと思ってしまう。

　でも、その先は？　仮にひと月つき粘ったとしても、そのぶん借金が膨ふくらむだけ。先のない未来が変わることはないのだ。

　重苦しい空気を追い払うように、彼が歩梨に尋ねる。

「……ともあれ、今月いっぱいは営業するんだね？」

「はい。ランチタイムは十一時から二時まで。夜は予約のみ、六時からです。月曜日は、お休みをいただいています」

　説明しながら、歩梨は手作りのショップカードを差し出す。

「わかった。また来るよ。ごちそうさま」

　彼はカードを受け取ると、さりげなくテーブルに名刺を置き、席を立った。




　シルバーのボディに午後の光を反射させながら、美しいメルセデスが駐車場を出ていく。

　店のカウンターにもどった歩梨は、そこで改めて名刺を見た。

『カタクラ製薬株式会社　代表取締役ＣＥＯ　片倉倫明』

　厚手のシンプルな名刺には、歩梨が幼い頃から使っている胃腸薬や絆ばん創そう膏こうの箱に印刷されているものとおなじ、赤い幾き何か学がく模様のロゴがある。

「カタクラ製薬の、社長さん？　あの方が？」

（伊い豆ずや熱海あたみみたいに有名なリゾート地でもない日向町に、こんなセレブが別荘を……？）

　そういえば──と、歩梨は思い出す。

『それいゆ』が建つこの丘の、ちょうど真裏にあたる場所に、瀟しょう洒しゃな洋館がある。

　近くを車で通るたび、「どこのお金持ちの家なのかな？」と家族で囁きあったものだ。もしかすると、あの洋館の持ち主が彼なのかもしれない。

「片倉……倫明さん……」

　口のなかで転がすように、名前をつぶやいてみる。

　年齢はかなり離れているけれど、片倉が、彼によく似ていたから。

　歩梨が長いあいだ、密かに焦こがれている男性に──。

　実際に二人を並べて比べてみれば、似ていない部分のほうが多いのだろう。彼は、ずば抜けて美しい容姿を持つ人だから。

　けれど、すっと通った綺麗な鼻筋や、二重まぶたの涼やかな眼もとや、少し女性的にも感じる顎のラインが、歩梨の記憶のなかの、十年も片想いをしている人に似ているのだ。

（透とう真まさん──）

　彼のことは、透真という名前だということ、『それいゆ』の近くにある祖父母の家によく遊びに来るのだということ、イギリスの名門大学に留学し、卒業後もヨーロッパ各地に遊学できるほどの豊かな家庭で育ったということしか、歩梨は知らない。

　違う世界に生きる人のはずなのに、帰国するたび、透真は『それいゆ』に顔を出した。

　いい香りのする化粧品や、手触りが素晴らしいカシミアのショール、繊細な細工がほどこされた宝石箱など、歩梨の好みそうな土産みやげを持って。

　その透真に最後に会ったのは、四年前だ。

（いま、どこの国にいるのかしら？　しばらくフランスに滞在するとは聞いたけど……）

　いまでも透真から、めずらしい香水や雑貨が詰まった箱が国際便で届く。発送元はそのつど違っていて、ヨーロッパ各地や北欧だったり、聞いたことのない小さな国だったりした。

　けれど昨年あたりから、その箱の中身が、透真がフランスで起たちあげたという会社の製品に変わった。

『トゥルー・オーガニック』という、自然栽培に近い環境で育てた植物を主原料にした、基礎化粧品やサプリメントのブランドだ。

　生命力溢れるハーブや甘く爽やかな花の香りは、日々直面するストレスを和やわらげてくれる。

　ここの製品の香りと品質の高さに、歩梨は虜になっていた。あっという間に人気ブランドに成長したのもうなずける。

　透真に忘れられていないことが、透真に気にかけてもらえることが、歩梨は何よりも嬉しかった。友達とも呼べないような関係なのに、気遣いをしてくれる。

　心底優しい人なのだな、と思う。

（でも、わたしには手の届かない人……）

　歩梨は片倉の名刺をフォルダに収めると、カウンターのスツールに腰をおろした。

　オレンジ色の夕陽が射し込む庭を、ぼんやりと眺める。

　透真とは、あくまでカフェのスタッフと客という関係だ。必要以上のプライベートな情報は、お互いに知らない。透真の姓も、どこに住んでいて、何をしている人なのかも。

『それいゆ』だけが、彼との接点だった。

（店を畳んでしまったら……もう、透真さんには会えなくなる……）

　優しい透真のことだ。連絡先を交換したいと頼めば、快く教えてくれるだろう。店がなくなっても、彼と繋つながることは簡単にできる。

　でも二人の関係は、いまとは完全に変わってしまうことが、歩梨にはわかっていた。

　生き生きと主役を張れる『それいゆ』という唯一の舞台を失い、ただのくたびれた三十歳の女になってしまった自分が、透真に選ばれるはずがない。愛されるはずがない。あんなに美しくて完璧な男性に、まともに相手にされるはずがない──。

　怖くて、哀かなしかった。

　溢あふれる涙を隠すように、歩梨は両手で顔を覆おおう。

　庭木が、ざわざわと風に揺れた。




　片倉倫明は、『それいゆ』の常連になった。

　天気のいい日は車ではなく徒歩で、開店とほぼ同時にやってくる。

「車だと飲めないからね」

　訊きけばやはり、丘の裏手に建つ洋館が彼の別荘なのだという。

　毎日ワインや地ビールとともに三千円のランチコースを平らげ、週末はディナーの予約も入れてくれた。夕食にと、持ち帰り用の弁当を頼まれる日もあった。

「妻が亡くなって、もう五年になるかな。ぼっち飯めしにもすっかり慣れてしまったよ」

　一部上場企業のやもめ社長が、田舎いなかの古民家カフェでひとり食事をする──と表現すると、何となく侘わびしい雰囲気が漂う。けれど、倫明はいつも映画俳優のように優雅なたたずまいでテーブルに着き、歩梨の料理を美味しそうに口に運んだ。

　ある日、めずらしくランチタイムが終わるぎりぎりの時間に訪れた倫明は、客がいなくなったのを見はからって歩梨をテーブルに呼んだ。

「ぶしつけなことを訊くけれど、この店を畳んだあと、歩梨さんはどうするの？　次に何をするか、もう具体的に決めているのかな？」

　彼は歩梨を見つめながら、地ビールのグラスを傾ける。

「……いいえ、具体的なことは、まだ。この店と住まいをどうするか、母とも話しあわないといけませんし……少し休んで、落ち着いてから決めたいと思っています」

　余裕のある笑みで答えたが、預金残高の数字が頭から離れなかった。

　もうこれ以上の借金はできない。落ち着いて休んでいる暇ひまなどなかった。本当は、一日も早く働いてお金を稼ぎたい。

　けれど、いまだに復興できていない日向町周辺で仕事にありつくのは困難だ。東京か周辺の街に住居を移して職を探すのが、現実的な選択だった。

　が、そうなると母が入院している病院へのアクセスや、愛着のある家や土地から離れることの辛つらさ、何より透真との繋がりが切れてしまうことへの未練などが邪魔をして、歩梨から冷静な判断力を奪っていく。

「これは、あくまで相談というか……私の一方的な気持ちなんだけれどね」

　言葉を継つげないでいる歩梨を見あげた倫明が、改まったようすで切り出した。

「専属料理人として、私の別荘に来てくれないだろうか？」

「──はい？」

　思ってもいなかった提案に、歩梨は間の抜けた声を返してしまった。

「……別荘での勤務に気が進まなければ、うちの子会社が経営している薬膳やオーガニック料理のレストランがあるんだ。そちらに力を貸してもらえると助かる」

「わたしを……専属の料理人に？」

「もちろん、歩梨さんの気持ちしだいだが……」

　カタクラ製薬系列のレストランに就職を──という話は、歩梨の耳を素通りした。彼の別荘に勤められるのなら、日向町を離れなくても済む。

「ここから私の別荘までは車で十分もかからないから、通ってくれればいい。もちろん、毎日の食事を世話してもらうのだから、それに見あった報酬は用意する。当面は一日あたり二万円でどうだろう？　待遇面に関しては、仕事に慣れた頃、また改めて話しあおう」

（二万円……）

　心が動いた。ここ最近の、『それいゆ』の一日の売りあげよりもいい条件だった。一カ月働けば、まとまった金額になる。

　しかも一流大企業の、渋くて、品のいいイケオジ社長の専属シェフだなんて──。

　できすぎの展開のような気もしたが、断る理由など、どこにもない。

「あ、ありがとうございます！　ぜひ、やらせてください！」

　降って湧いたような幸運に、歩梨は一も二もなく飛びついていた。




『それいゆ閉店』の告知をホームページやインスタグラムにあげると、にわかに慌ただしくなった。問いあわせの電話や予約が、立て続けに入ってくる。

　閉店前の週末は歩梨ひとりでは手がまわらず、以前パートで来てもらっていた女性に手伝ってもらわなくてはならないほどの盛況ぶりだった。

（ふだんからこのくらいのお客さまがいらしてくれたら……店を続けていけたのに……）

　そんな恨みごとが、胸を掠かすめるときもあった。けれど、もう後もどりはできない。前に進むと、自分で決めたのだから──。

「残念ね。お店を再開する予定はないの？　あなた、腕がいいんだもの、もったいないわ」

　常連だった初老の婦人が、会計を済ませながら歩梨に言う。

「道路が復旧して、母の体調がよくなれば、また考えるかもしれませんが……いまは見通しが立たないんです」

「そうなの……」

「長いあいだ、本当にありがとうございました」

　歩梨は涙をこらえ、深く頭こうべを垂れてお礼を言う。

　この十年、『それいゆ』が、どれほどたくさんの人たちに支えられてきたのか──日々の生活に疲れ果て、忘れてしまっていた自分が恥ずかしかった。





　　　　　◆　　◆　　◆






　十一月になり、歩梨は片倉家の別荘に通いはじめた。

　週に一度、倫明は東京の本社に出向いて都内の自宅で一泊し、翌日の午後にもどってくる。

　その日以外は朝食の支し度たくのため、歩梨は朝六時に家を出た。飽きないように洋食と和食のバランスを考えて一週間のメニューを作り、給仕をしながら倫明と会話をする。

　昼食は通いの家政婦さんに任せるので、レンジで温めればいい段階まで下ごしらえを済ませ、歩梨はいったん別荘を辞する。

　その足で顔見知りの農家をまわって食材を確保し、自宅で遅い昼食を済ませて休憩を取る。そうして、午後四時にはふたたび別荘へと向かった。

　ときには倫明の友人や、仕事絡みの知人が食事に招かれることもある。

　そんな日は気が抜けなかった。お客の好みを踏まえて前菜からデザートまでのコースメニューを考え、旬のものや、めずらしい食材を手に入れるために奔ほん走そうすることもあった。

　決して楽な仕事ではなかったが、やりがいはあった。それに、仕事をきちんとこなしていれば、確実に実入りがある。

　仕入れをして店を開けても、お客が来ない失望と不安に日々さいなまれていた歩梨にとって、そのことは何よりの安心材料だった。

（この仕事を続けることができれば、お金の返済計画も立てられるし、お母さんの入院費の心配もしなくて済む……）

　唯一の心配は、由香利の病状が快かい復ふくしないことだ。いまだにはっきりとした原因がわからないのだから、医者も治療のしようがない。

（片倉さんに相談してみようかしら。彼なら顔が広いはず。いいお医者さまを知っているかもしれない……）

　けれど──紹介してもらったとしても、治療費や手術費を払えるのだろうか。名医に診みてもらうとなれば、それなりの対価を覚悟しなくてはならない。

　民間の医療保険には加入しているが、そろそろ入院費保証日数の上限に近づいている。転院し、さらに入院が長引けば、保険適用外の費用はすべて自腹になってしまう。

（わたしひとりの力で、どこまで頑張れるのかしら……）

　歩梨の思考は、いつもそこでストップしてしまい、倫明に切り出すことができなかった。




　別荘に通いはじめて十日ほどが過ぎた、ある朝のこと──。

　テーブルを片づけていた歩梨に、倫明が話しかけた。

「明日の朝食に、フレンチトーストとかいうものを食べてみたいんだが、できるかな？」

「できますよ」

　歩梨が即答すると、倫明の瞳が輝き、笑みが広がる。子どもみたいな人だな、と思う。

「どんなパンがお好きですか？　本格的なのはバゲットで作るんですが、日本では厚切り食パンを使うことが多いんです。どちらでも、お好みで」

「どっちが美味いんだろう？」

「好みとしか言えないのですが……そうですね、一度、日本式に食パンで作ってみましょうか？　柔らかすぎてもの足りなかったら、次はバゲットにしてみます」

「うん、頼むよ」

「承知しました」

　返事をした歩梨が厨ちゅう房ぼうへ引きあげようとしたとき、

「ところで、お母さんの具合はどうなのかね？　まだ原因がわからない？」

　倫明のほうから尋ねてきた。

「はい……」

「よけいなお世話かもしれないが、別の医者に診せたほうがいいんじゃないかな。いまどき、セカンド・オピニオンは常識だろう？」

　歩梨は少し考え、言葉を選びながら話す。

「考えなかったわけではないんですが……母が入院している病院は、このあたりでは一番設備も整っていて、評判のいいお医者さまがいらっしゃいます。もし転院するとなると、県外の病院になりますし……そうなると通うのが大変で、仕事にも差し障さわりがでるかもしれませんので」

「しかし、このままじゃ埒らちがあかないだろう？　ぐずぐずしているうちに病状も進んでしまう」

　返事に困った歩梨が黙っていると、

「東京に、不定愁しゅう訴そや原因がわからない病を専門に診みている知りあいの医者がいるんだ。アメリカで修行を積んでいて腕も確かだ。紹介するから、お母さんをそちらの病院に移しなさい」

「え……」

「こういうことは早いほうがいい。お母さんが入院している病院と担当医の名前を教えてくれないか？　私が直接、話をしよう」

「いえ、そこまで、ご迷惑をおかけするわけには……」

「何を遠慮しているんだね。お母さんの命にかかわることなんだよ？」

　痛いところを突かれて言葉を返せなくなった歩梨は、思い切って打ちあける。

「あの……お気持ちはありがたいのですけれど……紹介していただいたとしても、治療費をきちんとお支払いする自信がないんです……」

　歩梨は、銀行に借金があることや、貯金が底をついていることを正直に話した。

　みじめな気持ちにはなったが、真剣に心配してくれる倫明に、嘘やごまかしを言ってはならないと思ったのだ。

「わかった。では、治療や入院にかかる費用は、私が立て替えよう。余裕ができてから、少しずつ返してくれればいいよ」

「え、そんな……」

「歩梨さんは何も心配しなくていい。私に任せておきなさい」

「ですが、そこまでしていただく理由が──」

「理由ならある！　私が、きみを助けたいんだ！」

　いきなり激げっ昂こうした倫明に、歩梨は息を呑んだ。これまでの穏やかな倫明とは別人だ。

　こちらの訴えを無視してことを進めようとする態度は、頼もしいというより、かたくなな強引さで相手をねじ伏せようとしているようにも見える。

　そのときはじめて、歩梨は強烈な違和感を──危機感と呼んだほうが近いかもしれない──倫明に対して感じていた。

　背筋を、ぞわりとした嫌なものが這いあがってくる。

　なぜか、倫明の援助を素直に受けようという気持ちに、どうしてもなれなかった。

（ありがたい申し出なのに……どうして、こんな嫌な気持ちになるの……？）

　なぜ、血の繋がった親族でもない倫明がそこまでしてくれるのか、理由がわからない。

　まさか彼のような、女性に不自由しないであろうセレブな男性が、娘ほども年と齢しの離れた歩梨によこしまな想いを抱いているとは思えない。

　思えないけれど──。

「興奮してすまなかった。お母さんが入院している病院と担当医の名前……教えてくれるね？」

　先ほどの態度とは打って変わり、歩梨を見つめる彼の声は落ち着いていて、表情は真剣そのものだ。むげに断ることは、できなかった。

「……は、はい」

　歩梨は混乱したまま、力なくうなずく。

　見えない糸で、少しずつ、少しずつ、絡め取られていくような心地がした。




　五日後。歩梨の母、由香利は、倫明の世話で東京の病院に転院した。

　高速道路を利用しても、歩梨のいる日向町からは自動車で片道二時間近くかかる。週イチで通うのが精いっぱいだと心配していると、入院しているあいだ、ふだんの身のまわりの世話は倫明の秘書がしてくれるという。

　何から何まで彼の世話になってしまうことに、歩梨だけでなく由香利も負いめを感じていた。

──ねえ、歩梨……あなた、大丈夫なの？

──大丈夫って、何が？

──片倉社長のこと。まさか……お付きあいしてるの？

──やめてよ、お母さん。片倉さんとは三十歳近くも年齢が離れているのよ。女性には不自由しない、あんな素敵な人が、わたしみたいな冴えない田舎者を相手にするはずないじゃない。

──だったら、どうしてここまでしてくださるの？　赤の他人なのに……。

　一瞬口ごもった歩梨は、明るく言い返した。

──わたしの料理を、すごく気に入ってくれてるの。だから、待遇以外の理由で辞めてほしくないんだって、おっしゃってたわ。大丈夫、お金は落ち着いてから、少しずつ返す約束だから。

──片倉社長は、いい人だと思うけど……わたしに援助したことを楯たてにして、歩梨に理不尽な要求をしないか、心配なのよ。

──そんなこと絶対にない、ない！　だから、早く元気になって、ね。

　歩梨はわざとおどけて、精一杯の笑顔を作った。

　由香利の心配がさっそく現実になるとは、夢にも思わずに──。




「歩梨さん、ちょっと、いいかな？」

　厨房で昼食の下準備をしていた歩梨は、呼ばれて振り返った。

　少し伸びた髪を無造作に撫でつけ、アランセーターに古いデニムをあわせた倫明は、四十代半ばと言っても充分に通用する。容貌や立たち居い振ふるまいの品のよさは、非の打ち所がない。

　由香利が東京の病院に転院すると、彼はたびたび厨房に入ってくるようになった。

　以前は「仕事の邪魔になる」と遠慮していたらしいが、このところ、二人の距離を急速に詰めようとしているのではないかと、歩梨は感じている。

「はい、何でしょうか」

　つとめて明るく応対する。

「先日、息子がフランスから帰国したんだ。来週あたり、この別荘で二、三日ゆっくりしたいと言っていてね。悪いが、日程が決まったら、私と二人分の食事の世話を頼みたい」

「承知しました。息子さん、アレルギーや食べられない食材などはありますか？」

「あれは子どもの頃から好き嫌いがなかった。アレルギーとかも聞いたことがないな」

「わかりました。では、わたしのほうで献立を組みますね。しばらく日本に滞在なさるんですか？」

「いや、このまま東京に腰を据えると思う。私の後を継つがせたいのでね、数年かけて仕事を教えていく予定なんだ」

「そうですか。また忙しくなりますね」

「ああ。今後は来客が増えるかもしれないが、よろしく頼むよ」

　倫明が、さりげなく歩梨の肩に手を置いた。性的な触ふれ方ではない。けれど特別な好意を匂わせるような、さわり方だった。

　知らず知らず、歩梨の身体は強ばっていく。

──わたしに援助したことを楯たてにして、歩梨に理不尽な要求をしないか、心配なのよ。

　ふと、由香利の言葉を思い出す。

　覚悟はしていた。いま、この仕事を失うわけにはいかない。倫明の機嫌を損ねてしまったら、母の入院費や治療費も払えなくなる。

　倫明は何か言いたそうなそぶりで、なかなか立ち去ろうとしなかった。嫌な緊張感が足もとから這いあがってくるのを、歩梨は、なすすべもなく感じている。

「こんな場所で話すことじゃないのはわかっているんだが、改まると、切り出す勇気がなくなりそうなのでね。歩梨さん──」

「は、はい」

　いつになく硬い表情の倫明に、歩梨は気け圧おされていた。何か、とてつもなく大変なことを伝えられるのではないかと──。

「歩梨さん──私の、妻になってくれないだろうか」

　一瞬で頭のなかが疑問符で埋め尽くされた歩梨は、口を半開きにしたまま立ち尽くした。

（何かを、聞き間違えたような気がするけど……？）

　そうでなければ、倫明が言い間違えたのだろう。このまま待っていれば、きちんと言い直してくれるはずだ。

「もちろん、よく考えてから返事をしてくれればいい。きみさえ結婚を承知してくれるのなら、お母さんの入院費用だけでなく、その後の生活の面倒も私が責任を持って見させてもらうし、店や自宅も手放さなくても済むように取りはからう」

「……え？　ええ!?　あ、あの、片倉さん、それって──」

　背中にじっとりと汗をかいていた。

　聞き間違いでも言い間違いでもなく、倫明は、歩梨にプロポーズをしたのだ。

「歩梨さん、きみはまだ若い。私のような初老のオヤジを夫にするのは、正直気の毒だと思う。だから引き換えに──と言ってはあれだが、できるだけのことをさせてもらおうと思っているんだ。前にも言ったが、私はきみを助けたい。幸せにしたいんだよ。きみのことが可愛くてたまらないから」

　倫明の饒じょう舌ぜつさに、歩梨は面喰らった。が、悪い気はしなかった。

　仕事仕事で恋愛もろくに経験してこなかったから、男性にこんな情熱的な言葉をかけてもらったことなどない。それに──。

（もしも、ここで片倉さんの申し出を受ければ……わたしの人生は大きく変わる……）

　打算も湧いてくる。

「あの……とてもありがたいお話ですが、わたしでは不相応かと。田舎育ちですし、学歴もありませんし、家もお世辞にも裕福とはいえません。料理が得意という以外には、これといった取り柄もありませんし。カタクラ製薬の社長夫人だなんて、恐れ多くて……」

　そう答えつつも歩梨は、ここが人生の大きな分岐点になるのだろうと感じていた。

　倫明のほうも、一歩も引き下がるつもりはないようだ。

「先ほども話したが、会社は息子に継がせる。引き継ぎに数年はかかるだろうが、それが終われば、私は晴れて自由の身だ。歩梨さんによけいな苦労はかけないよ。約束する」

　歩梨は無意識に嚥えん下げした。口が、からからに乾いていた。

　このまま倫明の手を取れば、今後の人生は安泰なのだろう。安泰どころか玉の輿こしだ。

　断れば困こん窮きゅうしたまま、母娘おやこそろって辛しん酸さんを舐める未来が待っている。

　迷う必要などないと、どこかで囁く声がした。

「すみません……少し考えさせてください……」

　歩梨は震える声で、ようやく答えた。




　仕事を終えて自宅にもどった歩梨は、バスタブに浸かりながら、ぼんやりと思いをめぐらせた。

　浴室には高貴な薔薇の香りが立ちこめている。

　透真の会社のブランド、『トゥルー・オーガニック』のバスオイルだ。

　本社は南フランスだが、日本にも直営店が東京と大阪に一軒ずつあり、通信販売もしている。けれど貴重なシストローズを主原料にした製品は高価で、いまの歩梨には手が出なかった。

　倫明のプロポーズに心が動かなかったと言えば、嘘になる。

　歩梨は三十歳になった。

　婚活市場では、女性は三十代に突入したとたんに価値が下がってしまうらしい。条件のいい男性から選ばれる確率がぐっと減るのだと、母の友人に聞いた。

　女を『もの扱い』している時点で不快だけれど、現実はそんなものかもしれない──歩梨は、あきらめモードでそう思った。

　自分自身を振り返ってみても、他人のことをとやかく批判する資格はない。

　もしも倫明がニートやホームレスで容姿も整っていなければ、いくら情熱的に求愛されても気持ちは動かなかっただろう。透真に惹ひかれたのも、最初は、たぐいまれな美貌と育ちのよさそうな気品に魅了されたからだ。

　それに加えて、歩梨の母は難病で入院中だ。完治は難しく、生涯治療を続けなくてはならない。

　数日前、転院先の病院から連絡があり、由香利はアジソン病だと告げられた。聞き慣れない病名に戸惑っていると、主治医が電話口で丁寧に説明してくれた。

　簡単にまとめると、副ふく腎じん機能の低下によって副腎ホルモンが不足して起こる病気らしい。由香利のようにひどい脱力感や倦怠感、めまいが起こる。

　日本の医療界では副腎の病という概念がまだ充分に浸透しておらず、専門医の数も少ないのだそうだ。

　年齢と難病の母親──それだけでも結婚は厳しいのに、家業は失敗し、借金まで抱えている。

　どう考えても、今後、倫明のような男性と縁があるとは思えない。

　今回のプロポーズは、奇跡と言っていい。

　けれど──。

（彼と結婚したとしても、わたしは透真さんのことを一生忘れられないと思う。それは、片倉さんに対する裏切りではないの……？）

「透真さん……わたし、どうすればいい？」

　薔薇の香りに煙けむる空間に向かって尋ねてみても、答えは返ってこない。

　涙が零こぼれる。

　先ほどまで歩梨は、『それいゆ』のホームページとインスタグラムにアクセスしていた。

　閉店からひと月近くが過ぎても、コメント欄にはお客からの閉店を惜しむ声や、お礼の声がぽつぽつと届いていた。それらをひとつひとつ確認しながら、返信を打ち込んだ。

　図々しいと言われればそれまでだけれど、少しだけ、期待していたのだ。閉店のアナウンスを見た透真から、連絡が来るのではないかと。

　でも、何の反応もなかった。

　ただのひと言も──。

　それが彼からの答えなのだと、歩梨は思い知らされた。





　　　　　◆　　◆　　◆






　週あけの夕刻──。

　黒いスポーツカーが厨房の脇を通って車庫に向かうのを、歩梨はシンクの上にある窓から偶然に見かけた。

　きっと、倫明の息子だろう。

　自分には縁のない世界の人だが、どんな青年なのかは気になる。東京に住んでカタクラ製薬を継ぐのであれば、今後もたびたび顔をあわせるのだから。

「坊ちゃまが、お見えになりましたよ」

　通いの家政婦が教えてくれた。松まつ元もとという五十代のおっとりとした女性で、一緒にいても、よけいな気き遣づかいをしなくて済む。とても感じのいい人だ。

　歩梨はエプロンを外し、髪を軽く整えて玄関ホールに向かった。リモワの白いスーツケースを引きながらホールに入ってきた男性を眼にしたとたん、その場に固まってしまう。

　ロゴ入りの黒いフーディーに、スウェット素材のパンツというラフな格好だった。ゆるくパーマのかかったセミロングの髪を片耳にかけ、恐ろしく整った小顔の、三歳年下の美青年。

　そこにいるだけで、周囲の空気がきらきらと輝きだすようなオーラを纏まとった彼のことを、歩梨は、十年前から知っていた──。

「……と、透とう真まさん……？」

　掠かすれた声で呼びかけると、彼も、目を見張って歩梨を見た。

「歩梨さん……？　どうしてここに……？」

　お互い、それ以上声を出すことができずに、立ち尽くしたまま見つめあう。

「まあ！　お二人とも、お知りあいでしたの？」

　松元が驚いていた。

　はっと我に返った歩梨は、

「え……ええ。うちの店が開店した頃からのお客さまだったんです」

　慌てて答える。

「まあ、まあ。ほんとに、世間は狭いですわねえ」

　動揺する歩梨には、松元の声がどこか遠くから聞こえているような気がした。




　荷物を自室に置いた透真は、すぐに厨房に降りてきた。食材を刻んでいた歩梨の手を止めさせ、どうしてここにいるのかを、きつい口調で問い詰める。

　なまじ顔立ちが整いすぎていると、ほんの少しの怒りが表情に出ただけで、相手は背筋が凍るような思いをする。無む頓とん着ちゃくな透真は、たぶん、そんなことには気づいていない。

「『それいゆ』のホームページもインスタグラムも、見ていなかったんですか？」

　久しぶりに再会したというのに、いきなり一方的に責められる理不尽に、歩梨もつい、きついもの言いになってしまった。

「いや……ごめん、ここ最近、本当に忙しくて」

「閉店したんです、先月」

「え──」

　彼の綺麗に切れあがった二重の眼が、さらに大きくなった。

「閉店って……どうして？　あんなに繁はん盛じょうしてたじゃないか」

　そうだった──と、歩梨は思い至った。

　四年ぶりに会う透真は、『それいゆ』と家族が順調だった頃しか知らないのだ。

「三年前に父が亡くなったんです。母と二人で何とかお店をまわしていたのだけど……去年の豪雨災害で、客足が途と絶だえてしまって。母が倒れて入院してからは、わたしひとりでは、どうにもならなくなったの」

「……事情はわかった。でも、どうして歩梨さんが親父おやじの別荘にいるんだ？」

「片倉社長は、透真さんからお店のことを聞いて、わざわざいらしてくださったの。閉店後の仕事のあてがなくて困っていたら、別荘の料理人として雇ってくださって……母の入院先や治療費も世話してくださったわ。恩人よ」

　素直にそう答えると、なぜか、透真の美しい顔が歪ゆがんだ。

「俺が歩梨さんのことを話したのは、もう十年近くも前のことだ。それがなぜ、いま頃になって？　親父は……あいつは、いったい何を考えているんだ？」

「──え？」

　歩梨は首をかしげた。透真が言っていることの意味が、よくわからない。

「もしかして、歩梨さん……親父と付きあってるのか？」

　射るような眼をして、透真が尋ねる。

　いまさら何を──そう思うと、歩梨の口からは驚くほど冷たい声が出た。

「そんなこと、透真さんには関係のないことよ」

「関係あるさ！　俺がどんな気持ちで歩梨さんにプレゼントを贈り続けてきたのか、ぜんぜんわかってないじゃないか！　特別な感情を抱けない女ひ性とを十年も気にかける男が、どこの世界にいるんだよ!?　ずっと好きだったんだ！　あなたのことが！」

　固まってしまった歩梨に、怒りと不審を滲にじませた顔をぐっと近づけ、透真はもう一度訊きいた。

「──正直に答えて。親父と、付きあってるの？」

　鬼気迫る表情が恐ろしい。歩梨は後ずさりながら、どうにか声を出した。

「……プ、プロポーズされたの、片倉社長に」

「何だって!?」

「……お受けしたわ」

「な──」

　蒼そう白はくになった透真の顔を見たとたん、歩梨の涙るい腺せんが決壊した。立っていられず、その場にへなへなと座り込み、両手で顔を覆う。

「……嘘だろ……冗談なんだろ？　歩梨さん……」

　頭上に、透真の悲痛な声が落ちてくる。

（どうして──？）

　どうして透真は、いま頃になって歩梨の前にあらわれたのだろう。どうして、いまさら好きだと告白などするのだろう。

　もっと早く、その言葉を聞いていたら。もっと早く、帰国してくれていたら。そうすれば、すべては変わっていたかもしれない。

「どうして……どうして透真さんが、片倉さんの息子なの……？　どうして、もっと早く来てくれなかったの……？　どうして……いま頃になって、わたしに好きだなんて言うの……？」

　なじったところで、どうにもならない。

「親父と話してくる」

　拳こぶしを握りしめ、仁王立ちになっていた透真は、唇を引き結んで厨房から出ていった。




　しばらくすると、階上から言い争う声が聞こえてきた。

　とうとうその夜は透真も倫明も食卓に着くことはなく、翌朝早くに歩梨が別荘を訪れたとき、すでに透真は立ち去った後だった。









【２】悪夢のような






「契約書……？」

　倫明との結婚にあたって、歩梨は、細々とした決まりごとが明記された書類を渡された。その下には、すでに倫明の署名と捺印がされた婚姻届がある。

（印鑑を持参するように言われたのは、なるほど、このためだったのね）

　一流大企業カタクラ製薬の社長と婚姻関係を結ぶとなると、親類縁者などの人間関係も複雑だろうし、所有する財産にしても莫ばく大だいだ。

　ドライすぎて哀しくなるが、後々のトラブルを避けるためにも、あらゆる可能性を想定して契約書を交わすのが富裕層の常識なのだろう。

「堅苦しくて申しわけないね。財産分与や、きみのお母さんのこともあるし、私自身の身辺も何かと複雑だ。きちんと書類にしておいたほうが安心できるからね」

「片倉さんの身辺が複雑……とおっしゃいますのは、どういうことなのでしょう？」

　歩梨は、臆おくすることなく尋ねる。

　数日前にあった透真との一件では、大切なことを学んだ。自分の気持ちはできるだけ速すみやかに、素直に相手に伝えること。疑問や不安は放置しないこと──。

　客間の応接セットに、歩梨と倫明は向かいあって座っていた。

「先だって話したように、いまの私には子どもを作る能力がない。そうなると私の死後、生前分与できなかった個人名義の財産は、きみと透真とで分けあうことになる」

　その説明に、歩梨は無言でうなずいた。

　四十歳のときに前立腺癌の手術を受けた倫明は、男性としての機能を失っている。歩梨は彼との通常の性交も、妊娠も望めない。

　そのことは充分に理解した上で、倫明のプロポーズを受け入れた。だから、このことは問題ではない。問題があるとすれば、おそらく透真のことだろうと予想はついた。

「透真は私の血を分けた実の息子だが、母親は亡くなった妻ではない。外の女性が産んだ、いわゆる婚外子なんだ」

「……え」

　初耳だった。

「妻とのあいだに子どもをもうけることができないうちに、私は癌にかかってしまった。それで、当時母親と暮らしていた透真を養子として迎えたんだ」

「そうだったんですね……」

　別荘で再会したとき、透真は倫明を「あいつ」と呼んだ。そのひと言で、父子の仲がぎくしゃくしていることは察しがついた。

　それにあの日、歩梨をめぐって透真と倫明とのあいだで激しい口論があったはずだが、その結末がどうなったのか──歩梨には確かめる勇気がなく、倫明も口をつぐんでいる。

　けれど、こうして倫明との結婚話が進んでいる現実を考えると、わざわざ尋ねる必要はないように思えた。透真は負けて、逃げ出したのだ。

「……お尋ねしにくいことではあるのですが……息子さんは……透真さんは賛成してくださるのでしょうか？　自分とたいして年齢の違わない義母なんて、嫌なのでは……」

　思い切って言ってみたものの、倫明の顔を直視できなかった。うつむいたまま、ぼそぼそと話す歩梨に、ショッキングな事実が知らされることになる。

「透真のことは、本当に申しわけなかった。私からも謝罪する。どうか許してやってほしい」

「え？　あ、あの……」

　倫明が深々と頭を下げる理由がわからず、歩梨は身の置き場に困ってしまった。

「息子には、結婚を約束した女性がいるんだよ。総理大臣を輩出した名家のお嬢さんで、イギリスに留学する前に婚約をしている」

「──え？」

　留学前ということは、透真が高校の友人たちと『それいゆ』に初めて来てくれた頃のはず。

　歩梨は呆然とした。

「それなのにあれは、自分の立場も忘れ、思わせぶりな態度を取って歩梨さんを惑まどわせた。親として、本当に恥ずかしいよ。あんないいかげんな男に育てたつもりはなかった」

　がっくりと肩を落とした倫明の姿は、見るからに痛々しかった。

（……何てこと……じゃあ、わたしは十年ものあいだ、彼にもてあそばれていたの……？）

　透真はいったい、どういうつもりだったのだろう？

　先だっての歩梨への告白も、ただの戯れだったのか──。

（本当に私のことを好きなら……なぜ十年も黙ってたの？　黙ったままプレゼントを贈られて、それで俺の気持ちを察しろ、なんて言われても無理よ……勝手すぎる）

　黙っていたのは、きっと、婚約しているという負いめがあったからだ。婚約者と別れるつもりなど、最初からなかったからだ。

　そう考えると、なぜ透真が黙って別荘からいなくなったのか、いままで歩梨に何の連絡もなかったのか、すべての理由が腑ふに落ちる。

　立派な婚約者がありながら、恋愛に縁のない田舎育ちの娘をその気にさせ、高みの見物をしながら嘲あざけっていたのだろう。そのくせ倫明に奪われそうになると、妙な対抗心を燃やし、しれっと偽いつわりの告白までするような浅はかな男──。

（バカにしないで！）

　あんなに好きだった透真への憎しみが、歩梨の身体の奥底から、ふつふつと湧き出してきた。

　客観的な事実だけを見れば、透真は尻尾しっぽを巻いて逃げ出した負け犬だ。そんな男、憎む値打ちもないと、頭ではわかっている。

　それなのに──。

　倫明に望まれて、自分はこれから幸せな結婚をするはずなのに──。

　透真にもてあそばれ、あげくに逃げられたのだという理不尽な思いを消し去ることができない。大切な宝物を無理やり奪い去られ、眼の前でズタズタにされたような気持ちになる。

「──歩梨」

　いつの間にか側に来ていた倫明に、手を握られた。

「もう透真のことは忘れよう。私が必ず、きみを幸せにする」

「片倉さん……」

　倫明の手は大きくて、温かかった。

　その頼りがいのある温かさに、擦り切れた心が優しく癒いやされていく。

（これからは、この手に守られて生きていくんだ……）

　喪失感と安あん堵どを同時に感じながら、歩梨はうなずき、倫明の手をそっと握り返した。




　その一週間後──。

　歩梨は大きなダイヤモンドが嵌はまった有名ブランドの婚約指輪と、倫明とそろいの結婚指輪を同時に贈られ、片倉夫人として別荘で暮らしはじめた。

　結婚式も、披露宴もなかった。

　二人の関係を知るのも、ごく近しい親族と、カタクラ製薬の一部の重役だけだ。

　何もかもにスピード感がありすぎて、落ち着いて気持ちを整理したり、冷静に自分の置かれた状況を把握したりということが、歩梨はできないままだった。

（ひょっとして……倫明さんはすべて計算ずくで、あえて、わたしを混乱状態に追い込んでいるのかしら……？　我に返って、冷静にならないように……）

　と、そんなことを思ったりもした。

　歩梨の気持ちが変わらないうちに、倫明がすべての決着をつけようとしているのが、手に取るように感じられる。

（悪く考えてはだめ。彼がわたしのことを、それだけ愛してくれている証拠かもしれないじゃない……？）

　そんな風に自惚うぬぼれることで不安を消そうとしてみるが、そこまで都合よく楽観視はできない。あれよあれよという間に、気がついたらすべての手続きが終わっていた。

「式を挙げられなくて、本当にすまないね。身内や会社の人間には慎重に対処していかないと、財産めあてに結婚したと噂されて、歩梨が嫌な思いをする。時間をかけて周囲を説得していくつもりだから、しばらくのあいだ辛抱してほしい」

　すべてに納得できたわけではなかったけれど、倫明なりに歩梨を思いやり、守ろうとして考えたことだった。仕方がないと割り切るしかない。

「──わかりました。わたしを守ってくださって、ありがとうございます」

　夫婦になったばかりで、まだまだ会話はぎこちない。いまだに「倫明さん」と名前で呼ぶのに慣れない歩梨は、うっかり「片倉さん」と呼んでしまって失笑されたりする。

　倫明は理想的な夫だった。

　ただひとつ、歩梨にとっては耐えがたい、ある点を除いては──。





　　　　　◆　　◆　　◆






　プロポーズを受けた、翌日のことだった。

「歩梨、今日はこちらに泊まっていきなさい。着替えは用意してある」

　歩梨の全身が硬直した。今夜、彼と男女の一線を越えるのだ。

「……はい」

　気がついたら、「歩梨」と呼び捨てにされるようになっていた。嫌ではないけれど、なかなか慣れない。歩梨のほうは、まだ「片倉さん」だ。

　その日は、二人で一緒に夕食を取った。

　テーブルに座って倫明と向かいあっていると、何だか変な感じがした。つい昨日まで雇やとい主と使用人の関係だったのに、一夜明けたいまは婚約者だ。人生は本当にわからない。

　入浴を済ませた歩梨がおそるおそる寝室に入っていくと、倫明はすでに一人掛けのソファに座り、ワイングラスを傾けている。

　キングサイズのベッドの上には、見慣れないものが置いてあった。

「これを、きみに着けてほしいんだ」

　カシミヤのガウンを優雅に羽織った彼に言われ、ベッドに近づいた歩梨は、思わず固まった。

（……こ、これ……下着……？）

　震える手で、黒いブラジャーとショーツのセットらしきものを手に取る。らしきものと思ってしまったのは、布の面積があまりに小さく、デザインも変わっていたからだ。

　ブラジャーのワイヤー部分には通常の四分の一くらいの幅の、申しわけ程度のカップが付いていて、何となく胸を支える程度の機能しかない。身に着けたとしても、乳首と乳房のほとんどは剥き出しになってしまい、ブラの意味をなさないと思う。

　美しい総レースのショーツも、股の部分がぱっくりと左右に大きく割れている。これでは大切な部分を隠すことができない。ただの飾りだ。

「恥ずかしがらずに着けてごらん。歩梨は胸の形がいいから、きっと綺麗だよ」

　穏やかにほほ笑みながら、こともなげに倫明が言う。

「そんな……」

　歩梨は、異性と交際した経験がほとんどない。

　高校生の頃、おなじクラスの男子に告白されて半年ほど付きあったが、キス止まりでそれ以上の関係には進まなかった。それが唯一の経験だ。

　料理の道に進もうと決意して専門学校に入学してからは、新しい技術を身につけたり、創作料理を工夫して作ったりすることが楽しくて、異性のことなど眼に入らなかった。

　専門学校を出たら出たで、すぐに父と母の教えを受けながら『それいゆ』の厨房に立ち、ワインの管理をし、ホールで接客をした。日々が、めまぐるしく過ぎていった。

　恋愛に縁遠かったということは、イコール性体験からも遠い場所にいたということだ。それなのに、こんな卑ひ猥わいな下着姿を彼の眼に晒さらさなくてはならないなんて──。

　奥手の歩梨には、恥ずかしいを通り越して屈辱的でさえあった。

「着け方がわからないのなら、私が手伝おうか？」

「い、いえ！　大丈夫です！」

　大おお真面目まじめな倫明の提案を断ると、歩梨は下着を持って、寝室の奥にあるパウダールームへと駆け込んだ。

（いきなり、こんなことを要求されるなんて……）

　ショックだった。

　自分が男女関係の機き微びに疎うといのは、倫明もわかってくれているはずだと思い込んでいた。交際経験は一度だけ、セックスをしたことはないと、正直に伝えたからだ。

　そのときの、倫明の嬉しそうな顔が忘れられない。男性にとって、恋人や妻の『初めて』は特別な意味を持つという話は本当だったのだと、実感した瞬間だった。

　そんなこともあり、二十八歳も年上で女性経験も豊富な彼に任せておけば、すべてにおいて上手にリードしてくれるに違いない──歩梨は一方的に、そんな期待をしていた。

　倫明の手で、無理をせず少しずつ、豊かな性の世界に導いてもらえるのだろうと。

（……わたしが甘かったの？）

　冷静になってみれば、歩梨ももう三十歳だ。

　実際の体験はなくても、大人の女性としての知識や好奇心、欲望は人並みに持っているはずだと倫明が考えるのは、当然かもしれなかった。

（大人にならなきゃいけない──そういうことなのね、きっと）

　深く息をして、自分を納得させる。

　歩梨はガウンとネグリジェを脱ぐと、勇気を振りしぼって、黒い下着に手を伸ばした。




「私が想像した通りだ。よく似あってるよ、歩梨」

　ブラジャーから卑ひ猥わいに突き出た胸を手で隠して立つ歩梨に、倫明は満足そうに眼を細める。

「手をどけて、よく見せてくれないか」

　請こわれて、少しためらい、そろそろと手を降ろした。

　小さなブラのカップにこんもりと押しあげられ、剥き出しにされた白い乳房の眺めは、たわわに実った果実さながらだった。

　ピンク色の乳輪に囲まれた丸い尖とがりも、ぷっくりと立ちあがっている。

「すばらしい……」

　倫明が感かん嘆たんのため息を漏もらした。

　次の瞬間、いきなり左の乳房を鷲わしづかみにされ、右の乳首に吸いつかれた。

「──いやっ！」

　驚いた歩梨の口から、反射的に拒絶の声が出る。

　倫明は意に介さない。そのまま広いベッドに押しやられ、押し倒された。

　キングサイズのマットが揺れる。

「あ……っ」

　はしたなく下着から突き出た歩梨の乳房を、彼は優しく捏こねまわした。まるく揉みあげながら、指先で膨らんだ先端を軽く引っ掻く。

　整った顔がもう片方の胸に近づいてきて、ふたたび、舌先が乳首を舐めまわした。

　いつの間にか下に伸びた手は、すべすべした腿ももの内側を撫でている。と、その手がいきなり膝に掛かり、歩梨の太腿は大きく開かれた。

「ああっ！　やめてっ！」

　総レースのショーツは股の部分が割れている。開かれ、暴あばかれた女の秘所が、丸見えになっているはずだった。恥ずかしくてたまらない。

「綺麗だよ、歩梨……綺麗なピンク色だ。ああ……本当に、誰にも触らせていなかったんだね」

　熱に浮かされたような声を聞いた歩梨は、背筋が冷たくなるのを感じた。

　あられもなく晒された秘所を、倫明は喰くい入るように見つめている。その尋じん常じょうではないようすや、ねっとりとした執しつ拗ような視線に、全身の肌がぞわぞわと粟あわ立つ。

（……いや！　……嫌よ、こんなの……！）

　閉じた瞼まぶたが、じわりと熱くなった。涙が零れそうだ。

　倫明の視線からは、歩梨に対する愛情を読み取れなかった。ギラギラした欲望だけが感じられて、実験に使われるモルモットになったような気がする。

　寝室は明るい。主照明は落ちていたが、ダウンライトが煌こう々こうと歩梨の身体を照らしていた。せめて、灯あかりだけでも消してほしい。

「きゃっ！」

　歩梨の股間を見つめていた倫明が、そこに顔を埋めてきた。

　ぴちゃり、と小さな音がして花弁が舐めあげられ、蜜をすすられる。器用に動く舌先がちろちろと淫核を揺さぶった。

「ふっ……ううっ……ああぁ……」

　切なさを伴った快感が迫ってきて、変な声が立て続けに漏れる。歩梨は手の甲で口を覆った。そうでもしなければ、もっとはしたない声を出してしまいそうだった。

　倫明はさんざん歩梨の秘部を嬲なぶったあと、身体を起こしてベッドから離れた。サイドテーブルの引き出しを開け、何かを取り出している。

　ヴィイイイン──。

　小さな機械音が聞こえた。

　歩梨が驚いて顔を向けると、奇妙な形をしたものを握っている倫明の姿が見えた。ピンク色の、細いペニスを模した性具だった。

「う、嘘……」

　挿入されるのだと、本能的にわかった。

　怯える歩梨に、口もとに笑みを浮かべた倫明が言う。

「これは一番細いタイプなんだ。最初は痛いかもしれないが、すぐに慣れる。慣れれば、毎日でも欲しくなるよ」

　細いといっても、歩梨の指の太さの倍はある。生理用のタンポンを入れるのにも苦労した経験があるのに、それよりも太いものをいきなり挿いれるなんて──。

「無理……無理です……いきなり、そんなの……」

　懇願を無視し、倫明はペニスの形をしたそれを、歩梨の乳首に軽く押し当てた。

「ううっ……んん、ん」

　細かな振動が、敏感な胸の突起を震わせる。

　その振動の強さが思ったよりも心地よくて、歩梨の顎あごが跳ねあがった。胸が反そり、爪先にぐっと力が入る。

「……気持ちいいんだね、歩梨」

　倫明は優しげに微笑み、振動を続ける性具ディルドを、今度は歩梨の秘唇に触れさせた。

「ひぃ……っ！」

　振動が淫核に伝わった。鋭い快感が腹部を通り、脳天まで突き抜ける。歩梨は声をあげ、後頭部をシーツに擦りつけながら悶もだえた。

「あっ、ああっ……！　だめっ……！」

　経験したことのない感覚が、下腹をうねる。

　しばらくして、ディルドはゆっくりと歩梨の内部に沈んでいった。独特の音をさせながら、身体の奥深くに振動を与え続ける。

「うっ……ううっ……ああっ……やっ、やめて……っ！」

　想像していたほどの強い痛みはなかった。異物感と圧迫感のなかに、快感にはまだ遠い、微妙な感じが混ざっている。

　蜜壺の入り口に近いある場所に機械を押しつけられると、そこから、むずがゆいような切ないような何かが生まれて、お腹の奥がきゅうっと搾しぼられるようだった。

「ぜんぶ挿いれるよ」

　倫明はそう告げると、ディルドをぐっと押し込んでくる。押し込みながら、ディルドの根もと近くにある突起を歩梨の肉芽に押し当てた。

「──ひいいっ！」

　毒々しいピンクの模造ペニスが、ぐりぐりと前後した。

　もっとも敏感な場所を容赦ない振動に揺さぶられ、歩梨はあっという間に達してしまう。

「くうっ！　あっ、ああああっ！　やっ、やあ──っ！」

　あまりに激しい絶頂に、寝室の天井がぐにゃりと歪んだように見えた。

「ああ──歩梨は、本当は感じやすい身体をしているんだね。これから、私がもっと気持ちよくなるようにしてあげるよ」

　微笑みながら、倫明は手を動かした。

　彼の手の動きにあわせて、歩梨の淫らな裂けめはじゅぶじゅぶとディルドを呑み込み、また絶頂へと飛ばされる。

「ふうっ──ううんっ……んんんぁあっ！」

　身体がふわりと浮かびあがるような浮遊感と、奈落の底へ突き落とされるような絶頂感とを繰り返し与えられ、いつしか歩梨は疲れ果て、意識を手放していた。




　翌日から歩梨は、胸が剥き出しになる例のブラとクロッチ部分が割れたショーツを、半ば強制的に身につけさせられた。

　倫明が身体に触れたくなったとき、すぐに応こたえられるように。

（寒い時期でよかった……目立たないから）

　厚着になるので、突き出た乳首が衣服を透かす心配もないし、股間に自然とできる染しみに気づかれることもなかった。

　それでも外出するときや、平日は毎日通ってくる家政婦の松元に気づかれるのではないかと、不安で仕方がない。

　二人きりになると、倫明は場所をかまわず歩梨を求めた。厨房はもちろん、ダイニングやリビング、ときには廊下や玄関先でも──。

　松元は、歩梨と倫明が婚約したことは知らない。

　いずれは話すことになるだろうが、「やむを得ない理由でしばらくのあいだ、住み込みで仕事をすることになった」と伝えてある。

　松元は既婚者だし、大人だ。歩梨と倫明が男女の関係になったことには気づいているだろう。けれど詮せん索さくしてくることはなく、歩梨への態度もこれまで通り何も変わらない。そのことが、何よりもありがたかった。

　倫明との一方的な性行為に、不満や不安がなかったわけではない。けれど、その原因は自分が経験不足で未熟なせいだと、歩梨は思っていた。

　月日が経てばいずれは馴な染じんで、もっと満たされ、楽しむことすらできるに違いない、と。




　こうして親子ほども年と齢しの離れた倫明と爛ただれた行為をはじめた、わずか一週間後、歩梨は彼の正式な妻となっていた。





　　　　　◆　　◆　　◆






　結婚後初めての年の瀬と新年が、慌ただしく過ぎていった。

　慣なれ──というものは恐ろしい。

　あんなに嫌だった倫明との行為を、歩梨の身体はいつの間にか受け入れてしまっていた。

　倫明の性技が優れていた、という事実もあるかもしれない。

　でもそれ以上に、『妻としての役割をまっとうするしか生きる道はない』と歩梨自身が思い込み、あきらめてしまったことが強かったのだろう。

　この結婚が失敗したら、自分だけではなく、母親の由香利の命運も尽きてしまうのだから──。

　そんな現実から逃げるように、歩梨は料理に没頭した。

　新しく料理人を雇おうと提案した倫明を、せっかくの腕が鈍ってしまうのが嫌だからと説得し、三度の食事は基本的に歩梨が用意している。

　厨房に立って調理をしているあいだは、すべてを忘れられた。

　倫明に身体の隅々をモルモットのように弄いじられる屈辱も、何も言わずに去っていった卑劣な透真のことも──。

　倫明に対して、性生活以外の不満はない。

　彼は『それいゆ』の店舗と自宅が銀行に渡らないよう、借金をすべて清算してくれた。

　由香利の入院にかかる費用もすべて負担し、退院したのちは、通院に便利な場所にマンションまで用意してくれるという。

「お母さんのことが心配なら、松しょう濤とうの自宅に移ってもいいんだが……私は、昔からこの別荘が好きでね。忙しくなる前に、できれば、もう少し滞在したいと思っている」

「わかりました。では……週に一度、倫明さんが東京の本社に行く日にあわせて、母に会いに行ってもかまいませんか？　秘書の方に任せきりでは、あまりに申しわけないので」

　こうして週イチで由香利に会い、空いた時間で東京を散策しながら、積極的に気分転換をした。

（とにかく、思い詰めちゃダメ。あまり深刻に考えないようにしないと……）

　歩梨にとっては、倫明との結婚生活を維持するための、精いっぱいの工夫だった。




（──夫婦の性生活って、こんなものなのかしら……？）

　歩梨は、知らず知らずため息をつく。

　ほぼ毎日のように、倫明は身体を求めてくる。そのこと自体は悪いことではないし、倫明の年齢を考えれば、むしろ喜ぶべきことなのだろう。

　けれど歩梨にしてみれば、慣れたとはいえ、夫との夫婦生活が苦痛なのには変わりない。

（満たされないのは、わたしたちの身体の相性が悪いから……？　それとも……わたしが不感症なの……？）

　行為中、それなりの快感は得られる。だから、完全な不感症というわけではないのだろう。

　それなのに虚しいのは、悦びを与えられるのが生身の男性ではなく、人工の機械だからかもしれない──歩梨は、そう感じるようになった。

　電動ディルドやローターの、あの独特の動きや機械音は、どうしても好きになれない。いかにも「人工物です」と主張しているシリコンの触感も。

（男の人のペニスを挿入されるのって、どんな感じなのかしら……）

　隣に横たわる夫の寝息を聞きながら、歩梨は、知らず知らずのうちに淫らな妄想をしてしまう。

　倫明は、決して全裸にならなかった。行為のときは胸をはだける程度で、腰から下は常に着衣だ。

　歩梨が心から満たされないのは、肌の触れあいが少ないせいもあるのだろう。

　加えて倫明には、我を忘れて行為に没頭する情熱が感じられない。歩梨の身体を観察しながら弄いじりまわすようすは、征服欲や単なる好奇心に突き動かされているだけにも見える。

　上から目線で一方的に与えられる快楽は、どこか虚しい。

　牡オスとして中途半端な肉体を晒したくないという倫明の気持ちは、歩梨にもよくわかる。でも、二人は夫婦になったのだ。その垣かき根ねを取り払う努力も必要なのではないか。

（倫明さんが経験豊富で、わたしを開発したがっているのはわかる。でも終始、あまりに冷静でいられると……何だか、実験動物にされたみたいな気分……）

　挿入行為など、なくてもいい。彼と裸で抱きあい、肌のあたたかさを感じたい。そうすれば、何かが変わっていくのではないか──そんな予感もする。

　けれど、デリケートな問題だった。

　倫明は人生全般において常人以上の経験を積んでいるし、一代でカタクラ製薬を一部上場企業にまで成長させた人物だ。かなり強引で、プライドだって高い。

（未熟なわたしが、倫明さんを傷つけずに上手く気持ちを伝えるには、いったいどうすればいいのかしら……？）

　下手な伝え方をして倫明との関係が悪化するリスクを考えると、このままでもいいのではないかと思えてくる。でも、いつまで我慢できるのか──。

　歩梨は途方に暮れた。




　そんなある日──。

　銀座の老舗しにせデパートで開催されていた陶器展を見たあと、歩梨はふと、近くにある『トゥルー・オーガニック』の直営店に寄ってみようと思い立った。

　使うたびに透真を思い出してしまうのに、なぜいまも使い続けているのか、自分でもよくわからない。ただ、あの香りの素晴らしさには病みつきになる。歩梨の肌にあうのか、使用感も抜群によくて、他のブランドに乗り換えようという気持ちになれなかった。

　スマホの地図を頼りに、歩梨は慣れない人混みを縫って歩く。

　目抜き通りに面して建つ洒落しゃれた店舗を見つけるまで、十分もかからなかった。シストローズの高貴な香りが歩道にまで漂っている。

（わあ、素敵！）

　店先のショーウインドウに新製品のラインナップがセンスよく飾られていた。美しいボトルやパッケージ・デザインは、眺めているだけで気持ちが弾む。

　歩梨はうきうきしながら、店の扉を押した。

　平日の昼間だというのに思ったよりもお客が多く、若い男性の姿が目立った。

　彼女へのプレゼントを選んでいるのかと思いきや、彼らは自分で使うメンズラインの製品を物色しているようだ。

（最近の男の子って、美容に対する意識が高いのね）

　歩梨は少し驚きながら、お目当ての化粧水のサンプルを手に取った。

　ボトルの蓋ふたをあける。シストローズと乳香ミルラがミックスされたような、個性的であたたかい香りが鼻び腔こうをくすぐった。

（すごくいい匂い……これまでに嗅かいだことがないような……）

　奥にあるメンズラインの棚の前には四、五人のお客が集まっていて、ひときわ背が高くて雰囲気のある男性スタッフが製品の説明をしていた。

（え──）

　その男性スタッフの顔を見た歩梨の心臓が、激しく暴れる。

（……まさか……）

　肩に触れる長さだった髪を短く整え、黒いスーツを纏った姿は、カジュアルな服装の彼しか知らない歩梨には一瞬別人に見えた。けれど、顔を見間違えるはずがない。

　あれは透真だ。

（どうして、彼がこんなところに……？）

　人気ブランドの社長みずからショップに立つなんてことが、あるのだろうか？

　いや、彼なら──歩梨が知っている昔の透真なら、自分の肌で市場の空気を感じ、製品開発に生かすことくらい当たり前にするだろう。

　立ち去りたいのに、足が床に張りついたように動かない。あんな男の顔など見たくないのに、眼が吸い寄せられる。

「いらっしゃいませ。何かお探しですか？」

　背後からかけられた、よく通る女性の声に、歩梨は飛びあがりそうになった。

　その声に気づいたのか、奥にいた透真がこちらを見る。

　二人の視線がぶつかった。

　顔が火ほ照てって、頭が混乱して、どうすればいいのかわからなくなる。

「ご、ごめんなさい！　また来ます！」

　女性スタッフにサンプルボトルを押しつけるように返し、歩梨は小走りに店を出た。

「歩梨さん！　待って！」

　後ろから、透真の声が追ってくる。

　胸が引き裂かれるようだ。

（もう嫌！　もうたくさん！　わたしのことは放っておいて！）

　歩梨は振り返ることなく、通りかかったタクシーを止めると、急いで後部座席に滑り込んだ。




「──この別荘で、食事会を開くのですか？」

　歩梨は訊きき返した。

　片倉家の親族数名を呼んで、遅まきながら二人のお披ひ露ろ目めをしたいのだと倫明が言う。

　正式に結婚して、二カ月が過ぎようとしていた。

「本当なら、去年のうちにしておきたかったんだ。だが皆忙しくてね、なかなか全員が集まれるタイミングがなかった」

「わかりました。ご招待する方は、どなたなのでしょう？」

「私の母、叔お母ば、弟夫婦、それと息子の五名だ」

　息子と言われて、歩梨はドキリとする。

「あの、では、息子さんと……透真さんとは、仲直りなさったのですね……？」

「仲直り？　実の息子とはいえ、きみを騙だました男だ。そう簡単に許せるはずがないだろう」

　倫明の眼つきが鋭くなった。歩梨は息を呑む。

「仲直りではなく……そうだな、協定を結んだと言ったほうがわかりやすいかな。人間性はどうあれ、私は透真のビジネスセンスには一いち目もく置いているんだ。カタクラ製薬を任せるに足る人材だと思っている。プライベートとビジネスは、きちんと分けて考えたいからね」

「……そうですか」

　複雑な気持ちにはなったが、経営者としてはまっとうな判断だと歩梨は思った。

「ああ、その食事会の料理のことなんだが、三つ星レストランのシェフをここに招まねこうと思っている。私たち二人のお祝いでもあるし、主役はきみだからね。ゆっくり楽しもう」

「は、はい……ありがとうございます」

　緊張しながら、歩梨は答えた。

　倫明の親族に会うという緊張感よりも、透真とまた顔をあわせなくてはならないということの方がストレスだった。銀座の『トゥルー・オーガニック』での一件もあるし、平常心で彼と向きあう自信がない。

　それに加え、歩梨側の親族は誰も出席しないのだ。

　倫明からの提案で、二人の結婚はしかるべき時期──透真に社長の椅子を譲るとき──までは極秘にしておくことになっている。財産相続をめぐる中傷やトラブルを避けるためだった。

　結婚を報告した唯一の家族である母の由香利はまだ入院中の身で、出席はかなわない。歩梨はひとり、片倉家の人たちの好奇の視線を、一身に浴びなくてはならなかった。

（ゆっくり楽しもうって、倫明さんは言ってくれたけど……）

　そんな余裕とは、ほど遠い心境だった。





　　　　　◆　　◆　　◆






（──わたし……どうして、こんなことになっているの……？）

　寝室で目覚めた歩梨は、闇のなかで記憶を辿る。

　先ほどまで、たしかに夫の倫明とともに、二人の結婚披露ディナーの席にいたのに。

　倫明の老齢の母、晃あき子こ。晃子の妹、祥しょう子こ。倫明の実弟で、カタクラ製薬副社長の秋あき満みつ夫妻。そして、いまでは歩梨の義理の息子になった透真──。

　歩梨は、倫明から贈られた大ぶりなダイヤの指輪を左薬指にはめ、思わず値札を二度見してゼロの数を数えてしまった、有名ブランドのシンプルなドレスを着て出席した。

　彼ら五人と和なごやかに歓談しながら、三つ星レストランのシェフがふるまうフレンチを味わっていたはずだ。

　でも、和やかだったのは、うわべだけ。

　ディナーテーブルに着いた十個の眼が、歩梨を値踏みし、親しみのなかに猜さい疑ぎや蔑さげすみの混ざった視線を送ってくる。

　特に透真から投げかけられる、哀あわれむような眼まな差ざしには耐えられなかった。

　針のむしろに座らされているような状況にいたたまれなくて、給仕の男性が注いでくれるワインを次々と干していったのは覚えている。

（まさか、わたし……飲み過ぎて倒れてしまった、なんてこと……ないわよね？）

　もしも、そんな醜しゅう態たいを親族の前で晒してしまったのだとしたら、倫明にこれ以上ない恥をかかせてしまったことになる。最悪だ。

　それにしても──。

（どうして、こんなに真っ暗なの……？）

　先ほどから眼をあけているはずなのに、何も見えてこない。普通なら、少しすれば暗闇に慣れて、周囲のようすがわかるはずなのに──。

　そこまで考えて、はっと気づいた。

（目隠しを、されている……？）

　いったい、どうなっているのだろう？　怖くなり、反射的に手て探さぐりをしようとした。

（え──？）

　歩梨は息を呑んだ。

　手が、腕が、動かなかった。両手とも背中側で縛られている。

「いやっ！　どうして!?」

　闇のなかに自分の声だけが響く。

　そのとき──。

　マットレスがわずかに撓たわんだ。すぐそばに、誰かがいる。

「み、倫明さん……？」

　震える声で、結婚したばかりの夫の名を呼ぶ。

「……倫明さん、なの？」

　返事はない。

　そうだ、きっとこれは、倫明の戯たわむれなのだ──歩梨は、そう思うことにした。

　卑猥な下着を強制的に着けさせられたり、新しい性具が発売されるとすぐに試されたり、厨房やダイニングテーブルの上でことに及んだり……これまでだって、倫明にはさんざん驚かされてきたのだから。

　歩梨のショーツにかかった倫明の手が、素早く脚あしから抜き去った。

　盛りあがった臀でん部ぶや太ふと腿ももを撫でられながら、そっと身体を仰向けにされる。

　目隠しをされているので視界は真っ暗だ。倫明の顔を確かめることはもちろん、縛られた手では彼に触れることもできない。

「やっ……あ、ん……」

　ブラジャーからまろび出た右の乳房の先端が、ぬめりのある何かに包まれた。「ちゅっ」と湿った音がして、乳首が吸いあげられ、舌先で弾かれ、左右上下に転がされる。

　左の胸は相変わらず捏ねるような動きで、ゆっくりと揉まれていた。

（……なんだか……いつもと違う……？）

　舌先の動きや胸を揉む動き、力の加減が、いつもの倫明とは違うような気がする。こんなに優しく、慈しむような愛し方をしてくれただろうか──？

　ふだんの彼は、歩梨の反応を冷静に観察しながら、もっと突き放したような愛撫をする。

（でも、今日の彼は……優しい……）

　舌の愛撫が、左の乳首に移った。

　くすぐったさと紙一重の快感に、歩梨は身をよじる。

「──あっ」

　いきなり太腿を抱えられる感触があって、脚を大きく広げられた。ぱっくりと割れた粘膜に、「ふうっ」と、あたたかい息がかかる。

「……ひ…っ……」

　肉芽が、唇で挟まれたのがわかった。

　陰核に軽く歯を立てたまま、嬲なぶるように、ちろちろと舌が往復する。

「あっ、やっ……やっ、やめて……っ」

　ぴちゃ、じゅる、ちゅっ──。

　膨ふくらみきった肉真珠を舐め、しゃぶる、淫らな音が聞こえた。

　強く吸いあげられた瞬間、大波のようにせりあがった快楽が臨界点を超え、手て脚あしを強ばらせた歩梨は、あられもない声をあげていた。

「──いっ、いいっ！　いく…っ！　あっ、ああっ！　あーっ！」

　のけ反ぞった胸の谷間を、背中を、汗が伝い落ちる。ゆっくりと引いていく波の余よ韻いんに浸りながら、歩梨は肩で息をした。

（……なんて、気持ちいいの……こんなの、初めて……）

　余韻に浸っているのもつかの間、ちゅぷりと蜜壺に男の太い指が侵入してきた。

　そこがこれ以上ないほどに濡れているのが、粘ねばついた音と滑らかな指の動きでわかる。

「……すごい……びしょびしょだ……」

　ため息まじりの、『彼』の声がした。

（これは……倫明さんの声……？）

　よく似ている。けれど、どことなく張りがあって、若々しいような気がする。

「ひっ！　やっ、やだっ！　そこっ……擦こすらないでぇっ！」

　二本に増えた指が、歩梨の蜜壺の敏感な襞ひだを、円を描くように擦りあげた。

　絶頂を極めたばかりだというのに、指で撫でられている部分が熱を持ち、またあの、電流みたいな波みたいな気持ちよさが襲ってくる。

　目隠しをされ、後ろ手に縛られた歩梨の身体が、びくびくと跳ねた。

　縛られた手首が強ばって、痛い。

「え──？」

　広げられた歩梨の脚のあいだに、『彼』の身体が割り込んでくる。蜜口に太くて硬いものが押しつけられ、先端がずぶりと埋まった。

「う……嘘っ！」

（──違う！　この人は倫明さんじゃない！）

　倫明は、こんなことはしない。できない。

「いやあっ！　あなた誰っ!?　誰なのっ!?」

『彼』は歩梨の声を無視して、ずぶずぶと腰を沈めてくる。かなりの大きさだった。焼けるような熱を持った蜜壺が、太い男のものを抵抗なく受け入れていく。

「やめてっ！　抜いて！　お願い！」

　襞をみちみちと押し開き、やがて最奥に硬い亀頭が当たった。

『彼』はそこで動きを止めると、歩梨の右の乳首を「かりっ」と軽く嚙んだ。続けて、母乳をねだる赤ん坊のように吸いあげる。

「──ああっ！」

　悦よろこんだ子宮が、きゅうっと動く。

「うっ──」

『彼』は息を詰めて呻うめくと、上体を起こし、歩梨の尻をつかんで自分の腰にぐっと引きつける。男の下腹に、歩梨の股間がぴったりと密着した。

　蜜壺がふたたびペニスを締めつけると、挿入された男の形や太さが、おぼろげながらも想像できた。それは歩梨のなかを、みっちりと隙間なく満たしている。

　やがて、『彼』はゆっくりと動きだした。

　引き抜いたペニスを奥へと抽ちゅう挿そうするたび、歩梨の濡れて膨らんだ陰核が、男の下腹に押しつぶされ、擦られる。

「あうっ！　あっ、い、いや……あぁ──い、いいっ！」

　性器の先端が奥まで届くと、『彼』は故意に下腹を押しつけながら腰をまわし、歩梨の肉芽に刺激を与えた。指や舌とはまた違った性感を呼び起こされ、無意識に「もっと」と腰を押しつける動きをしてしまう。

　しだいしだいに抽挿の速度が増した。突かれるたび、穿うがたれるたびに、脳天が痺れるような悦楽が歩梨を攫さらっていく。

　静かな部屋には二人の荒い息づかいと、肌と肌がぶつかる音が響いていた。

「ああっ──それっ……それを──もっとぉ……！」

　もう『彼』の正体など、歩梨にはどうでもよかった。ディルドやローターではない、密かに渇望していた生身の男の肉体に狂わされていく。

　ヴァギナの未知の部分をペニスに擦られ、突きあげられる。そのたびに、男のこれを求めていたのだと思い知らされた。

　自分の浅ましさを見せつけられて羞恥に駆られ、けれど、すぐさまやってくる快感に陶然とする、その繰り返しが歩梨の理性を崩壊させていく。
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　幾度めかの頂点に押しあげられたとき──。

『彼』の肌から、どこかで嗅かいだことのある、ほろ苦くて涼すずやかな香りが立ちのぼった。

（……この匂い……まさか……）

　背中を丸め、反そらし、全身で快楽を訴えながら、歩梨は白く霞かすんだ頭で思う。

（まさか──透とう真まさん、なの──？）

　あり得ない現実に思い至いたった瞬間、

「あっ！　あうぅっ！　んあぁあっ！」

　信じられないほどの歓喜が、全身を突き抜けた。

　背中が反り、まるで瘧おこり震ぶるいのように全身が間欠的に痙けい攣れんする。

　飛んでしまいそうになる意識をかろうじて縫いとどめ、歩梨は身体の震えが収まるのを待った。

　余よ韻いんに浸るのもつかの間、

「あ……!?」

　大きく息を弾ませていた唇から、驚きと戸惑いの声が出る。

　たったいま精を放ち、萎なえているはずの『彼』のペニスは、わずかな時間で漲みなぎりを取りもどしていた。ゆっくりと、執しつ拗ような動きで、ふたたび歩梨を穿うがちはじめる。

　しとどに濡れた蜜壺をかき混ぜながら、屹きつ立りつは休むことなく往復を繰り返した。

　そのたびごとに、新たな悦よろこびが歩梨の奥深くを震わせる。

「……ああ……もう……もう、だめ……」

　痺しびれて混こん濁だくしていく意識とは反対に、肉体は性の悦楽にうち震え、溺れていく。

　わずかな理性を保っている頭の片隅で、歩梨は確信を持って思った。

　いま自分を抱いている男は、倫明ではない。

　透真に間違いない、と──。









【３】壊れていく






　雪がちらつく一月下旬の午後。

　東京は南青山にある透真のマンションに、倫明と歩梨の連名で封書が届いていた。

「ふん。よくも、しゃあしゃあと──」

　こんなものを送ってこれるものだ。厚こう顔がん無む恥ちにもほどがある。

　透真は封を切らないまま、エンボス加工がほどこされたベージュの封筒をテーブルに投げ出した。確認しなくても中身はわかる。結婚披露会の招待状だ。

　歩梨をめぐって倫明と口論になり、別荘を後にしてから一カ月近くが過ぎていた。

　そのときに交かわされた非常識な会話を思い出すと、興奮と嫌悪がないまぜになった奇妙な感覚が、透真の背骨を駆けあがってくる。




「私の代わりに歩梨を抱け。妊娠させてもかまわん」

　いきなり持ちかけてきたのは、倫明だった。

「──は？」

　演技ではなく、透真は心底呆あきれた声を漏らした。

　表向きは紳士然としている倫明の『裏の顔』を、自分はよく知っている。

　十歳のときに亡くした母親の瞳ひとみも、その裏の顔に苦しめられた。代償として与えられる紛まがいものの愛情と、わずかな生活費のために──。

「悪くない話だと思うが……？」

　書斎の椅子に腰かけて脚を組み替え、倫明は仁王立ちになった透真を見あげた。

　倫理に背そむいた下劣な話をしているのに、倫明の佇たたずまいはどこまでも優雅で、声には人を惹ひきつける響きがある。そのことが、無性に透真の神経を逆さか撫なでした。

「あんた、正真正銘の変態ヘンタイだな。おまけにクズときた。立派すぎる父親を持って、俺は涙が出るほど嬉しいよ、父さん」

　失礼きわまりない言葉を、あえて投げつけてやる。

　倫明は動じなかった。

「歩梨が妊娠しても、おまえとの子どもなら何も問題はない。知っての通り、私は本当の意味で彼女を女にしてやることができない。女としての悦びも、母親になる幸福も与えてやれないのでは、あまりに気の毒だからな」

（何を勝手なことを──）

　透真は鼻はな白じろんだ。

　倫明が男として役立たずなのは、歩梨と出会う前からわかっていたことだ。

「本当に後悔しているのなら、歩梨さんを俺に返せよ。どうせ、俺が自分の思い通りにならなくなった腹いせに、彼女を奪ったんだろう？」

「バカを言うな。おまえには十年来の婚約者がいる。ふらふらしていないで、早く絵え理り佳かさんと身を固めろ。いつまでも女性を宙ぶらりんな状態にしておくのは失礼だぞ」

「あんたと先方の親とで勝手に決めた婚約だ。俺も絵理佳さんも、納得なんてしていない」

「おまえたちのような立場にある者の結婚とは、そういうものだろう？　一族の血統と財産を守り、存続させるために、ふさわしい相手と婚姻関係を結ぶ。個人の都つ合ごうや感情など、二の次三の次だ」

「外に愛人を作って、妻や子どもを苦しめろと言いたいのか？　あんたのように」

「そのあたりを上手くやるのが、男としての器だろう」

　倫明は、こともなげに言い放った。

「いいかげんにしてくれ！　いったいどこまで、俺と歩梨さんを貶おとしめれば気が済むんだ!?　母さんを嬲なぶっただけじゃ足りなかったのか!?」

「……嬲る？　心外だな。私がいつ、瞳を嬲った？　困こん窮きゅうしていたお前たち親子を捜しだして救ってやったというのに、感謝の欠片かけらもないのか？」

　透真は正面から、傲慢な父親を見据える。

　殺意を覚えた。こんな男に、母の名を呼んでほしくない。

　透真の母親、杉すぎ浦うら瞳は美しい人だった。

　大学の学費と生活費を稼ぐため、銀座のクラブで働きながら安アパートで自活していたところを、常連客だった倫明に見み初そめられたのだ。

　見初められたというよりは、『毒どく牙がにかかった』と表現するほうが適切かもしれない。

　倫明は、よく言えば奔ほん放ぽう、悪く言えば冷酷で身勝手な男だったが、持ち前の容姿と品の良さで家族や周囲を欺あざむき、表向きは実直な好青年を演じていた。

　そんな日常生活のストレスと、彼が本来持つ異常な性癖をぶつける対象として、若く、孤独で、庇ひ護ごを必要としていた美貌の瞳はうってつけだったのだ。

　倫明は、第三者がいなければ、真の性的興奮と満足を得ることができない。

　誰かに見られながら性行為をする。あるいは、自分の女を他の男に抱かせ、それを見ながら自慰をする──そうして初めて、深いエクスタシーに沈むことができる。

「このままで終わりたくない」と、ことあるごとに口にしていた瞳は、倫明の贄にえにされた。

　そうして妊娠したことがわかると、当時結婚を控えていた倫明は、用済みだとばかりにわずかな手切れ金を押しつけて姿をくらました。

　ひとりで透真を産み育て、心身ともにぼろぼろになった瞳がふたたび倫明に会うのは、それから八年の後のちだった。

　透真は、絶望的な気持ちになる。

「私の妻を抱け、孕はらませろ」と息子に命じる鬼き畜ちくが、実の父親だとは──。

「やせ我慢もたいがいにしろ。歩梨を抱きたいんだろう？　何といっても、十年も片想いをしてきた女性だ。こんな絶好の機会を逃すなど、戦略家のおまえらしくもない」

　眉ひとつ動かすことなく、倫明は言う。

「この……変態野郎……！」

「気取るなよ。その変態野郎の血を、おまえは受け継いでいるんだからな」

　はらわたが煮え滾たぎった。

　きつく握りしめた拳こぶしの爪が、手のひらに喰くい込む。

（──殺す……いつか必ず、息の根を止めてやる！）

　透真は、黒い殺意を押し殺した。

　これ以上感情に振りまわされてはいけない。倫明の思うツボだ。

　息を整えると床に視線を落とし、透真は、猛たけり狂う感情の奥底まで深く降りていった。

　心がたどり着いた場所には冷ややかな蒼あおい静寂が拡がっている。逆境に陥おちいるたびに幾度も訪れた、馴な染じみのある場所だ。

　その場所には何ものにも動じない、もうひとりの自分がいる。

　きっと、彼が助けてくれる。

　彼には、これまでに何度も窮きゅう地ちを救われた。

　東洋人蔑べっ視しが根強いヨーロッパで、富裕層相手に人脈を築いたときも、『トゥルー・オーガニック』を起ちあげるための資金調達が難航したときも、製品開発が軌道に乗らず、経営が逼ひっ迫ぱくしたときも──。

　蒼い思考の世界に棲すむもうひとりの透真が、倫明から歩梨を奪い、手に入れるための策さく略りゃくを練りはじめる。

　これでいい。

　後のことは彼に任せておけば、すべて滞とどこおりなく進んでいくはずだ。

　確信を得た透真は、床に落としていた視線をあげる。

「──わかった。俺が、歩梨さんを抱く」

　倫明の眼をまっすぐに見据え、静かに告げた。




「このようすだと、積もるかもしれないな……」

　回想に浸っていた透真は独りごち、窓の外を舞う雪を眺めた。

　カウチに深く身体をあずけ、ため息をつく。

　そう、確かに倫明の言う通りだった。

　自分は、あの男の淫いん蕩とうな血を引いている。だから手段も選ばず、歩梨を騙だましてまで抱こうとしているのだ。実の父親の眼の前で──。

「いいさ、地獄に堕おちたって……上等だ」

　どうしても、歩梨が欲しい。

　この十年、彼女のことを想わない日はなかった。告白しなかったのは、幸せにする自信がなかったからだ。

　歩梨との交際を許してほしいと倫明に告げた日のことを、透真は一生忘れない。

　現在、片倉家の別荘として使われている日向町の洋館は、もとは倫明の両親の住まいだ。透真は、学校が長期の休みに入ると必ず訪れていた。

　婚外子ではあったが、礼儀正しく成績も優秀な孫の透真を、祖父母は可愛がってくれた。長男のひとり息子だということもあったのだろう。

　東京の実家では窮屈な生活を強いられ、義母である倫明の妻とも折りあいがよくなかった透真にとって、適度に甘やかし、かつ放っておいてくれる祖父母の家は、つかの間の息抜きができる唯一の場所でもあった。

　虐待されているわけではなかった。

　夫が愛人に産ませた子どもを可愛がれ、と言うほうが無理な話だ。

　嫌悪や憎しみなど、はっきりした負の感情ならわかりやすい。けれど義母は、自己憐れん憫びんや後悔や不幸に酔っている人間に特有の、饐すえた臭においを静かに発散させる。

　それが、たまらなく息苦しい。

　さらに倫明からは、服従に近い従順さと、片倉の跡取りにふさわしい見てくれを求められる。

　そう、大切なのは見てくれだった。

　透真がどういう人間で、何を思っているかなど、倫明にとってはどうでもいいことなのだ。

　経営者としての父親は尊敬しているし、感謝もしていた。

　渋谷区松しょう濤とうの、以前の透真では足を踏み入れることすらできなかった場所にある豪邸に住み、充分すぎるほど恵まれた生活も送っている。

　けれど、その広い家の空気は真冬のように冷たく、吐き気をもよおす不快な臭いに満ちていた。

　高校三年の夏──。

　息が詰まるような日々のなか、透真は歩梨に出会った。

　その日、学校の課題を片づけるために集まったメンバー三人と、たまたま新規開店して間もない『それいゆ』を訪れた透真は、颯さっ爽そうと立ち働く歩梨から眼が離せなくなった。

　黒いパンツとシャツに、ベージュのエプロン。髪をひっつめ、化粧もほとんどしていない。意志の強そうな大きな眼には惹ひきつけられるが、飛び抜けて美人というわけでもない。

　それなのに、透真の眼には誰よりも輝いて映る。

　友人たちとの会話は耳を素通りしていき、ただ彼女の一いっ挙きょ一いち動どうに気持ちを奪われる。

　カタクラ製薬と片倉本家の後継者として期待され、厳しく育てられてきた透真に、遅くやってきた初恋だった。

　夏休みのあいだ、ほぼ毎日『それいゆ』に通い詰め、少しずつ言葉を交わす。

　彼女の名前が『一木歩梨』で、自分より三つ歳上だと知る頃には、お互いに好意を抱いていると確信できた。夢を見ているようだった。

　松濤の自宅にもどった透真は、「交際したい女性がいる」と倫明に告げた。

　自分はまだ高校生だ。歩梨に告白して付きあう前に、まずは親に許可を取るべきだと思った。

「カフェの娘だと？　そんな女と関わって、おまえに何のメリットがあるんだ？」

　倫明は、どこまでも酷こく薄はくだった。

「やめておけ。一般家庭の女と深い付きあいをするな。彼女らにとって、おまえは金かね蔓づるでしかない。金銭絡みのトラブルが必ず起こる。恋人が欲しいのなら、ふさわしい相手を用意してやろう。つまらない女と問題を起こすんじゃないぞ」

　心臓を刃物で抉えぐられたのではないかと、透真は錯覚した。

　かけがえのない女ひ性とを、まるで汚物のように言われ、踏みにじられた。

「歩梨さんが、つまらない女……？　金蔓……？」

　怒りに震える透真を無視し、倫明は続ける。

「ちょうどいい、おまえに縁談がきている。総理大臣を輩出した阿あ倍べ野の家のお嬢さんで、父親は現役の政治家だ。絵理佳さんといって、おまえと同おない年になる。不足はないだろう？」

「父さん、俺はまだ十七だ。結婚なんか──」

「そのカフェの娘のことはあきらめろ。どのみち、上手くはいかない。生きる世界が違いすぎるんだ。阿倍野家との縁談を進めるぞ、いいな」

　透真が倫明に殺意すれすれの激しい憎悪を抱いたのは、このときが最初だった。

（家族でカフェを経営する歩梨さんは金かねめあてのつまらない『女』で、政治家の娘は『お嬢さん』なのか……笑わせるな！）

　噛みしめた奥歯が「ぎりっ」と嫌な音を立てた。

　このままでは歩梨を失ってしまう。

　いっそ家を出てしまおうかと、短たん絡らく的てきな考えに走りそうになった。けれど、いまの透真は十七歳の高校生で、父親の庇ひ護ごがなければ何ひとつできないのが現実だった。

　倫明を超えなくてはダメなのだ。

　片倉家の財産や人脈、カタクラ製薬の後ろ楯だてがなくても、歩梨を幸せにできる器うつわと財力を兼ね備えた男になって、すべての枷かせから自由になるしかない──。

　透真は決意した。

　イギリスに留学し、ヨーロッパに残って人生の模も索さくを続けたのも、『トゥルー・オーガニック』を起ちあげたのも、すべて歩梨と一緒に生きていきたいという願いを叶えるためだった。

　倫明とカタクラ製薬の呪縛から逃れて自由になり、堂々と彼女を迎えにいくつもりでいたのだ。

　それなのに──。

　人生がようやく軌道に乗った矢先に、歩梨が結婚してしまった。

　偶然ではない。倫明は、歩梨が透真の想い人だと知っていて手に入れたのだ。

　自分の言いなりにならなくなった息子を苦しめるために──。

（つくづく脳天気なバカだな、俺は。ずっと歩梨さんが待っていてくれると、何も疑わずに信じきっていたなんて……）

　まともな告白すらしてくれない男を十年も想い続け、待ち続ける女性がいるはずもない。そんな当たり前のことにも気づかないほど、透真は歩梨にイカれてしまっていたのだ。

　脳天気にイカれている間まに、こともあろうに最愛の女性を最悪の男に奪われてしまった。

　イギリスに留学する前、調査会社に依頼して、定期的に歩梨の身辺報告をさせようかと迷ったことがあった。どう考えても逸いつ脱だつした行為だと判断して止めてしまったのだが、いまは後悔しかない。変な正義感など無視して依頼しておけば、こんなことにはならなかった。

──なんて間抜けな。なんて愚かな。

　自分に呆あきれすぎて、笑いが込みあげてくる。

（でも、勝負はこれからだ。俺は必ず、歩梨さんを取りもどす──）

　透真は立ちあがり、窓をあけて広いテラスに出る。

　肌を刺すような寒風に身を晒しながら、舞い落ちる雪をじっと見つめ続けた。





　　　　　◆　　◆　　◆






（……う、ううん……まぶしい…………）

　顔が熱い。

　カーテンの隙間から射し込む朝あさ陽ひを直接受けた歩梨は、寝返りを打った。

　その瞬間に、はっと意識がもどる。

「え──？」

　弾かれたように身体を起こし、周囲を見まわした。

　夫婦の寝室だ。でもベッドには自分ひとり。夫の倫明も──透真も、いない。

（まさか……ぜんぶ、夢……？）

　けれど、歩梨は全裸だった。

　ベッドから降りようとして身体をひねると、明らかな違和感がある。脚のあいだの秘所に、何か太いものが挟まっているような。

　手首にも、わずかではあるけれど、何かで拘こう束そくされていたとおぼしき痕あとがあった。

「……夢じゃない……わたしは昨夜ゆうべ、透真さんに……」

　頭がズキズキする。

「どういうこと……？　何があったの……？」

　歩梨は、順を追って思い出してみる。

　昨夜は歩梨たちの結婚を、片倉の家の親族に改めてお披露目する食事会が開かれた。

　招待客は倫明の母、叔母、弟夫妻に、透真の五人。食事はフレンチのコースでとても美味しかったし、披露会は順調に進んでいった──そこまでは覚えている。

　でも食事会の途中から記憶が曖あい昧まいになり、以降は何があったのか、まったく思い出せなかった。

「いったい、何が起こっていたの……？」

　倫明が知らないはずはない。倫明と透真の二人で、申しあわせてしたことなのか？　だとしたら、こんなことが許されていいのだろうか？　倫明は、透真は、何を考えているのだろう？

（自分の妻を、息子に抱かせるなんて──）

　狂気の沙汰としか思えない。

「わたしたち……どうなってしまったの……？」

　歩梨はベッドの端に腰かけたまま、しばらく動くことができなかった。




　身支度を整えて階下に降りると、倫明はすでにダイニングテーブルに座り、新聞を読みながらコーヒーを飲んでいた。

「……お、おはようござい、ます」

　いつになくたどたどしい歩梨の挨拶に、倫明が顔をあげる。

「うん、おはよう。きみもコーヒー、飲むかね？」

　そう言ってほほ笑む彼の表情は、いつもと何も変わりがない。

「……はい、いただきます……あの、ごめんなさい……寝坊してしまって……」

「ああ、気にしなくていい。緊張して疲れてしまったんだろう。ワインも進んでいたようだしね」

　ワインを飲み過ぎたのは事実らしい。頭痛の原因が、これでわかった。

「……あの、ご親族の方は？」

「みんな昨夜のうちに帰ったよ」

　倫明の答えに、歩梨はショックを受けた。

（なんてこと！　それじゃ、わたしは……お見送りもしないで、酔い潰れていたの……？）

　大失態だ。食事会で酔って寝てしまう嫁なんて、片倉家の人たちにとっては前代未聞だろう。呆あきれを通り越して、軽蔑されているに違いなかった。

「すみません……」

　いたたまれない気持ちで、歩梨は差し出されたマグカップを受け取る。

「よく眠れた？」

「は、はい……あ、い、いえ……」

　倫明の顔をまともに見られない。挙きょ動どう不ふ審しんもいいところだ。

「……ああ、覚えてないんだね。親族を見送ったあと、私と透真ときみの三人で飲み直したんだ。けど、きみは早々に酔って寝てしまった。いいワインを取り寄せてあったからね、どんどん勧めた私たちも悪かったんだが」

「では、わたし……食事会の途中で寝てしまったんじゃないのね、よかった……」

　ほっとした。

　けれど倫明は、歩梨が酔い潰れた後のことには何も触れてこない。不自然だった。どうやら彼は、なかったことにするつもりらしい。

　歩梨自身も、できればなかったことにしたい、ワインに酔って見た淫夢だと思いたかった。

　でも、身体に残る痛みや違和感が、夢ではないと告げている。

（透真さんは……）

　と言いかけて、歩梨は口を閉じた。

　このまま誤魔化して、知らん顔をしていることはできない。そんなことをしたら、倫明とのあいだに横たわった溝みぞがどんどん深く、大きくなっていく。

　けれど、どうやって切り出して、どう言葉を繋つないでいけばいいのか、わからなかった。

「……朝ご飯の用意をしますね。今日は洋食でもいいですか？」

「ああ、いいよ」

　歩梨は、倫明から逃げるように厨房に入った。

　調理台に手をついて、深い呼吸をする。

　動くたびに、股間の違和感を嫌でも意識させられた。ここに透真を受け入れたのだと思うと、全身が熱く火ほ照てってくる。

（……透真さん……本当に、あなただったの……？）

　昨夜の淫らな記憶がよみがえり、潤うるんだ秘所から、じわりと蜜が溢れてきた。




　その日以来、倫明とは何となくぎくしゃくしてしまい、歩梨は自然と距離を置くようになった。当然といえば当然のことではあった。

──このままではいけない、はっきりさせなくては。

　そう思い、勇気を出して尋ねようとするたび、歩梨はためらってしまう。

　倫明の顔を見ると、なぜか声が出なくなるのだ。彼の眼が、尋ねることを許さない、冷たい光を湛たたえているような気がして──。

　すべての謎が解き明かされたのは、週末の夜だった。




「うう……っ」

　全身を緊きん縛ばくされた歩梨は、ベッドに放置されていた。

　胸を囲むように赤い縄で縛られているせいで、乳房がはしたなく前へ飛び出ている。

　血流が妨げられているからか、あるいは興奮しているからか、盛りあがった乳輪の中心に、濃いピンク色の乳首が茱ぐ萸みの実のように勃たちあがっていた。

　脚あしはＭ字に開かれて固定され、閉じようとしても閉じられず、腕も自由には動かせない。

　蜜壺のなかで静かに振動している性具も、抜けないように縄で押さえられていた。

　身体は縛られていても、今夜は視界がきく。

　目隠しをされていないからだ。

　少しでも身じろぎすると縄が肉に喰い込み、淫具を挿入された秘部が、ぐちゅりといやらしく鳴った。振動の強さが中途半端で、達いきたいのに達けない。

　若い頃にプロの緊縛師から縄の扱いを教わったという、倫明の縛り方は絶妙だった。

　きつすぎず、ゆるすぎず、ゆるゆると歩梨の身体を手て懐なずけ、嗜し虐ぎゃく的てきな快感を引き出していく。

「あ……あ、あうっ……お、お願い……もう……」

　哀あわれな声をあげる歩梨の前には、大きな姿見が置いてある。

　左右に大きく割り広げられた太ふと腿もものつけ根には、赤い貝の身を思わせる肉襞がぱっくりと口をあけ、ディルドの刺激にあわせて淫らに蠢うごめいていた。

　あまりの恥ずかしさに眼を背そむけたくなる。

　それなのに、あられもない自分の姿に、なぜか視線が吸い寄せられていく。

（──あと少し……ほんの少しの刺激があれば、達けるのに……）

　悶もだえる歩梨の耳に、廊下を歩く足音が聞こえた。

　こちらに近づいてくる。倫明だ。ほっとした。もうじき、この責め苦から解放される。

　カチャリと音がして、寝室のドアが静かに開かれた。

　姿見のなかの歩梨の背後に、男の姿が映る。

「と、透真……さん!?」

　スーツ姿の透真は無言のままベッドに近づき、歩梨の隣りに腰をおろした。重みでマットレスがわずかに撓たわむ。彼の身体からは、ほろ苦い、涼すずやかな香りがした。

「歩梨さん──」

　肩に、透真の手が触れる。

「いやっ！　どうしてあなたがここにいるの!?　こんな姿、見ないでっ！」

　歩梨は、透真から逃れようとして身体を捻ひねった。けれど、腕も脚も拘束されていては思うように動けない。

「きゃっ！」

　バランスを崩して仰あお向むけにマットレスに倒れ込み、逃げるどころか、かえって開かれた秘部を透真に晒す結果になってしまう。

「あっ……！」

　仰あお向むけになったことで姿勢が変わり、ディルドが違う場所に当たった。蜜壺が淫具を締めつけ、新たな刺激に肉体が反応する。

「あっ、あっ、あああん……っ！」

　快感が押し寄せてきた。

　背中をのけ反ぞらせると、戒いましめられた四肢が痛む。その痛みをこらえるために歩梨は眼を閉じ、抵抗不可能な快楽の波をやり過ごす。

「……う……ふぅ……っ……」

　息を継いで眼をあけると、いつの間にかベッドにあがってきた透真に見おろされていた。

「いやっ！　見ないで！　出ていって！　お願い！」

　涙なみだ眼めになって首を振る歩梨の顎あごを、透真は柔らかくつかんで自分のほうに向かせた。

「ずっと、あいつに……こんなことをされていたんだね……？」

　歩梨はうなずき、眼を閉じる。

　透真から向けられる、どこか憐あわれむような眼まな差ざし──結婚披露の席で浴びたものとおなじ視線に、耐えられなかった。

「卑劣なことをして、悪かったと思ってる。でも、どうしても、あなたが欲しかった」

　その言葉に、歩梨は「はっ」として向き直った。

「じゃあ、やっぱり……食事会の夜、わたしを抱いたのは……」

「俺だ」

　歩梨は、あまりのみじめさに泣きそうになり、透真から視線をそらした。

　身体に嵌はめられた淫具がまだ震えていて、それがたまらなく忌いま々いましく、恥ずかしい。

「お願い、縄を解ほどいて。それが無理なら、せめて……機械を外して……」

　願いを叶えようと、透真の指先が歩梨の秘所に触れた。ディルドを押さえていた縄をゆるめ、耳障りな音を立てる性具をそっと抜き取る。

「はあ……」

　歩梨は横たわったまま、安堵のため息を漏らした。

「ごめん。この縄は、俺には解けない。ハサミやカッターを使って無理やり切ったら、歩梨さんの肌を傷つけてしまう」

　透真が苦しそうに言い、身体に毛布を掛けてくれた。

　その優しさが、歩梨のみじめさに拍車をかけ、また涙が滲にじんでくる。

「……ねえ、説明して。これは、どういうことなの？　どうして透真さんが、わたしを……？　倫明さんがそうしろと言ったの……？」

　歩梨の頭上で、透真が息を吐いた。

「やっぱり、そうだったのか……あいつは、歩梨さんに何も話していなかったんだな。こんな非常識な話、あなたが受け入れるはずがないと思ってた」

　殴られたような衝撃を受けた。

「どういうこと？　まさか……倫明さんが、あなたに頼んだの……？」

　震える声で歩梨が尋ねると、透真は憎々しげに唇を歪めた。

「そうか……歩梨さんは、親父の裏の顔を知らないんだね」

「……裏の顔？」

「親父にはね、おかしな性癖があるんだ」

　予想はついた。少々風変わりな──というよりは、変態的と言ってもいい倫明の性癖には、歩梨自身も悩まされている。

　けれど透真から聞かされた真実は、予想をはるかに上まわっていた。

「あいつは昔から、好きな女性を別の男に抱かせて、それを眺めたあとじゃないとセックスができなかったらしい。自分の女が他の男にやられているのを見ないと、勃起しないんだ」

「え……」

「俺の母親も餌え食じきになった。毎回、あいつの眼の前で違う男の相手をさせられて、少しずつ、おかしくなっていった──」

　声を出せないでいる歩梨に、透真は衝撃的な告白をする。

「──だから、俺の本当の父親は、誰なのかわからない。たまたま顔立ちがあいつによく似ていたから、息子だろうってことで籍に入れられた。それだけの話だ」

「そんな……」

「それに俺は十年前、歩梨さんと交際したいと親父に話した。うぶな高校生だったからね、女の子と付きあうときは、ちゃんと親の許可を得るものだと思っていたんだ」

「ええ!?」

　歩梨は何も聞かされていない。

　どうして透真は、こんな大事なことを黙っていたのだろうと、腹立たしくなる。

「けど、あいつは歩梨さんを侮辱して、俺の気持ちを踏みにじった。そうして無理やり、政治家の娘と婚約させたんだ。片倉家と会社の両方にとって、メリットがある相手とね」

　驚きすぎて声も出せなくなった歩梨が、眼を見張ったとき──。

　ドアを開く音がして、いきなり倫明が入ってきた。風呂を使っていたらしく、髪がまだ濡れていて、バスローブを羽織っている。

「おやおや……二人で抜ぬけ駆がけか？　おちおち風呂にも入っていられないな」

　苦笑する倫明を、透真が睨にらみつけた。

　歩梨も、いつもの倫明とは別人のようなもの言いに不安を煽あおられる。

「歩梨さんの縄を解ほどいてくれ」

「解く？　なぜ？　もったいないじゃないか、こんなに美しいのに」

「緊きん縛ばくが美しいのは、信頼関係に基づいたお互いの了解があるからだろう？　あんたの変態嗜し好こうを一方的に押しつけるだけなら、ただの虐待だ。しかも、放置するなんて」

　倫明が片方の眉を吊りあげる。

　たったそれだけで、ふだんの温和な顔つきが、高慢な暴君へと変へん貌ぼうした。

「ほう、ずいぶんと偉そうな口をきくんだな。歩梨は私の正式な妻だ。おまえなど、ただの間ま男おとこにすぎん。それを忘れるな」

　透真の身体が怒りで強ばったのが、歩梨にもわかった。

「倫明さん──縄を、解いてください」

　歩梨の明めい瞭りょうな声に、倫明と透真が同時にこちらを向いた。

「縄を解いて。そして、ちゃんと説明して。どうして……こんなことになったのか」

　倫明は窓際にある一人掛けのソファに座ると、澱よどんだ眼で歩梨を見つめる。

「歩梨を満足させるために決めたんだよ。きみはまだ若い。女としての悦よろこびも知りたいだろうし、子どもだって欲しいだろう？　どこの馬の骨かわからない男では困るが、透真が父親なら何も問題はないからね」

「わたしは……わたしは、何も聞いていません。わたしの気持ちを無視して、いつ、そんなことを決めたの？」

「歩梨、きみは私の妻なんだ。妻を満足させ、幸せにするのが夫の役目だ。そうだろう？」

　どう返していいのかわからなくなって、歩梨は口をつぐんだ。

　間違ってはいない。けれど、やはり彼はおかしい。倫明の頭からは、妻である歩梨も自分とおなじ一人の人間なのだという観点が、すっぽり抜け落ちてしまっている。

　だから自分の価値観を一方的に押しつけ、無理やり従わせることに罪悪感がないのだ。

　倫明は黙ってしまった歩梨を一いち瞥べつすると、透真に向かって命令した。

「何をぼんやり突っ立っているんだ？　さっさと歩梨を抱け」

「み、倫明さん!?」

　人間とは思えない所業に、歩梨の背筋が凍りつく。

（わたし……どうして、こんな異常な人と結婚してしまったの……？）

　立ちすくむ透真を倫明はさらに侮辱し、煽あおった。

「おまえは私に言ったな？　『歩梨さんを抱けるのなら、俺はどんなことでもする』──あれは嘘だったのか？　それとも、この期ごにおよんで怖おじ気けづいたか？」

「──嘘じゃない」

　透真は上着を脱ぎ捨て、ネクタイをゆるめながら、ふたたび歩梨に近づいた。

　先ほど自分の手で掛けた毛布を剥はぎ取ると、歩梨の顎をつかんで上向かせ、乱暴にキスをする。

「透真さ……ふ、うっ……！」

　逃げようとしても、身体を縛られているうえに、顎をつかむ力が強くて抵抗できない。

　唇の隙間から熱い舌がねじ込まれ、歩梨の口内を蹂じゅう躙りんする。透真の唾液が容赦なく流れ込んできて、長く口をふさがれる息苦しさに頭がぼんやりとしてくる。

「……歩梨さん」

　ようやく唇を離した透真が、耳もとで囁いた。

「ごめん。俺を信じて、我慢して……」

　囁きながら、歩梨の胸の敏感な尖りをつまみ、指の腹でしごいた。

　縄で縛られて突き出た乳房全体を揉みしだき、指でしごいていた尖りを口に含むと、舌先で嬲なぶりながら優しく吸いあげる。

「うぅ……んんっ！」

　愛撫に呻うめきながら、歩梨は戸惑う。

　おなじことを倫明にされても、単に生理的な快感しかなかった。

　それなのに相手が透真だと、信じられないくらいに感じる。身体の奥底が、魂が、震えながら悦びを訴えているような気がする。

「──あっ！」

　しなやかで太い二本の指が、歩梨の膣ちつ孔あなにするりと沈んだ。性具の刺激で充分に柔らかく潤っているそこは、抵抗なく異物を呑み込んでいく。

　くちゃくちゃと響く淫いん猥わいな水音を、歩梨は羞恥に頬を染めながら聞いていた。

（……感じてる。透真さんの指で……身体が悦よろこんでいる……）

「もう、こんなに濡れて──」

　透真の情欲にまみれた吐息が、歩梨の首筋を掠める。

　腹部側にある一点を指先で突かれると、腰が跳ねあがった。神経に直接触れられたかのような感触に、無意識に透真の指を求めてすり寄ってしまう。

　蜜口から、淫水が溢れ出る。

　上半身を起こした透真が、片手で器用にベルトを外した。スラックスの前をくつろげ、ボクサーショーツを降ろすと、怒張したペニスがぶるんと飛び出す。

（う、嘘……）

　初めて眼まの当たりにする透真自身は、想像していたよりもはるかに大きく、凶暴に見えた。

　歩梨は思わず身を縮め、次に起こるであろうことを察して逃れようとする。

「ひぃっ！　あぁああっ！」

　いままでに経験したことのないような質量が押し入ってきた。

　媚び肉にくがいやらしい音を立てながら、思ったほどの抵抗もなく、透真の屹きつ立りつを引き込んでいく。

　最奥に当たると、襞ひだの隙間をみっちりと埋め尽くした肉茎が、ぴくぴくと動くのが伝わる。

　歩梨の腰をつかむ手に力を込め、ゆっくりと透真が動きはじめた。

　彼は歩梨の腰をぐっと自分に引き寄せると、腕のなかに閉じ込めるようにして、ゆるやかな律動を繰り返す。
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「……あっ、あううっ……ん、んん……っ……」

　悦んでオスの肉塊を咥くわえ、呑み込んでいく歩梨の貪欲な身体に、冷静さを保てなくなった透真の息が次第に乱れていく。息の乱れにあわせて、腰の律動も激しさを増した。

「……歩梨さん」

　荒い息のなかから、切ない声で名前を呼ばれる。

　歩梨は、ふと途切れそうになる意識の奥で、耳もとで囁かれる透真の告白を聞いた。

「──愛してる、歩梨さん。あなたは俺のものだ。誰にも渡さない」









【４】運命の輪






　翌朝──。

「歩梨、きみが使っている携帯を、ここに持ってきなさい」

　いきなり、倫明に命じられた。

「なぜ？」と尋ねようとしたが、逆らえるような雰囲気ではない。

　歩梨は黙って、厨房のカウンターに置いてあったスマホを取りに行き、差し出した。

　昨夜、透真に抱かれてから、倫明の態度がおかしくなったのは感じている。けれど、それを望んで命じたのは倫明自身なのだ。何が不満なのか、理解しかねる。

「これは、私があずかる」

「え？」

　倫明は歩梨が渡したスマホの電源を切り、自分のそばに置いた。

「代わりに、こっちを使いなさい」

　最新型のスマホを渡される。

　すぐに使えるように、すべての設定が済ませてあるようだ。気になって電話帳を開くと、登録されている連絡先は三つだけ。

　倫明の携帯と、カタクラ製薬社長室の直通電話、あとは歩梨の母の携帯番号だけだった。

「あの、これって──」

　さすがにこれはないだろう。幼児ではないのだ。どういうことか、問いただそうとした歩梨をさえぎって、倫明が言った。

「他の連絡先は必要ないだろう？　何かあれば、ふだんは私がいる。私が留守のときは家政婦の松元さんか、専属の運転手に頼みなさい。本社から呼び寄せた運転手が、明日からここに通ってくる予定だ」

「……運転手？」

「きみ専用のね。出かけるときは自由に使ってかまわない」

「ま、待ってください！　わたし、自分で運転できます。車だって、買ってもらったばかりのローバー・ミニが──」

「今後、運転は控えなさい。大事な身体なんだ。事故でも起こしたら大変だろう」

「倫明さん……どうして？　急にこんなこと……」

「きみには、元気な子どもを産んでもらわないと。片倉家とカタクラ製薬の後継者だ」

　それを聞いた歩梨の顔から、すうっと血が引いていく。

「……子どもって……透真さんの赤ちゃんを、産めっていうこと……？」

「私がこんな身体だからね。すまないと思ってる」

　倫明の顔は穏やかだが、仮面を被っているかのように表情が動かなかった。おおよそ人間らしい感情や温かみなど、読み取ることができない。

「そんな──」

　歩梨は絶句して、手もとのスマートフォンを見た。

　きっとＧＰＳが設定されていて、自由にオフにはできないのだろう。通話はおろか、メールやライン、アクセスしたサイトもチェックされるに違いない。

　それだけでなく、車を取りあげられ、専属の運転手まで付けられてしまったら──。

（自由に外出することもできない……）

　これでは、監禁されているのと何も変わらない。

　笑みを浮かべながら、どこかズレた正論を述べ、当たり前のように歩梨の自由を奪っていく倫明が、不気味でたまらなかった。

「それじゃ、私は書斎で仕事をする。用があったら呼びなさい。ああ、昼食の用意を頼むよ。今日は和食が食べたい」

「……はい……」

　あまりのことに混乱して、頭が働かない。

　歩梨は呆然と、二階へあがる倫明の背中を見送った。




（……これは、どういうことなの？　もう何がなんだか、わからない……）

　ダイニングテーブルに座り込んだ歩梨は、両手で顔を覆った。

　透真から聞いた話がすべて事実だとしたら、そもそも、倫明は思い通りにならなくなった透真への嫌がらせが目的で、歩梨と結婚したことになる。

（わたしへの愛情なんて、最初からなかったのね。ただの当てつけで、息子の好きな相手を奪う父親なんて……信じられない……）

　異常な子どもっぽさに、倫明の精神の歪ゆがみがありありと透けて見えた。

──私はきみを助けたい。幸せにしたいんだよ。きみのことが可愛くてたまらないから。

──もう透真のことは忘れよう。私が必ず、きみを幸せにする。

（あの言葉も、みんな嘘だったの……？　ただの演技だったの……？）

　怒りと悔しさに、握りしめた手が白くなった。

　倫明の温かい言葉に歩梨は癒やされ、救われた。でも思い返してみれば、ふとした瞬間に、彼から放たれる何ともいえない違和感を感じることもあった。

　だが、辛つらい現実から逃れたくて、ひとときの甘い夢を見たくて、その違和感に蓋ふたをしてしまったのだ。

　過去の愚かな自分を殴りつけたくなる。

　不注意な選択の結果が、このいびつな結婚生活だった。

　透真に歩梨を抱かせるのは、倫明自身の倒錯した性癖を満たすことに加えて、透真に歩梨の夫としての優位性を示す、いわばマウンティングのようなものなのだろう。

　そこまでは歩梨にも、どうにか理解できる。

（でも、倫明さんにとって、透真さんは憎むべき対象のはず。まして、自分が本当の父親かどうかもわからない息子の子どもを、どうして妻であるわたしに産ませるの……？）

　こうなるともう、歩梨の理解の範はん疇ちゅうを超えている。狂気としか思えない。

　そこまで考えて、ふと思いついた。

（倫明さんの態度が急変したのは、昨夜のことが原因かもしれない……）

　裏切られたものとばかり思い込んでいた透真から、歩梨は真実を知らされた。

　自分だけでなく、透真も、透真の母親も、倫明の犠牲者だった。

　誤解が解け、ずっと想い続けてくれていた透真から「愛している」と囁かれ、嬉しかった。

　嬉しくて透真との行為に夢中になり、何度も絶頂を極め、声が枯れるまで叫び、気を失うようにして眠りに墜おちた。

　その一部始終を、倫明は窓辺のソファに腰掛けたまま、まんじりともせずに眺めていたのだ。

　どんな思いで妻と息子が絡みあう姿を見ていたのか、歩梨には想像すらできない。

（まさかとは思うけど、倫明さんは嫉妬したの？　わたしと透真さんが愛しあう姿を見て……）

　若くしなやかな透真の肉体は、ネコ科の肉食獣を思わせる。

　挿入行為ができない倫明の劣等感を、否いやが応おうでも刺激するに違いない。

　その若い雄おすの身体に妻が夢中になり、屹立した陽根を嬉々として受け入れ、自分との行為では決して見せることのなかった嬌きょう態たいをさらけ出した。

　倫明の本心など歩梨には測はかりようがないけれど、男としての矜きょう持じを踏みにじられたと感じるのは自然なことかもしれない。

　それでなくとも、倫明には異常なまでに執念深く、子どもっぽい一面があるのだから。

（そんな状況で、わたしが妊娠したら……）

　おそらく、透真とは引き離されてしまう。

　倫明にとっての透真は種たね馬うまでもあるのだから、用済みになれば、さっさと追い払うだろう。

　透真は予定通り婚約者と結婚してカタクラ製薬を継ぎ、歩梨は倫明に監視されながら家に閉じ込められ、二度と会えなくなる──。

　透真は「俺を信じろ」と言ってくれたけれど、このままではどう考えても、二人が結ばれる未来など見えてはこない。倫明との結婚を解消しない限り、現実は何も動かないのだ。

　歩梨にはもう、倫明の考えも、透真の考えも、どちらも読めなくなってしまっていた。

「どうしよう……どうすれば……」

　そうだ。母が入院している東京の病院に逃げ込んで、透真に助けを求めればいい。いくら倫明でも、他人の眼がある場所で常識外れな行動はしないはず。

（けれど、そんなことをしたら──）

　倫明に対する裏切りだ。怒りを買った歩梨は、離縁されてしまうかもしれない。

　由香利の入院治療費の援助も、退院後の安定した暮らしも、すべて水の泡になってしまう。彼女の病は完治が難しく、生しょう涯がいに渡って治療と投薬を続けなくてはならないのだ。

　それだけでなく、巻き込んでしまった透真の人生までも、めちゃくちゃになってしまう可能性が高い。

（──そんなリスクは負えない……わたしには無理……できない……）

　母親を人質に取られているも同然の歩梨には、為なす術すべがない。

　眼に、じわりと熱いものが溢れてくる。

　透明な涙が、強く握りすぎて蒼白になった手の甲に、ぽたぽたと音を立てて落ちた。




　週末ごとに、透真は別荘にやって来た。

　父親の眼の前で、義母である歩梨を抱くために──。

　歩梨が抵抗せず、逃げ出さないことがわかっても、倫明は目隠しや緊縛、淫具を使うことをやめなかった。いまも上半身を縄で戒められ、哀れな姿でベッドに横たわる歩梨の秘裂には、太いディルドが突き立てられている。

　ちゅぷちゅぷと、いやらしい音を立てながら出入りする性具を動かしているのは倫明だった。

「きみは、これが大好きだろう？」

　ぐっとディルドを押し込まれると、性具の根もとにある突起が歩梨の淫核に当たる。

　微細な機械の振動は、充血して膨ふくらんだ肉の芽を容赦なく攻め立てた。

「……あ、ああっ、いやっ！　それっ……や、やめてぇっ！」

　二カ所の弱い場所を同時に刺激され、絶頂近くまで追いやられた歩梨は甲高い声をあげる。

「我慢しなくてもいいんだよ、歩梨……さあ、透真に達いかせてもらいなさい」

　ぞっとするような声で倫明が言い、ずるりとディルドを引き抜いた。

　すかさず、若い男の身体が歩梨の脚のあいだに割り込んできて、彼の切っ先がぬかるんだ蜜口に押し当てられる。甘い疼きが下肢に拡がった。

「あぁ──」

　熱い肉杭に蹂躙される期待に、声が漏れる。

「挿いれるよ……歩梨さん」

　透真の、情欲をあらわにした掠れ声がして、熱杭が歩梨の体内に入ってきた。

「う、ふうっ……あ、ああ……っ」

　蕩とろけた肉にく襞ひだがみちみちと割り開かれ、太く熱い肉の杭が前後しながら進んでくる。挿入が果たされた悦びに、歩梨は縛られて自由にならない身体をのたうたせた。

　今日の透真の動きには、これまでのような激しさがない。どこまでも緩ゆるやかに、歩梨の身体を開いていく。

「透真さん……」

　ねだるように名前を呼ぶと、鎖骨を舐めていた透真が顔をあげ、唇を重ねてきた。

　噛みつくようなキスを繰り返す。

　歩梨は無意識に、戒められた腕を彼の背中にまわそうとして、痛みに呻いた。

　透真に触れたい。しがみつきたい。抱きしめたい──それが叶わないもどかしさに、歯は噛がみしたくなる。

「歩梨さん、挿いれたばかりなのに……そんなに締めつけないで」

「あ、ああっ……だって……」

　透真が入ってきただけで、愛しさが溢れて止まらなくなる。「愛しい」は嬉しさとない交まぜになって、「もっと」と、その先の悦びを求める。

　剛直の先端が最奥に届きそうになると、透真はゆっくりと腰を引いた。焦らすように蜜口の付近に留まったのち、緩慢な動きで奥へと入り、また途中で引き返す。

　眼の前に欲しいものがあるのに与えられず、歩梨は泣きそうになりながら腰を揺すった。

　もどかしくて狂いそうだ。

「ねえ……お願い……もっと……」

　懇願して薄眼をあけると、透真は何かをこらえるように歯を噛みしめ、唇を真一文字に結んで見おろしていた。歩梨が眼をあけたことに気づくと、悲しげに微笑む。

　ときおり見せる彼の、どこか哀れむような表情は、歩梨の胸に苦い影を落とした。

「ああ……歩梨さん……」

　吐息とともに、透真の切ない声が降ってくる。

　このところ、倫明の監視と制限が厳しくなり、「必要ない」のひと声で会話が禁止された。おかげで二人は、互いの気持ちを確かめあうための囁きすら交わすこともできなかった。

　ただひたすら獣のように身体を貪むさぼりあい、精せい根こんつき果てた歩梨が眠っているあいだに、透真は東京へと帰ってしまう。

「んっ、ん……あ……っ」

　歩梨の腰を持ちあげた透真が、少し動きを速めた。自分を抑えているのか、整った貌かおをしかめて控えめな突きあげを繰り返す。

　遠慮のない揺さぶりに慣れていた歩梨は、ゆるゆると与えられる刺激がもの足りなくて、自分から腰を押しつける。硬く太い楔くさびを、もっと深く咥くわえ込めるように。

「くぅっ……」

　透真が小さな呻きを漏らした。

　歩梨の肉襞の奥へと雄芯を突き立てると、ぶるっと身体を震わせて熱を放つ。

「ああっ！」

　奥に吐き出される熱を確かに感じた歩梨も、縄で縛られた背中を撓たわめ、仰け反った。

　ほどなくして、くたりと脱力した透真が歩梨を抱きすくめる。互いの胸の鼓動が収まるまで、二人は溶けあうように抱きあっていた。

　そのようすが気に障ったのか、

「もう充分だろう。透真、おまえの役目は終わった。出ていきなさい」

　倫明の硬い声で、二人は引き離された。

（透真さん……）

　歩梨はすがるように透真を見る。

　離れたくない。でも引き留めたくても、歩梨の腕は忌々しい赤い縄で戒められている。

『俺を、信じて──』

　透真の唇が動き、音のない言葉を紡ぐ。

　彼は優しい眼差しを歩梨に投げかけると、だるそうに身体を起こし、ベッドを降りた。

　身支度を終えた透真が、寝室を出ていく。

　廊下を歩く足音が遠ざかっていき、しばらくすると車のエンジン音が聞こえた。その車の音も遠くなり、やがて夜の闇に吸い込まれるように聞こえなくなる。

　取り残された歩梨の胸に、もの哀がなしい寂しさが拡がった。




「立ちなさい」

　縄を解いた倫明が命じた。

　縄なわ痕あとの残る腕をさすりながら、歩梨はゆっくりとベッドから立ちあがる。

「あ──」

　先ほどまで戒められていた身体は、思うように動かなかった。バランスを崩してふらつく歩梨を支えた倫明が、寝室の奥にある浴室に連れていく。

「壁に両手をつきなさい。お尻をこちらに向けて、脚を開いて」

「……え？　どうして……」

「言う通りにしなさい」

　倫明は、歩梨に屈辱的なポーズを取らせた。

　突き出させた尻にシャワーを当てながら、秘口を指で押し拡げ、指を差し入れる。

「な、何をするの……？」

「汚らしいからね。外に出してしまわないと」

「汚らしい……？」

　その言葉に、歩梨はショックを受けた。

　倫明は、透真の精液を掻かき出そうとしているのだ。

「汚らしいって……どうしてそんな、酷いことを言えるの？　透真さんが汚いのなら、彼を受け入れたわたしも、生まれてくる赤ちゃんも汚いっていうことよ？　そうでしょう？」

　思わず、歩梨は本音を口にしていた。

　叱責されるかと思いきや、倫明はいつもの笑みを浮かべている。

「そんな面倒なこと、きみは考えなくてもいいんだよ。考えても、現実は何も変わらないだろう？　だったら気楽に、いまの瞬間を楽しめばいい。そう思わないかね？」

「倫明さん──」

　歩梨の全身に、ざわざわと鳥肌が立つ。

　倫明の言動は矛盾だらけだ。

　透真の子を孕はらめと命令しておきながら、「汚らしい」と、みずからの手で子種を掻き出す。

　それはつまり、透真と交わる歩梨のことも、歩梨が産むであろう子どものことも、もっと言えば透真の父親である自分のことも、すべて汚らしいと言っているのとおなじことだ。

　歩梨のことが可愛いのだと、大切なのだと言いながら、歩梨自身の意志は何ひとつ尊重せず、一方的に束縛し、従わせる。

　さらには、眼の前で自分の息子と性交させ、己の歪んだ欲を満たす。

　正気の人間がすることとは思えない。

　いつどこでだったかは忘れたけれど、歩梨は、洗脳のやり方を聞いたことがある。

　はじめにＡという指示を出して行動させ、次にＡとは百八十度正反対のＢという指示を出す。その次には、Ｂとも矛盾したＣという指示を出す。

　これを繰り返すと、次々と矛盾した指示に従うことを強要された人間は混乱し、自分の意志を持つことや自分の頭で考えることを次第に放棄していく。

　さらに矛盾した指示を出し続けると、やがて疲れ果てて無気力になり、支配者の言いなりになってしまうのだという。

　倫明がやっていることは、まさにそれとおなじではないか──。

（そんなのいや！　助けて、透真さん！　もう限界……！）

　冷たいタイルに額を押しつけ、歩梨は心のなかで叫ぶ。

　倫明の指が秘口を押し拡げ、奥へと侵入した。抉るような動きを繰り返しながら、透真の精液を外へと掻き出していく。

　嫌悪とみじめさを感じた歩梨の蜜壺がきゅっと締まり、ふしだらな指を拒絶した。

「ああ、ダメじゃないか、歩梨。そんなに力を入れたら、上手く掻き出せないだろう？」

「ううっ……くぅっ……」

　自分を誤魔化すのは、もう無理だった。身も心も、すべてが倫明を拒絶している。

　あとからあとから涙が溢れ出る。

　歩梨は歯を食いしばり、祈るような気持ちで屈辱の時間を耐え忍んだ。





　　　　　◆　　◆　　◆






　ここ数日、冬の終わりの長雨が続いている。

　高級料亭の玄関先で、透真と倫明は取引先の重役たちを見送っていた。

「では今後とも、よろしくお願いいたします」

　降りしきる雨のなか、黒塗りのハイヤーが走り去るのを見届けると、二人は飲み直すために座敷にもどった。

　透真にとっては気詰まりな時間だった。

　父親への情など、とうの昔に潰ついえている。一秒だっておなじ空気を吸っていたくない。

　透真がその気になりさえすれば、倫明一人くらい、手を汚さずに葬り去ることもできた。伊だ達てにヨーロッパで人脈を築いてきたわけではない。

　けれど、歩梨との将来がかかっている。危険な橋は渡りたくなかった。

「今度の週末はどうする？」

　手て酌じゃくで熱あつ燗かんを飲みながら、倫明が訊きく。歩梨とのことだ。

「うかがいます」

「ふん……おまえも律りち儀ぎというか、もの好きなやつだな。そんなに歩梨が好きなのか？」

「ええ」

　小馬鹿にしたような言い方をする倫明に、透真は感情を交えない声で短く答えた。

──いったい、いつまで歩梨を辱はずかしめる行為を続けるつもりなのか。

　倫明の襟えり首くびをつかんで問い詰めたくなる。

　けれど尋ねたところで、彼は薄ら笑いを浮かべて透真を見くだし、はぐらかすのだろう。「歩梨を辱めているのは、おまえもおなじだ。被害者面づらをするんじゃない」と。

　人でなしの父親の存在は、吐き気がするほどおぞましい。

　けれど、透真自身も歩梨への執着を断ち切れず、そのおぞましい人でなしを利用してまで己の欲望を満たしている。

　どこにも行き場のない憎しみと怒りが、透真の胸のなかで渦を巻いた。

（歩梨さんは何も悪くない。純粋な気持ちでずっと努力をしてきたのに、たまたま運をつかみそこねただけなんだ。すべては、そこにつけ込んだ親父が悪い……）

　だから今度こそ、歩梨を守らなくては──。

　打算のない愛情で包んで、幸せにしなくては──。

　そのために、倫明にはできる限り速すみやかに退場してもらわなくてはならない。

「ところで話は変わるが、例のバルビツール系新薬のほうはどうなっている？　そろそろ厚生労働省の認可が下りてもいい頃だが──」

「申請書類に不備はないはずですが、少し時間がかかっていますね」

　透真は、美しい螺ら鈿でん細工がほどこされた座卓に視線を落としたまま答える。

「ふうん……」

　倫明は少し考え、口を開いた。

「もう一度、薬の成分表を見たい。省庁に提出した書類とおなじものを用意してくれ」

「わかりました。ついでに、試薬品のサンプルも取り寄せましょうか？」

　答えを促すように、透真は倫明の眼を見つめる。

「……ああ、頼む」

「では至急、手配させます」

　透真は腕時計を見た。午後八時半。秘書はまだ、会社に残っているだろう。鞄かばんからスマホを取り出し、秘書室直通の番号を呼び出す。

　唇に、かすかな笑みが浮かんでいた。





　　　　　◆　　◆　　◆






　二月が終わろうとしていた。

　朝食を終え、テーブルから片づけた食器をシンクに置いた歩梨は、ふと窓の外を見る。

　厨房に立つたびに、こうして窓を見る癖がついてしまった。透真の黒いスポーツカーが、向こうからやって来るのではないかと期待して──。

　けれど窓から見える裏庭には、冬枯れた草木が寒々しい姿を晒しているだけだった。

「歩梨」

　名前を呼ばれただけなのに、歩梨の心臓はびくりと跳ねあがる。

「はい」

　弱々しい返事をして振り返ると、微笑を浮かべた倫明が立っていた。第三者から見れば好感度の高い笑顔も、いまの歩梨にとっては不気味なだけだ。

「急で悪いが、三日分の着替えをスーツケースに詰めてくれないか」

「出張……ですか？」

「ああ、北海道だ。透真といっしょに、午後の便で発たつ」

「わかりました」

　ほっとする気持ちが顔や声に出ないよう、歩梨はできるだけ感情を抑えながら答えた。すぐに二階にあがり、広いクローゼットの奥から銀色のスーツケースを取り出す。

　三日分の着替え──ということは、今日と明日の夜、倫明はこの別荘にはいない。愛情からではなく興味本位で身体を開かれて弄いじられる、あの屈辱的な行為から解放されるのだ。

　先ほどまでの憂ゆう鬱うつが嘘のように、歩梨はてきぱきと作業を進めた。




　その夜──。

　就寝しようと、ベッドに横たわったときだった。

　歩梨のスマホに着信があった。液晶画面に表示されたのは、知らない番号だ。

　夜も遅い時間で、十一時を過ぎている。嫌な予感がした。

　もしかしたら倫明か母が、誰かの携帯を借りてかけてきたのかも──と思い、とりあえず出てみる。

「──歩梨さん？　俺だ」

　聞き慣れた男の声だった。

「透真さん!?　どうしたの？」

　そう尋ねるも、スマホの向こうでは、わずかのあいだ不穏な沈黙があった。

「……落ち着いて聞いて。親父が、さっき亡くなった」

「はい？」

　一瞬、何を言われたのか理解できなかった歩梨は、間の抜けた返事をした。

「歩梨さん、よく聞いて。親父が、死んだ」

　幼い子どもに言いきかせるように、透真は言葉を切りながら話す。

　歩梨はようやく、事態を悟った。

「し、死んだ……って……どういう、こと……」

「……わからない。ホテルのバーで飲んだあと、部屋で倒れたんだ。俺が見つけたときは、もう息がなかった」

「そんな──」

「とにかく落ち着いて。慌てないで」

「ど、どこにいるの？　教えて。わたしも、すぐにそっちへ行くから……！」

「洞とう爺や湖このウィンザー・ホテル。でも、すぐには無理だ。飛行機も夜行便もない。それに、こっちに来ても親父には会えない。これから解かい剖ぼうして、死因を調べるらしいから」

「解剖……」

　よく知ってはいても、テレビドラマや小説のなかでしか聞いたことのない言葉だった。

（まさか、自分の夫が解剖されるなんて──）

　どうしていいのかわからず、歩梨は混乱したままスマホを握りしめる。

　手が、嫌な汗でじっとりと湿っていた。

「こっちのことは俺に任せて。秘書もいるし、何とかなる。それよりも、あなたのことが心配だ。気持ちをしっかり持って」

「え、ええ……」

「朝になったら、警察が事情を聞きにくると思う。俺たちの特殊な関係のことは、いまは伏せておいたほうがいい。仕事の引き継ぎで週末ごとに俺が別荘に行っていた、ということで話をあわせておいて。いいね」

「……はい」

　通話が切れたあとも、歩梨はスマホを握ったまま、しばらくベッドの上で呆然としていた。

（……死んだ……倫明さんが……）

　結婚したばかりの夫だというのに、悲しくはなかった。

　それよりも先に脳裏に浮かんだのは、入院中の母のことや、今後の自分自身のことだった。

　倫明の親族は、本心ではこの結婚をよく思っていない。だから、倫明も公にしなかったのだ。

　おそらく財産分与で揉めるだろう。もしかしたら着の身着のまま、母の由香利と二人で放り出されるのではないか──そんなことまで想像してしまう。

　歩梨は、はっと我に返った。

（倫明さんが亡くなったというのに……わたしったら、自分のことばかり考えて……なんて薄情で自己中心的なの……）

　たしかに、倫明からはおぞましい仕打ちを受けた。

　けれど、それに見あうだけのものも、与えられたのではなかったか──。

　歩梨は小さく息をつき、柔らかくて滑らかな羽毛布団や、高級シルクのパジャマに触れた。

　寝室の天井を見あげると、白い折り上げ天井からイタリア製の瀟しょう洒しゃなシャンデリアがさがり、洗練されたアンティークのドレッサーやチェストが眼に入る。

　広いウォークイン・クローゼットにはハイブランドの洋服が所ところ狭せましと並び、外のガレージには歩梨専用の運転手つきのメルセデスと、キーを取りあげられたままの愛車、アイボリーのローバー・ミニが停まっている。

　そう、倫明は、お金であがなえるものは惜しみなく歩梨に与えてくれた。

　ただひとつ、人間らしい愛情以外は──。




　翌朝早く、透真に言われた通り、警察から電話があった。

　彼らが別荘に事情を聞きに現れたのは昼近くで、ほとんど寝ていない歩梨は、どこかぼんやりした頭で応対した。集中力がまるでなかった。

「このたびはご愁傷さまです」

　きちんとスーツを着た二人組の私服捜査員は、礼儀正しく頭をさげた。応接室に通すと、挨拶もそこそこに単刀直入な質問を浴びせてくる。

「倫明さんと──ご主人とご結婚されたのは最近ですか？」

「はい。昨年の十二月に入籍を」

「では、まだ三カ月ほど……」

　そこでスーツの二人は、意味ありげに眼め配くばせをする。

「失礼ですが、ご主人とはかなり年齢が離れていらっしゃいますね」

「そうですが……それが何か」

「いえ、どちらかというと、義理の息子さんのほうが年齢的にもお似合いだと思いましてね。いや、個人的に受けた印象です。深い意味はありません」

　歩梨はピンときた。

　疑われているのだ。自分も、おそらく透真も──。

「あの、主人はどのような状況で亡くなったのでしょう？　持病はありませんでしたし、仕事柄、健康にも気をつけていましたし。何かの事故だったのですか？」

　さすがに不快になった歩梨は、話題を変えたくて質問した。妻のプライバシーを探るよりも先に、状況を説明するほうが先ではないかと思う。

「最初にお断りしたと思いますが、現在捜査中ですので、すべての質問にお答えすることはできません。ご主人の死因は薬物が原因としか、いまは申しあげられない」

「薬物……？」

　思ってもみなかった。倫明は何か、違法な薬でも使っていたのだろうか。

「ご主人はふだん、何かの薬を常用していませんでしたか？」

　歩梨はまわらない頭で、どうだったかと思い出す。

「そういえば……薬というか、体調管理のために、自社のサプリメントを飲んでいました。総合栄養剤みたいなものです」

「ふむ……それは毎日？」

「そうですね。朝食のあとは、必ず飲んでいたかと」

「そのサプリメント、どんな容器に入っていました？」

「え、容器って……ピルケースのことですか？」

「ええ」

　妙なことを訊くのだな、と思いながら、歩梨は記憶をたぐる。

「……家で飲むときは、もともとサプリが入っていた茶色いガラス瓶から直接、錠剤を出して飲んでいました。外出するときには確か、別のケースに小分けにして持ち歩いていたと……」

「その持ち歩き用のケースはどんなものだったか、覚えていませんか？」

　歩梨は面喰らう。なぜ、そんなことを訊くのだろう？

「……白っぽい、プラスチック製だったと思います。昔のフィルムケースに似た形でした」

「白い……それ、間違いありませんか？」

「え？　は、はい」

　歩梨の心臓が、どきりと跳ねる。

（何か、まずいことを言ってしまったのかしら……）

　膝に置いた手のひらが、じっとりと汗ばんでいた。

　頭痛もひどくなってくる。

　おおっぴらにはできない、ほの暗い後ろめたさがあるせいで、神経が過敏になっている。

──こんな状況で、常じょう軌きを逸いっした透真との関係を知られてしまったら、いったいどうなるのだろう？　なぜ警察は、サプリメントのことをあんなに執しつ拗ように尋ねたのか。もしかして倫明は、誰かに殺されたのだろうか？　その容疑者が透真なのか？

　さまざまな憶おく測そくが、歩梨の頭のなかをぐるぐると駆けめぐる。

「ご協力ありがとうございました。ご主人の検視結果が出ましたら、追って連絡いたします」

　気づくと、刑事二人はそう言って別荘を辞した後だった。




　歩梨が、日向町の別荘で事情を訊きかれていた頃──。

　北海道警察の取り調べから解放された透真は、倫明の第一秘書とハイヤーに乗り、新千歳空港に向かっていた。

「それにしても……大変なことになりましたね」

　秘書が、ため息混じりに零こぼす。

「ああ……会社の方は副社長である叔父に、社長代理を務めてもらうのが妥当だろうな。僕も、できる限りサポートをする」

「ですが、次期社長は専務、あなたです。このまま引き継がれたほうがいいのでは？」

「それだと叔父が納得しないだろう。父が僕に社長を継がせると決めたとき、反対して大騒ぎしたらしいからね。無用なトラブルは避けたいし、僕は別にカタクラ製薬に執着はないんだ。叔父に経営の才能があるのなら彼に譲って、さっさと自分の会社に専念するよ」

「はあ」

　納得がいかないらしい秘書は、気の抜けた返事をした。

　木を見て森を見ず、とでも言いたいのだろうな──透真は思う。

　グローバル企業に成長したカタクラ製薬に比べれば、『トゥルー・オーガニック』など、吹けば飛ぶような弱小企業だ。そんな会社にこだわるよりも、素直に社長の後釜に納まるほうが、はるかに賢い生き方だと誰もが思うはずだ。

（──焦る必要はないさ。いずれカタクラ製薬も、俺のものになる）

　どう贔ひい屓き目めに見ても叔父の秋満には経営のセンスがない。好きに泳がせておけば、近いうちに無能さを露ろ呈ていするだろう。そこで手際よく事態を収しゅう拾しゅうすれば、透真の手腕は誰の眼にも疑いようのないものとして認識されるはずだ。

　叔父が今後、どんなミスをするのか、どこで躓つまづくのか──彼の性格や過去の言動をもとに、透真はすでに分析済みだった。

　あとは叔父が失敗せざるを得ない状況を作り、そこへ追い込むだけでいい。

　透真としては、それまでに『トゥルー・オーガニック』の経営を盤ばん石じゃくな体制にしておく必要があった。

　最悪の状況──つまり、叔父を追い落とす目もく論ろ見みが失敗し、片倉家の後ろ楯をすべて無くしたとしても、歩梨を守り、不自由させないだけの財力を確保しておくために。

（最大の問題は、俺が父親殺しの疑いをかけられていることだが……）

　それも、時間が解決してくれる。

（俺は、誓って無実だ。親父に頼まれて、秘書に新薬の成分表とサンプルを取り寄せるように指示しただけなのだから──）

　カタクラ製薬が十年以上の歳月をかけて開発してきた新薬は、てんかん患者の発作を抑えて症状を緩和する、副作用の少ない薬だった。

　だがそれは表向きで、使い方によってはまったく苦しむことなく、人間を安楽死させることができる劇薬でもある。認可が下りて市場に出まわれば、安楽死が合法化されている海外での需要が爆発的に伸びる可能性があった。

　どうやら倫明は、ふだん飲んでいるサプリメントと、秘書に渡された新薬のサンプルを、誤って飲み間違えたらしい。ホテルのバーで飲酒して薬を服用したため、重じゅう篤とくな症状を引き起こし、命まで奪われてしまったのだ。

　残雪を被った北国の美しい風景が、ハイヤーの窓の外を流れていく。

　それを眺めながら、透真は不敵な笑みを浮かべた。




──やっと捕まえたよ、歩梨……もう二度と、逃がさない。









【５】甘やかな呪縛






　めまぐるしく日々が過ぎていく。

　病院にいる由香利に倫明が亡くなったことを伝え、歩梨はひとりで葬儀と告別式に臨のぞんだ。

　たった三カ月あまりの結婚生活だった。

　倫明との結婚はごく内輪の一部の人間しか知らない。そのため、喪服を纏った歩梨は妻であるにもかかわらず、末席に近い席に座っていた。

　公には、あくまで歩梨は別荘の住み込み料理人で、倫明は雇用主なのだ。

　そんな立場で参列しているせいなのか、それとも情が薄いからなのか、親しい他人が亡くなったという程度の寂しさしか感じない。

　仮に、柩ひつぎに取りすがって慟どう哭こくする妻を演じろと言われたとしても、いまの自分には無理だろうなと、歩梨は疲れてぼんやりした頭で思う。

　先日、警察から倫明の死因は薬の誤飲だと説明された。事件性はなく、ふだん飲んでいたサプリメントと、サンプルとして受け取った試薬を間違えて飲んでしまったらしい。

　別荘で事情を訊かれたとき、捜査員がやけにサプリメントの容器のことを気にしていた理由がようやくわかった。試薬が入っていたピルケースと、倫明がサプリメントを入れて持ち歩いていたピルケースがよく似ていて、それが誤飲を誘発したのだという。

（そんなミスをするなんて……なんだか、倫明さんらしくないような……）

　警察の報告を聞いた直後、歩梨はそんな違和感を持った。

　でも、『魔がさす』ということは誰にでもある。運命だと受け入れるしかなかった。

　葬儀と告別式の喪主は、透真が務めていた。

　やや憔しょう悴すいした喪服姿からは、まだ成熟しきれていない男の、危うい色香が漏れている。

　言葉を交わすことはできない。遠くから、ただ見つめるだけ。

　それでも、ほぼ二週間ぶりに眼にする透真の姿に、歩梨は嬉しさと罪悪感がない交ぜになった複雑な気持ちを抱く。

　亡くなった夫ではなく、義理の息子を愛している──禁きん忌きを犯す甘い背徳感は、ひどく官能的だった。

「歩梨さん」

　一般参列者の列に並んで焼香を終え、会場を出ようとした歩梨を呼び止める声がする。

　線香の匂いに混ざって、ほろ苦い柑橘系の香りが微かすかに漂った。

「透真さん……」

「ずっと放っておいて、すみませんでした。何か、困っていることはありませんか？」

　周囲の眼を気にしてか、言葉遣づかいがぎこちない。

「大丈夫です。お気遣い、ありがとうございます」

「こちらが片づいたら、すぐに別荘へうかがいますので──」

　途切れた先の言葉を想像してしまい、歩梨は落ち着かなくなった。

　軽く会釈をし、気持ちを残しながらその場を離れる。

　倫明が亡くなって以降、歩梨はあえて、自分から透真に連絡することはしなかった。彼が寝る暇もないほど多忙にしていることがわかっていたからだ。

　けれど透真は、秘書を通じて歩梨に何かと配慮をしてくれた。

　報道関係者が押しかけた時期があったが、女性の秘書と弁護士を派遣し、別荘に常駐させてくれたおかげで、歩梨の精神的ダメージは最小限で済んでいた。

　それに、莫大な遺産を相続しながら片倉家の親類から嫌がらせをされないのは、裏で透真が手をまわしてくれているおかげなのだろうと、歩梨は思っている。

（──どうなるのだろう。これから先、わたしと透真さんは……）

　葬儀会場を出た歩梨は、待機場所にいる運転手に声をかけ、あてもなく歩道を歩きはじめた。

　倫明がいなくなったいま、もう専属の運転手は必要ない。こちらの一方的な都合で解雇するのが申しわけなくて、先延ばしにしてしまっている。

　そういった細々としたことも含め、しばらく何も考えずに外の空気を吸っていたかった。

　ここ数日、弁護士や警察、倫明の秘書が何度も別荘を訪れ、その対応や葬儀の準備などであっという間に一日が過ぎていった。

　混乱した頭を整理する暇いとまもないまま、ただ機械のようにするべきことを片づけていくだけだった歩梨には、いまだにこれが現実だという実感が持てない。

（透真さんに会いたい……会って、いろんな話をしたい……）

　いつの間にか花はな芽めをつけている桜の樹を見あげた歩梨は、不意に泣きたくなる。

　また、ひとりになってしまった。

　常にそばにいて、良くも悪くもかかわりを持ってくれていた人が──夫だった人が、いなくなってしまった。

　倫明を失うことで、これほどの孤独と不安にさいなまれるとは、想像もしていなかった。





　　　　　◆　　◆　　◆






　倫明の告別式を終えた翌日──。

　歩梨が厨房で昼食の用意をしていると、玄関チャイムの音がした。てっきり宅配便か、頼んでおいた食材が届いたのだとばかり思っていたら、

「歩梨さん」

　歩梨を呼びにきた松元が、わずかに眉まゆ根ねを寄せて言う。

「あの、表に警察の方が──」

　たまたま今日は、家政婦の松元が週二回通ってくる日だった。

　倫明が亡くなって以降は毎日来てもらう必要がなくなり、行き届かない場所の掃除や庭の手入れ、買い物などの雑用をしてもらっている。

　今回の事件で倫明と結婚していたことを隠しきれなくなって打ち明けていたが、歩梨は『奥さま』ではなく、これまで通り名前で呼んでくれるように頼んでいた。

「まだ捜査が続いているんですか？」

　松元が心配そうに訊く。

「それが、わたしにもよくわからないの。倫明さんの死因は不慮の事故で、事件性はないはずなんだけど……」

　歩梨は曖あい昧まいに答えて、インターフォンのボタンを押した。

「──はい、片倉の家内です」

「恐れ入ります。警察の者ですが」

　液晶画面に、先だって訪ねてきた私服捜査員の姿が映っていた。以前は二人組だったが、今日は初老の刑事一人──確か、八やつ代しろという名前だ。

「わざわざ、すみません。どうぞ」

　ざわざわと泡立つような不安を隠し、歩梨は彼を玄関に招き入れる。

（何だろう？　もう捜査は終わったはずじゃないの……？）

　前のめりに応接間のソファに座った八代は、松元が勧める飲みものを辞し、単刀直入に切り出した。

「以前、ご主人が使っておられたピルケースの色を私がお尋ねしたの、覚えておられますか？」

「はい」

「白っぽいケース、と奧さんはお答えになった。亡くなった倫明さんが白いピルケースを所持していたのは、すでにこちらで確認済みです。ご主人が持ち歩いておられたのは、これとおなじケースですね？」

　歩梨は、八代が黒い鞄から取り出したビニール袋入りのピルケースを見る。

「……よく似ている、と思います。すみません、あまり注意して見ていなかったので」

「いえ、構いませんよ。このピルケースはご主人の会社、カタクラ製薬が薬のサンプルなどを保管するのに使っていたものです。お尋ねしたいのは、ご主人が北海道に発つ前、これとおなじ形の黒いケースを持っていなかったか、ということなんです」

「黒……」

　歩梨は、小首をかしげて少し考える。見た覚えがない。

「見た記憶はありません。片倉に出張の荷造りをするように言われて、わたしがスーツケースに着替えを詰めましたが……」

「では、家のなかで見かけたことは？」

「さあ……あ！　もしかしたら、松元さんが見ているかもしれません」

　歩梨は松元を呼んで訪ねたが、彼女も覚えがないという。

「ふうん」

　八代は天井を見あげ、それから歩梨に視線をもどした。

「ご主人は新薬の成分表とサンプルを取り寄せるように、秘書に頼んでいたらしいのです。直接秘書の方に会って確認したのですが、ご主人が依頼したサンプルは誤って使用すると命にかかわる劇薬だったため、通常の白いピルケースではなく、黒いケースに入れて渡したと言う。これはカタクラ製薬内のルールだそうでして」

「はあ」

「薬のカテゴリというか、種類ごとにピルケースの色が決まっていて、劇薬関連は黒いケースに入れる決まりだそうです。で、その秘書の方はご主人に直接渡したのではなく、専務──息子の透真さんにことづけたらしいんですね」

　八代が何を言いたいのかがわからず、歩梨は無言で次の言葉を待った。

「それはいいとして……妙なのは、なぜ必要もないのに、出張先に新薬のサンプルを持って行ったのか？　さらに、ひとめ見て明らかに違いがわかるピルケースに入った薬を、なぜ飲んでしまったのか？　ご主人は社長ですから、黒いケースが劇薬を意味することは承知していたはずですし、薬品の取り扱いにも長たけていらしたでしょう」

　八代の眼光が鋭くなる。

　はっ、とある可能性に気づいた歩梨は、恐る恐る尋ねた。

「あの、もしかして……透……専務を、疑っていらっしゃるのですか……？」

「証拠はありません」

　膝の上で両手を組んだ八代は、さらに前のめりの姿勢になって続ける。

「ご主人はすでに亡くなっておられますから、死人に口なしです。専務さんは、秘書から預かった書類とサンプルをそのまま社長に渡した、とおっしゃる。ですが、ご主人が宿泊していた部屋から見つかったのは白いピルケースのみでした。秘書から渡されたはずの黒いピルケースは、どこに行ってしまったのか──」

　意味ありげなもの言いに、歩梨は喉につかえた何かを無理やり嚥えん下げした。

　眼光鋭い八代に見据えられると、容疑者として尋問を受けているような心地になる。

「現状を見る限りでは、ふだん飲んでいたサプリメントと劇薬のサンプルを、ご主人がうっかり誤飲したと考えるのが妥当です。何らかの理由で、黒いピルケースから白いピルケースにサンプルを移し替えたのでしょう。ですが、疑わしき要素をひとつずつ潰していくのが、私どもの仕事ですので」

　確かにそうなのだろう──歩梨は無言でうなずく。

「ご主人が亡くなって二週間近くになりますが、もう、お部屋や遺品の整理などはなさいましたか？」

「いえ……まだとても、そんな気持ちには……」

　八代は、倫明の書斎を改めて見せてほしいと言う。

「机の引き出しのなかも拝見したいのですが、よろしいですか？　捜査令状がありませんから、もちろん任意です。お断りになっても構いません」

（いまさら部屋の捜索なんて……そんなに、透真さんは疑われているの……？）

　歩梨は、不安と疑心に囚われた。

　任意というのは方便に過ぎないと、八代を見ていればわかった。断ることなどできそうにない雰囲気に呑まれてしまう。

「……わかりました」

　もやもやした気持ちを抱えながら、歩梨は八代を先導して二階にあがった。




　けっきょく、黒いピルケースは見つからなかった。

「松濤の自宅、宿泊先のホテル、会社の執務室でも見つかりませんでした。となると、それ以外の場所で捨てたのか、あるいは紛失したのか──」

　八代は、そう言い残して帰っていった。





　　　　　◆　　◆　　◆






　その日の夜遅く──。

　透真が、連絡もなく別荘を訪れた。

　ひとりで簡単な夕食を終えた歩梨は、弁護士に渡された書類を苦労しながら読み解いていた時だ。

　不動産、株や預貯金、貴金属などの財産分与に関する書類だけでもけっこうな量になる。倫明は個人名義の資産も多く所有していて、その半分を歩梨が相続することになっていた。

　この別荘は歩梨の名義になるが、他にも東京都内の賃貸マンションや商業施設に貸与している土地、地方や海外にもいくつか別荘やコンドミニアムがある。

　賃貸物件から入る家賃だけでも莫ばく大だいだった。最終的に自分が受け取る総額がどのくらいになるのか、歩梨にはまるで見けん当とうがつかない。

　料理の専門書なら難なく読めるのに、どうして法律用語というのはこんなにわかりにくいのだろう。わざと一般人には理解できないように書いているとしか思えなかった。

　意味がわからない文もん言ごんをチェックしながら読んでいるうち、眼の奥が痛くなってくる。

　今日はここまでにしよう──と凝った肩を動かしていると、庭先から聞き覚えのあるエンジン音が聞こえてきた。

　透真のマセラティだ。

　いてもたってもいられなくなって、小走りに玄関ホールに向かう。ドアロックを解除すると、会いたくてたまらなかった人の姿がそこにあった。

「透真さん……お久しぶり」

　走り寄って抱きつきたい衝動をこらえ、歩梨は笑顔を向ける。

「ようやく身体が空いたんだ。放っておいて、ごめん」

「気にしないで。忙しいのは知っていたから」

　歩梨は首を振ると、会社から直行してきたらしいスーツ姿の透真をリビングへ通した。彼がいつも纏っている柑橘系の香りを嗅ぐと、ほっとすると同時に身体の奥がざわつく。

　厨房でお湯を沸かし、透真の好きなコーヒーを淹いれた。

「これ、読んでたの？」

　テーブルに出しっぱなしになっていた書類を手に取り、透真が訊く。

「ええ。でも、わかないことが多くて。頭が痛くなったわ」

　歩梨は芳ばしい匂いを立てるコーヒーカップを透真の前に置き、向かいのソファに座った。

「倫明さん、資産管理のための会社を個人で作っていて、そこの社員の方がいろいろ説明してくださるんだけど……わたし、これまで不動産とか金融のことは、勉強してこなかったから」

「悩まなくても会社に任せておけばいい。彼らはプロだ。株にしろ不動産にしろ、持っていたほうがいいのか、手放したほうがいいのか、市場の動向を見て判断してくれるはずだよ」

「でも、ぜんぶ丸投げするわけにもいかないでしょう？　特に不動産は、相続してしまったら相続税の他にも毎年固定資産税を払わなきゃいけないし、建物のメンテナンスだって大変よ。自分の手に負えるのか、心配なの。自宅と『それいゆ』だけでも持て余しているのに……」

「相変わらず真面目なんだね、歩梨さんは」

　歩梨が出したコーヒーを一口啜すすって、透真が言う。

「当面は会社に任せておいて、少しずつ勉強していけばいいんじゃないかな。無理をしないほうがいい。疲れてるんだろ、顔色が悪い」

「それを言うなら、透真さんのほうこそ……ちょっと痩せた？」

　透真の気遣いは嬉しかったが、いまの歩梨は、何かしていないと落ち着かない。身体を動かすことを止めてしまったら、よけいなことを考えてしまう。

　倫明がいなくなったことに安堵しながら、透真のことばかり想っている、薄はく情じょうで淫いん蕩とうな自分と向かいあわなくてはならなくなるから──。

　いまだってネクタイをゆるめ、首元のボタンを外したシャツから覗く、透真のくっきりとした鎖骨に眼が吸い寄せられている。

「それらもろもろの問題を丸ごと解決する、いい方法があるけど」

「え？」

　なぜかドキリとして、歩梨は小さく身じろぎした。

　透真が、真剣な表情でこちらを見ている。

「──歩梨さん。親父の一周忌が済んだら、俺と結婚してくれないか」

　息を呑んだ歩梨は呆然としたまま、透真の顔を見つめることしかできなかった。

　心の底で、密かに待ち望んでいた言葉のはずだった。けれど、いざストレートに告げられると、どうすればいいのかわからない。

「ほんとは、いますぐにでも一緒になりたいんだ。でも、女性は離婚しても半年は再婚できないし、世間の眼もあるだろう？　一年あれば、歩梨さんも気持ちの整理がつくと思う」

「……そ、それは、そうだけど……でも、あなたには婚約者がいるんじゃ……」

　戸惑う歩梨に、透真はどこか酷薄な笑みを見せた。

「そんなの、すぐに解消するさ。この婚約は親どうしが勝手に決めた話で、先方の絵理佳さんも俺も、正直なところ迷惑していたんだ」

「迷惑って……」

「だって事実だから。絵理佳さんにも、ずっと好きだった幼なじみがいる。婚約を解消しさえすれば、彼女も本当に好きな人をあきらめなくて済むんだ。だから──」

　透真の声が熱を帯びていく。

「だからもう、俺たちの仲を邪魔するものは、何もない」

　彫像のような美貌に、不敵な微笑が浮かぶ。

　歩梨は、背筋がゾクリとするのを感じた。

　彼がすでに覚悟を決めていることが、ひしひしと伝わってきたから──。

「親父の一周忌までのあいだに、俺は『トゥルー・オーガニック』をもっと体力のある企業に育てあげるつもりだ。片倉の家やカタクラ製薬から離れても、歩梨さんを守れるように。俺と歩梨さんが、幸せに暮らしていけるように」

「透真さん……」

　向かいに座っていた透真が、歩梨の隣りに移動してきた。身体の重みでソファの座面がわずかに撓たわみ、ふわりといい香りがする。

　いっそう濃くなった透真の体臭に、歩梨の頭はくらくらしてきた。

「俺は歩梨さんと、本当の意味でのパートナーになりたいと思ってる。二人で協力して夢を実現させて、いい人生を作っていけるように。だから、歩梨さんに実現させたい夢があるのなら、精いっぱいサポートするよ。それと、もし俺の仕事に興味があれば『トゥルー・オーガニック』にも手を貸してほしいんだ、ビジネス・パートナーとして」

　ビジネス・パートナーという言葉に、歩梨は面喰らった。

　透真は、世界的に知られた一流企業の跡取りだ。さらに世界的な名門大学を卒業し、異国であるフランスで独力で会社を興おこし、世間の注目を浴びている美貌の青年実業家だ。

　かたや、自分はどうだろう？　日本中どこにでもある平均的な偏差値の高校と調理専門学校を出たあと、田舎の実家で古民家カフェを手伝い、そのカフェすらも失敗に終わった。

　飛び抜けて容姿が美しいわけでも、特別な才能があるわけでもなく、家柄がいいわけでもない。

　おまけに未亡人で、夫は眉をひそめたくなるような性癖の持ち主だった。しかも透真の眼の前で、何度も辱めを受けている。

　無い無い尽づくしどころか、マイナスだらけだ。

　どう贔屓目に見ても、透真のパートナーにはふさわしくない。

「……嬉しいけど、でも、もう無理よ……わたしなんて……」

「どうして？　歩梨さんの料理の腕は、誰もが認めてる。『それいゆ』だって、あれだけ大変な状況だったのに、独りで切り盛りしてきたんじゃないか」

「でも結局、潰してしまったし……」

「やり直せばいい。俺だって、最初から何も失敗せずに『トゥルー・オーガニック』を軌道に乗せられたわけじゃないんだ。人にはとても言えないようなバカげた失敗を何度もしてきたし、あきらめかけたことだって一度や二度じゃない」

　歩梨は何だか夢を見ているような気分で、透真の顔を見つめた。

　十年間も片想いをし続け、憧れ続けた男性から、こんなに熱心に口説かれている。

　しかも、よくあるように容姿や、若さや、無知や、従順な気立てのよさを求められているのではなく、一人の人間として望まれている──。

　嬉しいはずなのに、素直に喜べない。

　差し出された煌きらびやかな宝石は、どう考えても自分には不釣りあいだ。図々しく手を伸ばしたりしたら、何かの罰がくだされるのではないかと、かえって不安になってしまう。

「……わたしに透真さんは……もったいないと思うの……とてもじゃないけれど、わたしは、あなたにふさわしくないし……」

「歩梨さん」

　透真の声と表情が険けわしくなった。

「ねえ……歩梨さんは、俺を見くだしてバカにしてるの？」

　心臓を抉られたような気がした。

「そんなことは──」

「だって、そういうことだろ？　自分をそんなに卑ひ下げして粗末にするってことは、あなたのことが大好きで大切にしたいと思ってる俺のことも、おなじように見くだして、粗末にしてるってことにならないか？　謙遜って言い方もあるんだろうけど、俺には、『こんなダメなわたしを好きになる男なんて、たいしたことない』って言ってるように聞こえるよ。それって俺に対しても、歩梨さん自身に対しても、すごく失礼なことだ」

　思ってもみなかったことを指摘され、歩梨は黙ってしまう。

「あなたがふさわしいかどうかを決めるのは俺だ。俺が歩梨さんを好きで、選んだんだ。それだけじゃ不満？　安心できない？」

「……透真さんに不満なんて、あるわけない」

　歩梨は弱々しく首を横に振った。

「自分に自信がないだけなの。本当にわたし、人に誇れるものを何も持ってなくて……三十年も生きてきたのに……」

「だったら、いまから新しく生き直せばいい。俺と一緒に──」

　透真の顔が近づいてくる──と気づいた瞬間、後頭部をつかまれ、唇をふさがれていた。

　柔らかく湿った感触に、歩梨の思考が停止する。

　唇はすぐに離れたけれど、眼の前に熱っぽい欲を宿した透真の茶色い瞳があった。

　ふだんはほとんど感情を表に出さない彼の、心の底を覗き込んだような気がして、歩梨はどぎまぎしてしまう。

「歩梨さん……抱きたい。いい？」

　言い終わらないうちに、透真は強く抱きしめてきた。

「え……ま、待って……！」

　歩梨は慌てて透真の胸板を押す。

　嫌ではないが、倫明の葬儀が終わった翌日だ。積極的にそういう気分にはなれない。

　けれど、適度に鍛えられた透真の身体は百八十センチを超えていて、歩梨の力ではびくともしなかった。力強い腕に囲い込まれて、身動きができなくなる。

「あなたが好きなんだ、歩梨さん」

　あげくに、とどめのような告白をされた歩梨は、身を固くした。

「……親父は死んだ。でも俺たちは生きていて、未来がある。歩梨さんも、俺も、ずっとあいつの仕打ちに耐えてきたんだ。幸せになる権利はあるはずだろ？」

　上から覆い被さるようにして、また唇を奪われた。

　透真の厚い舌がねっとりと唇を舐めまわし、甘噛みする。たまらなくなって唇をゆるめると、隙間から一気に舌が侵入してきた。

「んっ……ふ、うぅ……」

　透真の手が、歩梨の背中にまわった。するりとセーターの裾から手が入り、キャミソールの上からまさぐるように撫でる。

　体重をかけられた歩梨の身体は、ゆっくりとソファに倒された。

　そっと眼をあけてみると、すぐそばに、作りものめいた透真の美貌がある。

　彼の切なく眇すがめられた眼を見たとたん、歩梨の下腹に甘い疼うずきが生まれ、溢あふれ出した。

「歩梨さん、愛してる。今度こそ、俺のものになって──」

「あ……」

　愛しているなど、倫明にも言われなかった言葉だ。どうしていいのかわからなくなる。

「親父はもういない。生きている俺を、ちゃんと見てほしいんだ」

　透真がネクタイを引き抜き、シャツのボタンを外しはじめたのを見て、歩梨は我に返った。起きあがろうとすると、透真が身体を跨またいで馬乗りになってくる。

　両手首を押さえつけられ、ふたたび荒々しいキスを浴びせられる。唇をついばまれ、甘噛みされ、舐められた。執しつ拗ような舌に口腔こうくうを蹂じゅう躙りんされ、頭がぼんやりとしてくる。

　容赦なく自分にぶつけられる透真の情熱を、歩梨は為す術もなく受け入れるしかなかった。

「ふ……うっ……」

　柔らかく絡む透真の舌先に、戸惑う気持ちが次第に溶かされていく。

　セーターをまくりあげられ、胸もとまで晒された。背中にまわった透真の手がブラジャーのホックを外すと、圧迫から解放された乳房がぷるんと震える。

　ブラジャーに差し入れられた手が、歩梨の胸を愛おしそうに揉みあげる。ふんわりと盛りあがった肌に沈む指が、泣きたくなるほどに優しかった。

「綺麗だな、歩梨さんの胸……」

　透真は口を開き、乳首に吸いついた。淫いん靡びな音を立てて尖りを舐めまわす。

　右側をたっぷり愛したあと、左に移った。

「……あっ、はぁ……ん……っ……」

　歩梨は、艶つやのある透真の髪を掻きまわしながら、無意識に倫明の姿を探した。これまで妻と息子の行為をじっと観察していた、圧力のある視線はどこにもない。

（そうだった……彼は、もう……）

　二人を分断する存在だった倫明は、永遠にいなくなったのだ。

　その事実が、歩梨の心を徐々に解放していく。

　透真が歩梨の太腿を割り、左右に開かせて身体を入れてきても、歩梨は抵抗しなかった。みずから腰をくねらせ、誘うように透真の昂たかぶりに押しつける。

　猛たけ々だけしく変化した雄芯が、歩梨の恥ち骨こつに当たった。

「う……」

　刺激に反応したのか、透真が微かすかに呻く。

「そういうの、興奮する」

　眼を眇すがめて「くすっ」と笑った透真は、スカートのなかに手を伸ばした。歩梨の太腿を押しあげ、黒いスパッツごとショーツを脱がせる。

「いや……っ」

　居間の照明は、煌こう々こうと二人の姿を照らしている。

　歩梨はあわてて脚を閉じようとしたが、透真の手に阻はばまれ、さらに押し開かれてしまった。

　秘された部分がぱっくりと口をあけ、そこが愛液で濡れそぼっているのがわかると、歩梨は息を呑んだ。羞恥で顔が熱くなる。

「ま、待って……見ないで……！」

　透真の頭をつかんで押しのけようとするが、

「歩梨さんのここ、俺はもう何度も見ているし、さわってる。いまさらだよ？」

　彼はそう言うと太腿をぐっと押さえ込み、潤んだ秘ひ唇しんに舌先で触れた。

「あっ……だめっ！　やめてっ！」

　三月の初旬、まだ朝晩は冷え込み、汗ばむ季節ではない。それでも、動きまわっていれば衣服の下は蒸むれてくる。秘された場所となると、なおさらだった。

　倫明の監視のもと、透真とは何度も身体を繋げてきた。いまさら恥じらっても仕方がないと、頭ではわかっている。けれど、それと感情は別ものなのだ。

　透真の口が離れ、ほっとしたのもつかの間、

「すごく綺麗だ……舐めさせて」

　肉厚な舌が押しつけられ、敏感な襞ひだの上でひらひらと蠢うごめいた。

　じゅるっと音を立て、溢れてくる蜜を啜すする。

　透真の、あの美しい顔が、自分の股間に埋もれている──それだけでも耐えがたいのに、はしたない音を立てて花弁を吸い、肉芽を舌先で転がしている。

　歩梨は恥ずかしさで気が遠くなりそうだった。

　同時に、一番見られたくない場所を美しい男に暴かれている状況は、意外にも背徳的な快感をもたらしてゆく。

「歩梨さん……俺が贈ったオーデコロンとボディクリーム、使ってくれてるんだ？　シストローズとネロリの、いい匂いがする」

　透真が股間を見つめたまま、すん、と鼻を鳴らした。

（匂いまで嗅がれているなんて……！）

　羞恥と甘い疼きに、歩梨は身み悶もだえる。

　そのようすに煽あおられたのか、透真は再び歩梨の陰部にむしゃぶりつくと、執拗に嬲なぶった。

　濡れそぼった花びらを舌で押し開き、吸いあげ、膨れた陰核を甘噛みする。

「あぁうっ！　お願い……もう、だめ……っ！」

　腰を揺すって懇願すると、透真はようやく顔をあげた。それもつかの間、今度は指で秘裂に触れ、蜜口に押し入れてきた。

「あ……んっ」

　柔らかく濡れた襞ひだを、透真が指の腹で優しく擦る。蜜壺が掻き混ぜられる淫いん猥わいな音が大きくなるにつれ、お腹の奥に灯ともった小さな炎が、次第に勢いを増してゆく。

　膣壁をやわやわと押しながら反応を見ていた透真の指が、二本、三本と増えていき、歩梨の弱い場所を探り当てた。そこを繰り返し攻められ、全身が熱く燃え立つ。
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「……あっ、ああっ！　そこは……だっ、だめぇっ……！」

　首を振りながら、歩梨はあられもない嬌声をあげた。

「やっぱり感じやすいんだな、歩梨さんて。こんなに、いやらしく濡れてる……」

　その言葉通り、静かな居間に、ぐちゅぐちゅと淫らな水音が響いている。

　三本の指を歩梨のなかで動かしながら、透真は片手で器用にシャツのボタンを外した。ネクタイとベルトを引き抜き、スラックスと一緒にボクサーショーツをおろす。

　とたんに、昂たかぶりきった男の象徴が勢いよく跳ねあがった。

　形の整った雄芯は大きくて逞たくましく、下腹に張りつくように屹きつ立りつしている。

　透真のみごとな裸身に、歩梨は心のなかでため息をついた。

　滑らかな肌は健康的な小麦色、胸から腹部にかけての美しい筋肉が立体的な影を作っている。

　臀でん部ぶは上向きに丸く盛りあがり、腰骨から鼠そ径けい部ぶにかけて、セクシーラインと呼ばれる腸ちょう腰よう筋きんがくっきりと浮いていた。

　こんな綺き麗れいな身体を自分のものにするなんて、何だか許されないような気がしてくる。

「ごめん、もう我慢できない。挿いれていい？」

　ちゅくっと音を立てて指を引き抜いた透真は、指先に絡みついた淫蜜を愛おしそうに舐めた。

　その後、どこからか取り出した避妊具を手際よく装着すると、スカートをさらに捲めくりあげ、歩梨の蜜口に押し当てる。

「あぅ……っ！」

　ぼんやりと透真に見とれていた歩梨の身体を、太い肉杭が割り裂いていく。

　予想はしていたものの、あまりの圧迫感に弱々しい抵抗をする歩梨の腕をつかみ、透真は容赦なく奥へと腰を進めた。

　先端で隘あい路ろを引き伸ばすようにしながら侵入し、肉襞をゆっくり押し拡げ、みっちりと蜜壺を満たしていく。

「……はぁ……、あっ、ああ……お、おっきい……」

　待ち焦がれた透真の身体が、ようやく、自分のなかに収まっていく──。

　あまりの想いに呼吸が止まりそうな気がして、歩梨は酸素を求める魚のように、はくはくと口を動かした。

「ああ、歩梨さん……すごく気持ちいい。ずっと、ずっと、こうしたかったんだ。二人きりで、誰にも邪魔されずに」

　耳もとで、熱っぽい声が囁いた。

　唇を塞がれると同時に、ずんっと軽い衝撃が伝わり、雄芯が最奥に届いたことを知らされる。

　ぴったりと密着した胸から、透真の心臓の鼓動が皮膚を通して伝わってきた。

　どくどくと脈打つ速い鼓動は、彼も歩梨とおなじくらい興奮し、この状況を悦よろこんでいる証明のように思える。

「歩梨さん、愛してる。お願いだ、俺だけのものになって──」

　せっぱ詰まった切ない声で訴え、透真は腰を動かす。

「はぅっ」

　最奥を固い先端で押しあげられ、歩梨は呻いた。

　明るい照明の下、ソファに押し倒され、中途半端に乱れた服装のまま抱かれている。

　倫明と暮らし、倫明が残してくれた別荘で淫らに脚を開き、彼の息子の剛直で貫かれ、穿うがたれている──そう思うと、罪悪感から逃れられない。

（──ごめんなさい、倫明さん）

　これから先の人生を透真とともに歩む決意をしながら、歩梨は心のなかで謝罪した。

　いまは倫明と結婚したときのような、選ぶ余地のない状況とは違う。

　歩梨自身が、自分の気持ちを偽ることなく、みずから選び取った未来だった。何が起ころうと、誰の責任でもない。

　ぐちゅ、ごぷっ、と露骨な音を立てながら、透真の屹立が歩梨のなかを往復する。花芯は尽きることのない泉のように、しとどに蜜を溢れさせた。

　腰の抽ちゅう挿そうを続けながら、透真は歩梨の胸に顔を埋め、乳首を吸い立てる。

　乳首を吸うタイミングと、透真の剛直が蜜洞の感じる場所を擦るタイミングがあわさると、信じられないくらいの愉ゆ悦えつが歩梨を満たした。

「ああっ！　透真さん……っ！」

　全身全霊で透真に愛され、求められている──そう実感した歩梨は、広い背中に腕をまわし、透真にしがみついた。身体中が熱くて、もう彼のことしか考えられない。

「透真さん、わたし……わたしも、あなたが好き。あなたを、わたし一人のものにしたい……！」

　心の内を吐と露ろし、閉じていた眼をそっとあけると、透真の秀麗な顔がある。

「歩梨さん……本当に？　本当に、俺のことを欲しがってくれるの？」

　乱れた前髪からのぞく涼やかな眼が、切なげに細められた。

「──ああ、嬉しい。すごく嬉しいよ、歩梨さん」

　形のいい唇が、歩梨の名を繰り返し呼ぶ。

　律動が再開され、彼が動くたびに、気持ち良さをこらえているような皺しわが眉み間けんに刻まれた。奥を穿ち、子宮を押しあげては隘あい路ろをもどり、膣口近くの敏感な場所をいじめ抜く。

「あっ……あぁ……っ！　すごい……っ！」

　歩梨は自然に脚を透真の腰に絡ませ、より深い場所で彼をねだった。その動きに応えるかのように、腰と腰がぶつかる音が激しくなっていく。

「うぅーっ、んんっ！　もう……もう、だめっ！」

　すさまじい出し入れに、歩梨は音をあげた。

「ああっ！」

　身体の痙けい攣れんが止まらない。深い歓喜が全身を満たし、爪先がぎゅうっと丸まる。蜜壺の奥がぴくぴくと震え、透真の陽根を引き込むかのように収縮を繰り返す。

「──う、うっ」

　透真も喉の奥から絞り出すように呻き、欲望を解放した。歩梨の最奥にまで達した肉杭が大きく膨らみ、びくびくと跳ねているのが伝わる。

「ああ、歩梨さん……あなたは俺だけのものだ……！」

　骨が折れるのではないかと思うほど、強い力で抱きしめられる。

　感極まった透真の声に、歩梨は身も心もすべて愛され、支配される悦びを噛みしめていた。




　庭の木々が夜風に揺れ、さわさわと鳴った。

　狭いソファの上で二人はぴたりと密着し、互いの心臓の音を聞いている。

　歩梨は、静かに眼を閉じている透真の顔を盗み見た。

（こんなに美しい牡おすの獣に求められ、抱かれていたなんて──）

　優越感と罪悪感が交互に湧いてくる。

　いくら透真に自信を持てと言われても、すぐには無理だ。

　こうして彼の綺麗な顔を眺めているだけでも、本当に自分などが隣りにいてもいいのか、何だか申しわけないと思う気持ちを抑えられない。

　だからなのか、透真以外何もいらないくらい満ち足りているはずなのに、黒い不安が首をもたげてくる。

　歩梨は、思いきって打ち明けた。

「あのね、透真さん……今日、警察の人が来たの」

　透真が、ゆっくりと瞼まぶたをあける。驚いたようすがないところを見ると、自分が疑われていることを知っているのだろう。

「何をしに来たんだろう？　いまさら事情聴取？」

「黒いピルケースを捜してたわ。倫明さんが持っていたはずだって、言ってた」

「ああ……あれか」

「透真さん、何か知ってるの？」

　透真の胸にもたれかかったまま、歩梨は尋ねた。

「警察は、透真さんがピルケースをすり替えたんじゃないかって……」

「知ってる。ピルケースのことは俺も訊かれたよ、かなりしつこく。どうやら容疑者扱いされているみたいだけど、何もしていないんだから答えようがないさ」

「……倫明さんに薬のサンプルを渡したの、透真さんだったの？」

「ああ。その日は親父と、取引先のパーティーに出る予定だった。たまたま用があって秘書室に寄ったとき、第二秘書から預かって、パーティー会場に移動する車のなかで渡したんだ。例のサンプルを入れたピルケースは書類と一緒に茶封筒に入っていたから、俺は実物を見ていないけど」

「……そうだったの」

　八代が疑っていたように、透真がピルケースをすり替える時間も機会も充分にあったのだ。

（でも、まさか……透真さんに限って……）

　疑いを打ち消そうとするたび、頭のなかで囁く声がする。

『俺を信じて、我慢して』

　倫明の前で抱かれるたび、透真は歩梨の耳もとで繰り返し、おなじ言葉を囁いた。

『俺を信じて』

　歩梨はその意味を深く考えることなく、透真がいつか、何らかの方法でこの悪夢を終わらせてくれるのだと単純に思い込んでいた。

　悪夢を終わらせる一番確実な方法は、元凶である倫明を、永遠に消してしまうこと。

　透真も、そう考えていたのだとしたら──。

「──歩梨さん、俺を疑ってる？」

　歩梨の髪を弄いじっていた透真の手が、不意に止まった。

　心を読まれたみたいでドキリとする。

「ううん、違うの、ごめんなさい」

「俺は、誓って無実なんだ。警察にもマスコミにも、これ以上の手出しはさせない」

　その言葉に、揺れていた歩梨の気持ちが定まっていく。

　透真の胸に顔を埋め、

「わかった。信じてる。あなたのこと──」

　半ば自分に言い聞かせるように、歩梨はつぶやいた。




　その後、透真は速やかに計画を進めていった。

　まず最初に、阿倍野家の令嬢、絵理佳との婚約を白紙にもどした。

　次にカタクラ製薬の副社長に就任し、社長を継いだ叔父をサポートすると同時に、みずからが経営する『トゥルー・オーガニック』の事業を拡大していく。

　そうして、日本とヨーロッパを往復する激務のあいまを縫って、歩梨との時間を作り、関係を深めていった。

　多忙な透真と二人きりの時間を取れるのは、せいぜい月に一、二度。

　それでも、常に倫明の監視下に置かれていた以前のことを思えば、自由で天国のようだった。

　ひと晩中求めあい、翌朝陽ひが高くなるまでベッドで睦みあっていても、誰にも咎とがめられることはない。

　二人は頃あいを見て歩梨の母、由香利のもとへ挨拶に行き、「一周忌が済んだら結婚したい」と申し出た。

　専門医での治療が功を奏して由香利は退院し、生前の倫明が用意したマンションで静養しながら週一回の通院を続けていたが、二人の結婚の意志には驚いたようすだった。

「反対はしないけれど……あなたたち、いつからお付きあいをしていたの？」

　ためらいがちに尋ねられ、歩梨は身を固くした。

　倫明が亡くなって、まだ半年しか経っていない。歩梨が透真と不倫関係にあったのでは、と由香利が疑うのも無理はなかった。

　けれど、あの特殊な関係をどう説明すればいいのか──歩梨は言葉に詰まってしまう。

「断じて不倫関係はありません。歩梨さんとは十年前に知りあって、友人として交際をしてきましたが、僕自身はずっと彼女のことが好きで、あきらめることができませんでした」

　透真が堂々とした態度で答える。

「ですが、父が生きていた頃には何もありませんでした。僕はヨーロッパから帰ってきたばかりで、カタクラ製薬の業務を引き継がなくてはなりませんでしたし、自分の会社のこともありました。歩梨さんとこそこそ会う時間なんて、なかったんです」

　透真にちらりと目配せされた歩梨は、緊張しながらうなずいた。

「透真さんには、本当によくしていただいたのよ。いきなり倫明さんが亡くなって、どうしていいかわからなかったときに、いろいろと細やかな気遣いをしてくれて。マスコミが別荘に押しかけたときも、秘書と弁護士さんを送り込んでくれて、すごく助かったの」

　歩梨と透真は代わる代わる二人の馴なれ初そめや、これまでの経緯を話した。もちろん、あの別荘での爛ただれた時間は、なかったことにして──。

　由香利は、しばらく黙ってうつむいていたが、

「どうか、歩梨さんとの結婚を許してください。もう二度と不幸にはしません」

　真しん摯しに訴える透真の言葉を聞くと、小さく微笑んで顔をあげた。

「──私と歩梨を助けてくれた倫明さんには、本当に感謝しています。でも本音を言うと、歩梨は私のために無理をして結婚したんじゃないかと、ずっと気になっていたの」

「お母さん……」

　他に選択肢がなかったとはいえ、倫明との結婚はやはり、母に精神的な負担をかけていたのだ。歩梨は申し訳なく思う。

「ですから、あなたたち二人が自分の意志で一緒に生きていくことを決めたのなら、私は心から応援します。こんな身体なので、たいしたことはできないし、むしろ足手纏いになってしまうでしょうけど……」

「とんでもありません！　足手纏いだなんて！」

　ムキになる透真を、由香利は優しく見つめている。

「歩梨のこと、よろしくお願いいたしますね、透真さん」

　由香利の表情がふわりと明るくなったのを見て、歩梨は胸の内でほっと息をついた。





　　　　　◆　　◆　　◆






　それからの一年は瞬またたく間に過ぎていった。

　桜の蕾が膨らみはじめた三月の初め、倫明の一周忌が納骨した寺院で行われた。

　今回も歩梨は別荘の管理人として、末席に座っている。

　親族たちの視線が痛かった。倫明との結婚を知っている者にしてみれば、どこの馬の骨だかわからない小娘に遺産の大半を奪われたのだ。さぞかし業ごう腹はらだろうと思う。

　ただでさえ憎まれているのに、亡き夫の息子である透真と結婚しようとしていることがわかったら、どんな仕打ちをされるのか──。

　歩梨は、自分の身体が縮まっていくような錯覚を覚えた。

（わたしったら、なんて情けないのかしら……）

　透真を信じて一緒に生きる覚悟を決めたはずなのに、この先に待ち受ける困難を想像すると、気持ちが萎なえそうになる。煩はん雑ざつな人間関係を上手くさばいていける気がしない。

「歩梨さん、大丈夫ですか？　顔色が悪い」

　いつの間にか隣りに来ていた透真に、さりげなく声をかけられた。

「大丈夫です……すみません」

　お互いに他人行儀な言葉を返しながら、眼と眼で会話をする。

（また、後で──）

　透真の唇の動きが、そう告げていた。

　歩梨が「わかりました」と無言のままうなずくと、名残惜しげに離れていく。

　フランスに出張していた彼と会うのは三週間ぶりだった。視線を交わしたのはほんのわずかな時間なのに、歩梨の身体にはあっという間に火がつき、顔が熱く火ほ照てっていた。




　一時間ほどのち、法要は滞りなく終わった。

　このあと、片倉家の親族たちは近くの割かっ烹ぽう料理店に集まって精進落としをするようだが、表向きは別荘管理人である歩梨の席は設けられていない。

　寺の本堂を出ると、駐車場に向かう透真の後ろ姿が眼に入った。

「あら、透真くん、御お斎ときには来ないの？　久しぶりに会えたのに」

　親戚らしい女性が、透真に声をかける。

「すみません。これから取引先との約束があるんです。また今度、改めて」

「そうなの、残念だわ。私たちも明日からニューヨークだから、またしばらく会えなくなるわね。忙しいでしょうけど、あまり無理をしないようにね」

「はい。ありがとうございます」

　透真が綺麗な動作で一礼するのを遠目に眺め、歩梨は乗り場で待機しているタクシーに乗った。ドライバーに最寄り駅の名を告げる。

　ひやりとした後部座席に身を沈めても、身体の火照りは収まらない。歩梨は自身を抱きしめるように腕をまわした。

──透真が恋しい。いますぐにでも、彼が欲しい。

　どこまでも貪欲になっていく自分が怖かった。いくら与えられて満たされても、次の日にはまた、飢えたように透真を求めてしまう。

（どうしよう。わたし……もう透真さんがいないと、どうやって生きていったらいいのか、わからなくなってる……）

　知らず知らず、ため息が出る。

「お客さん」

　いきなりドライバーに話しかけられ、歩梨は思わず、座席の上で小さく跳ねてしまった。

「さっきから、後ろの黒いスポーツカーがパッシングしてくるんですけど。お知りあいですか？」

「え？」

　驚いて振り返ると、透真のマセラティがヘッドライトを点滅させて合図を送っていた。

「すみません、止めてください！」

　タクシーが路肩に停まると、透真の車もすぐ後ろに滑り込む。

　歩梨は慌てて運転席に駆け寄った。

「どうしたの？　透真さん」

「どうしたのって……こっちが訊きたいよ。なんで電話に出ないの？」

　透真が不機嫌そうに言う。

「あ！」

　法要が始まる前にスマホの電源を切ったままだったのを、歩梨は思い出した。

「ごめんなさい。電源入れるの、うっかり忘れてて──」

「乗って。早く二人きりになりたい」

　その眼には獣じみた光が宿っていて、歩梨は抗うことなどできなかった。タクシーに戻って料金を支払い、マセラティの助手席に座ってシートベルトを締める。

　そのとたん、軽く唇を奪われた。

「……会いたかった、歩梨さん」

　美しい男に吐息まじりの切ない声で囁かれ、歩梨の胸がきゅんと締めつけられる。

　息をつく間もなく、二度めの口づけが降ってきた。あたたかくて優しい透真の舌が歩梨の舌に絡み、上うわ顎あごや歯の裏側まで探ってくる。

「うっ……、ふう……」

　法要帰りの誰かに見られるかもしれないのに、透真はまるで頓とん着ちゃくしていなかった。止めるどころか、歩梨の喪服の裾に手を入れてくる。

「だめ……っ、こんなところで……！　お願いよ、知ってる人に見られたら……！」

　スカートに潜り込もうとする手を力ずくで押さえて懇願する歩梨に、透真は渋々といったようすで従い、車を発進させた。

　東京インターから東名高速道路に入ると、透真の車は速度をあげ、次々と先行車を追い抜いていく。乱暴な運転ではないが、スピードに慣れていない歩梨は助手席で身を固くしていた。カーブに差しかかるたびに、緊張でドキドキしてしまう。

「歩梨さん。約束通りに結婚の話を進めていくけど、いいね？」

　ただでさえ緊張しているときに思ってもみなかった意思確認をされ、歩梨はとっさに返事ができなかった。口ごもっていると、

「もしかして……気が変わった……？」

　ハンドルを握った透真が顔を覗き込んでくる。

「きゃあっ！　前っ！　ちゃんと前を見て運転してっ！」

　慌てた歩梨は透真の頭をつかみ、無理やり前を向かせた。背中に、じわりと冷や汗が滲む。

（運転中によそ見なんて……！）

　透真が素直に運転に集中したのを見て、ようやく気持ちが落ち着いてきた。

「気が変わるなんて、そんなこと絶対にないわ。わたし、透真さんとずっと一緒にいたい。いまもそう思ってる。でも……きっと、片倉の親戚の方たちが猛反対するでしょう？　彼らと上手くやっていける自信がないの。さっきの法要でも、大叔母さまから、すごい眼で睨まれたし……」

　言いながら、自分のふがいなさが哀しくなった。

　どうして、もっと自信を持てないのだろう？　強くなれないのだろう？　こんな自分のままでは、透真の隣りに並ぶ資格がない。

「大丈夫だ。社長を──叔父を味方につけた。彼は大叔母さんのお気に入りだから、上手く話を通してくれるはずだ」

「秋満さんが……？」

　歩梨は、倫明との結婚報告の食事会と葬儀、そして今日の法要の場でしか会ったことのない片倉秋満の顔を思い出す。押し出しの強い倫明や、いかにもカリスマといった雰囲気の透真と比べると、地味で凡庸な印象が拭えない。

　透真は淡々と話した。

「叔父はいま、欲しくてたまらなかったカタクラ製薬社長兼ＣＥＯの椅子に座れて、有頂天になってる。もともと社長になるはずだった俺が辞退して、根気よく反対派を説得したおかげだと、彼はよくわかっているんだ。だから、俺には頭があがらない。それに──」

　しゃべりながら、透真はトラックと数台の乗用車を軽々と追い抜いていく。

「親戚たちが歩梨さんに嫌がらせを続けるなら、俺は片倉の家とはすっぱり縁を切る。そのときのために一からコネクションを作って、フランスで『トゥルー・オーガニック』を起ちあげたんだ。歩梨さんとの人生を、誰にも邪魔されないように。自由になるために──」

「透真さん……」

　歩梨は息を呑んだ。

　透真は、ずっと以前から──二人が出会った十年前から計画を立て、着々と進めてきたと言っているのだった。歩梨との未来を信じて、すべてを想定して。

　重い。重すぎる。

　自分にそれだけの価値があるのだろうかと、また、歩梨の自信のなさが顔を覗かせる。

（でも、嬉しい。そんなにまでして、わたしを望んでくれるなんて……）

　女として、これ以上の幸せがあるだろうか──？

　熱いものが込みあげてきて、胸がいっぱいになる。

「──ありがとう」

　涙ぐみながら、歩梨はようやく、そのひと言を透真に返した。




　結婚の意思が固まると、二人はさっそく式場を押さえ、準備を進めていった。

　結婚式は三カ月後。身内のみを招待し、都内の教会で挙げることにした。

　その後、南フランスに飛んで『トゥルー・オーガニック』本社の敷地にあるオーベルジュに泊まり、二週間のヨーロッパ旅行がスタートする。プロヴァンス名物、ラベンダーの最盛期だ。

　披露宴は帰国後に、都内で開くことに決める。会場は、各国首脳やセレブの定宿にもなっている老舗高級ホテルだ。

　招待客のリストを作り、衣装あわせをする。

　二人の結婚衣装はデザイナーにオリジナルのオーダーメイドを依頼したため、何度か仮縫いをしにアトリエに通った。

　新居を決める際、歩梨は住み慣れた日向町から離れたくなかったが、そうもいかなかった。

　結婚後、これまで以上に透真は忙しくなるだろう。都内で療養中の由香利のことも心配だし、松濤の家で独り住まいをしている倫明の母親も高齢になっている。

　それらを考えると、何かあったとき、素早く動ける環境にいるほうが絶対にいい。

　話しあいの末、ひとまず、透真が住んでいる南青山のマンションに落ち着くことになった。

　間取りは２ＬＤＫだが、二人で住むには充分過ぎる広さで、一人めの子どもが生まれても心配ない。家族が増えたら、また新しい住まいに移ればよかった。

　日向町にある歩梨の実家と『それいゆ』の店舗、別荘の管理は、引き続き家政婦の松元にお願いすることにした。

「日向町は、俺にとっても大切な場所なんだ。祖父母との思い出もあるし、何より、歩梨さんと出会った町だもの。結婚して生活が落ち着いたら、日向町でも何か始めたいよね」

　透真がそう言ってくれたことが、歩梨は嬉しかった。

　未来へ、夢が繋がっていく。

　慌ただしくも充実した時間は、あっという間に過ぎていった。





　　　　　◆　　◆　　◆






　荘厳なパイプオルガンの音が、礼拝堂に鳴り響いた。

　夢にまで見たバージンロードが、歩梨の前にまっすぐに伸びている。

　透真と歩梨はプロテスタント教会での挙式を選んだので、バージンロードは純白だ。赤いバージンロードはカソリック教派で、教会で挙式する場合、結婚する二人、もしくはどちらかが信者でなくては許可されない。

　この日のために用意したプリンセスラインのウエディングドレスは、長いトレーンを引く華やかなデザインだ。背中と胸もとが開いていて、成熟した女性の魅力を引き立てる。

　ベールと裾には繊細なレースがふんだんに使われ、ドレスの身ごろには真珠をあしらった手縫いの刺繍が、花が散らばるように施されていた。

　白薔薇とラベンダー、ワイルドハーブを組みあわせた手もとのブーケから、上品な香りが漂っている。

　ステンドグラスを透過する色とりどりの光のなか、歩梨は、義理の叔父にあたる秋満にエスコートされ、白いバージンロードをしずしずと歩いた。

　視界の端に、ハンカチで眼め頭がしらを押さえる由香利の姿が映り、もらい泣きしそうになった。

（もう辛つらい思いはさせないからね、お母さん……）

　歩梨は心のなかで、静かに誓う。

　祭壇の手前に立つ新郎に引き渡されると、二人は並んで牧師の前に進んだ。

　牧師がよく通る声で聖書を朗読し、祈りを捧げた後、はじめに透真が、次に歩梨が答える形で結婚の誓いを立てる。

「それでは、指輪の交換を」

　歩梨の左薬指に、プラチナの結婚指輪が嵌はめられる。

　歩梨も指輪を受け取り、透真の薬指に嵌めた。しっかりしなくては──と、いくら自分に言いきかせても、指輪を持つ手が震えてしまう。

　ふと見あげた視線がぶつかると、透真の手が伸びてきて、ベールをそっとめくりあげた。

「歩梨さん、俺を選んでくれてありがとう。一生、大切にする」

　囁く声とともに、パールピンクの口紅が塗られた歩梨の唇に、透真の唇が優しく重なった。




　挙式を終えたその夜の便で、二人はパリへ飛んだ。

　約十二時間の長旅も、透真がチャーターしたプライベート・ジェットのおかげで快適に過ごすことができた。

　革張りのリクライニング・シートやカウチソファの他、映画を観みれるラウンジにバーカウンター、できたての食事を提供できる簡易キッチン、奥にはシャワールームとクィーンサイズのベッドを備えた寝室まである。このすべてを二人で独占できるのだ。

「プライベート・ジェットだなんて、信じられない……わたし、海外旅行も初めてなのに」

　高級ホテルにもひけを取らない内装と設備に、歩梨はただただ驚くばかりだった。

　さらに、遅い夕食はフレンチのコースで、生花が飾られたテーブルに美しくアレンジされた温かい料理が並ぶ。

　厳選されたシャンパンやワインを味わいながら、マリアという名前の美しい女性アテンダントの給仕で、ゆっくりと食事を楽しんだ。

「このまま、マルセイユ・プロヴァンス空港まで乗り入れてしまえばよかったんだ。そうしていれば四時間の短縮で、向こうでそのぶん、ゆっくりできたのに」

　透真が少し拗すねている。

「だって、ＴＧＶテ・ジェ・ヴェに乗りたかったんだもの。透真さんはずっとフランスにいたから別にめずらしくもないと思うけど、わたしにとっては何もかもが初体験なのよ？」

「ＴＧＶなんてどうでもいい……俺は早く二人きりになって、いちゃいちゃしたいんだ」

「もうっ！」

　照れもせずに無邪気な一面を見せる透真に、歩梨は頬を染める。

　明朝シャルル・ド・ゴール空港に到着後、世界最高速を誇るフランス版新幹線ＴＧＶに乗る予定だった。そうして一路、『トゥルー・オーガニック』が本社を構えるエクス・アン・プロヴァンスを目指す。

　所要時間は三時間四十分。エクスの駅から本社兼宿泊施設まで、さらに車で一時間。

　南フランスは総じて交通の便が悪い。そんな場所にわざわざ本社を置いた理由を、歩梨は尋ねたことがある。

「歩梨さんは、便利だけど人が多くてごちゃごちゃしてて、うるさくて、空気の悪い場所に住みたいと思う？　東京だと、そうだな、例えば渋谷駅や新宿駅の近くとか」

「う～ん……週末とか、たまに住むならいいけど……定住するのは、しんどいかな」

「だろ？　おなじ理由だよ。一日八時間を仕事に費やすとして、それって人生の三分の一だ。そんな長い時間を過ごす会社なんだから、できるだけ環境のいい場所に作りたかったんだ。それにいまはネットがあるから、部署によっては毎日出社する必要もないし」

「それは立派な考えだと思うけど……でも、いろいろと不便じゃない？　リモートじゃできない仕事をしてる人たちは、やっぱり通勤する必要があるでしょ？　社員さんて地元の人ばかりなの？」

「ヨーロッパ中から優秀なメンバーが集まってるよ。だから、本社の近くに無料で入居できる社員用の住宅を建てたし、必要なら自動車も無償で支給してる」

「……すごい好待遇ね。日本じゃ考えられないかも」

「当然だよ。彼らのおかげで会社が回ってるんだから。俺一人じゃ何もできない」

　歩梨は気後れしているのを隠すように、ワイングラスを口に運んだ。

　以前から感じていたことだが、透真の考えることは自分とは──いや、一般の人間とは次元が違うような気がする。

「それはそうと、歩梨さん、このプライベート・ジェット、どう思う？」

「どう思うって……すごく素敵よ。高級ホテルにいるみたいで、快適だし。いまも空を飛んでるなんて、まだ信じられないの」

「欲しいと思う？」

　何かを企たくらんでいるのか、透真が上うわ眼め遣づかいでこちらをうかがう。

「それは……買えるんだったら、もちろん欲しいわ。海外に行くたびにこんな飛行機に乗れたら、疲れないし、すごく幸せな気分になれるもの」

「じゃあ、買おう。決まりだ」

「──え？」

「けっこう維持費がかかるから、どうしようか迷ってたんだ。俺がたまに使うぶんにはチャーターするほうがコスパがいいんだけど、今後は使う機会が増えそうだしね。思い切って買うよ」

「買うって……でも、飛行機って高いんでしょ？　どのくらいかかるの？」

「値段のこと？　そうだなあ、機種にもよるけど、三十億から五十億くらいかな」

「ごっ……五十億……」

　絶句した歩梨は、口に運びかけた子羊のローストを思わず皿にもどした。

　機体だけで五十億。でも、買っただけでは飛行機は飛ばない。

　パイロットとアテンダントを雇い、空港に使用料を払い、保管する場所も確保しなくてはならない。それに整備費用や燃料代、その他もろもろの経費を合計すると、いったいどのくらいになるのか──頭が計算を拒否している。

「欲しい機種は決めてあるんだ。あとでインテリアを選ぶの、手伝ってくれない？　歩梨さんも乗る機会が多くなるだろうから、好きなデザインにして」

「え、ええ……わかった」

　やっぱり、透真の考えることは次元が違う。

（いちいち考えることにも、すごいギャップがあるし……これから先、上手くやっていけるのかな、わたしたち……）

　さすがに心配になってくる。

　歩梨はつい二年ほど前まで、田舎の小さなカフェで日銭を稼いで暮らしていたのだ。

　透真や倫明のように、裕福な生活が当たり前になっている人たちの価値観や金銭感覚についていけないのは、仕方がないことだった。

　悩んでも解決しない。これから少しずついろんなことを学んで、自分の価値観と無理のないところで折りあいをつければいい──そう割り切ることにした。

　食後に軽くシャワーを浴び、透真とソファに並んで映画を観る。

　好きな人と一緒にこんなにくつろいだ時間を過ごすのは初めてで、歩梨は心地よさから、うとうとと微睡まどろみはじめた。

　これまでにも透真と二人きりで夜を明かしたことはあったが、こんなに無防備に、満ち足りた気持ちにはなれなかったような気がする。

　心のどこかに、倫明に対する罪悪感があったから──。

「眠いの？　無理しないで、奥で横になるといい」

「透真さんは……？」

「俺は、ちょっとやり残した仕事があるんだ。先に寝てて」

　自分だけ申しわけないな、と思いながらも、疲れと睡魔には勝てなかった。

　歩梨は子供みたいにスプリングのきいたマットにダイブすると、いい匂いのするふかふかの羽毛布団にくるまり、幸せな眠りを貪った。




　翌朝──。

　機内で豪華な朝食を済ませてしばらくすると、二人の乗ったプライベート・ジェットは驚くほど滑らかにシャルル・ド・ゴール空港に着陸した。

　滑走路から奥のプライベートエリアに誘導され、タラップが架けられる。

　機内で料理の給仕や身のまわりの世話をしてくれたアテンダントのマリアが、ＴＧＶが発着する空港駅まで付き添ってくれるらしい。

　それはいいのだが、なぜか二人のスーツケースが見当たらない。

「あの、わたしたちの荷物は？」

　歩梨が尋ねると、

「貴重品とエクス駅に着くまでに必要なもの以外は、機内に置いたままでけっこうですよ。本機はこれからマルセイユ・プロヴァンス国際空港に飛びます。お荷物は、お二人がご到着されるまでにヴィラにお届けしておきますので」

　品のいい笑みを浮かべ、流りゅう暢ちょうな日本語で説明してくれる。

「エクスに三泊したあとは、またこのジェットに乗って次の目的地に移動するんだ」

　透真が補足してくれた。

「ええ？　それじゃ旅行のあいだ、ずっとチャーターしたままなの？」

　てっきり、日本とフランス間の往復のみだと思い込んでいた歩梨は、ここでも驚かされた。

「当然だよ。日本と違ってヨーロッパの公共交通機関はのんびりなんだ。遅延やキャンセルなんて当たり前だからね」

「でも、でも──」

（空港に離発着するたびに、数十万円の税金を取られるんじゃないの？　それに、このアテンダントさんやパイロット二人のお給料だって必要でしょ？　二週間の旅行のために、どれだけ費用をかけるの……？）

　せこいな、と自分でも思う。金銭感覚のギャップは仕方ないと割り切ったはずなのに、お金に苦労した経験がある歩梨としては、平常心ではいられなかった。

　心のなかを見透かされたのか、透真が安心させるように、歩梨の肩を力強く抱いて言った。

「一生に一度のハネムーンなんだ。細かいことは気にしないで、思い切り楽しもうよ。お金はまた稼げばいい。けど、いまのこの時間は、もう二度と取り返せないんだ」

「ええ……そう、そうよね」

　彼の綺麗な微笑みにつられるように、歩梨も笑い返した。




　日本の新幹線によく似たＴＧＶはデュプレックスと呼ばれる二階建てで、座席は一等と二等に分かれている。

　歩梨と透真は、二階の一等席に座った。

　コース料理を並べても大丈夫そうな広い固定テーブルがあり、通路を挟んだ向かい側は一人掛けの座席が並んでいる。外観は日本の新幹線に似ていても、内部のラグジュアリーさは比較にならなかった。

　透真が言った通り、遅延は当たり前、出発直前のキャンセルも日常茶飯事といわれるフランスの交通事情だが、この日のＴＧＶはほぼ定刻に出発した。

　シックなパリの街並みが、あっという間に過ぎ去っていく。

　やがて車窓から高い建物が姿を消し、住宅街から郊外の田園風景へと移り変わる頃になると、歩梨の肩にもたれかかった透真が、軽い寝息を立てはじめた。

（ゆうべ、遅くまで仕事をしてたのかな……）

　歩梨は、そっと顔を覗き込んだ。

　長い睫まつ毛げが小刻みに震えている。染みひとつない肌に、綺麗に整った鼻。微かに開いた唇。

　体重をかけられた肩が重いけれど、その重さすら愛おしい。

　ようやく透真の妻になったのだと実感した歩梨は、嬉しさで涙ぐみそうになりながら、流れてゆく車窓の景色に視線をもどした。




　エクス・アン・プロヴァンスＴＧＶ駅の駅舎は、美術館かと見まがうようなモダンなデザインだった。壁全体がスケルトンになっていて、豊かな陽射しがシンプルな構内に降りそそぐ。

　歩梨たちがホームに降りると、黒服にサングラスのいかにもＳＰといった出いで立ちをした長身男性が近づいてくる。百八十三センチの透真より、確実に二ふたまわりは大きい。

　彼は緊張する歩梨ににっこりと微笑みかけると、「はじめまして、マダム」と日本語で挨拶し、透真とは早口のフランス語でやり取りをした。

「彼はロベルト。ここに滞在するあいだ、運転手とボディーガードをしてくれる」

「ボディーガード……」

「一応、世界的大企業の重役夫妻だからね、俺たち」

　透真が笑う。

　仰ぎょう々ぎょうしく感じるが、いくら自然豊かな地方都市でも、ここは治安のよい日本ではない。ぼんやりしていてはいけないのだと、歩梨は身が引き締まる思いがした。

　駅舎から出ると、頭上に抜けるような青空が拡がっていて、「これぞプロヴァンス！」と叫びたくなる。パリの、晴れていてもどこか陰鬱な空のイメージは微塵もなかった。

　ミッドナイトブルーのプジョーに乗り込み、画家のセザンヌが描き続けたサント・ヴィクトワール山に向かってひた走る。透真の会社『トゥルー・オーガニック』は、その聖なる山の麓ふもとにあった。

　小一時間も走ると、周囲の景色がラベンダー一色に染まる。

　見渡す限りの紫、紫、紫だ。

「うわあ！　すごい！　なんて綺麗！」

　歩梨は身を乗り出した。

　蒼あおい空に、ラベンダーの紫色──まるで、混じりけのない絵の具で描いた絵画そのものだ。

　窓をあけると、どこか懐かしい芳香が車内に流れ込む。

「この一帯すべてが『トゥルー・オーガニック』の農場なんだ。もう少し走ると、薔ば薇らやシストローズ、ネロリ精油の原料になるビターオレンジの木も見れるよ」

「ねえ、ここのラベンダーって、少し草丈が低くない？　気のせいかな？」

「鋭いね。トゥルー・ラベンダー、真しん正せいのラベンダーだからだよ。日本で栽培されてるラベンダーは、スパイク・ラベンダーやラバンディンが多くて、それらは背丈が九十センチくらいになる。対してトゥルー・ラベンダーは五十センチから六十センチ。採れる精油も三分の一以下だけど、酢酸リナリルが多く含まれているから香りが甘くて柔らかいんだ。リラックス効果や細胞の修復効果も期待できるしね」

　透真は楽しそうに、よどみなく話した。

　その話しぶりから、彼がこの仕事を心から愛し、誇りに思っていることが、歩梨にも伝わってくる。

「この環境が、欲しかったんだ」

　外の景色を見ながら、感慨深げに透真が言った。

「誰にも邪魔されない。誰も立ち入らない。俺の理想を作りあげていける環境が──」

　歩梨は黙ったまま、彼の端正な横顔を見つめた。

　透真のなかには、誰も入れない聖域がある。

　それはパートナーにとっては寂しいことではあるけれど、彼が彼らしく生きていくには、きっと必要不可欠な場所なのだ。

　そしてその聖域は、もしかしたら自分のなかにもあるのかも知れない──歩梨は、そんなことを考えていた。




　オーベルジュと聞いていたので、定年後の夫婦が経営しているアットホームなプチ・ホテルを想像していた歩梨の予想は、みごとに打ち砕かれた。

『オーベルジュ・ド・ブロイ』は、十九世紀に建てられたアングロ・ノルマン様式の小城の一部を改装した、重厚でロマンティックなホテル・レストランだった。

　レストランはミシュランの三つ星。オリジナル・ドリンクを楽しめるバーと五室の客室、二棟のヴィラ、プールとスパが併設されている。

　ちなみに、このブロイ城は『トゥルー・オーガニック』の本社社屋でもあるという。

　古城で仕事ビジネスをするなんて、歩梨の常識の範はん疇ちゅうにはない発想だ。

「インターネットのインフラとか、何かと不便じゃない？　エレベータもないでしょうし」

「うん、確かに便利ではないけど、ここ、日本じゃないから。フランス人は多少の不便には慣れていて、寛容なんだ。便利さよりも、伝統や美しさや雰囲気が大事だから」

　透真はおおらかに笑う。

　通された部屋は、城とおなじ赤っぽい石壁のヴィラだった。城の離れのようなもので、かつては家臣の住居として使われていたらしい。

　多人数の宿泊にも対応できる広さの一棟まるごとが、二人だけの空間だった。贅沢すぎる。

「疲れた？」

　広いベッドの上にスーツケースを置きながら、透真が訊く。

「少し……でも、大丈夫よ。透真さんのほうが疲れてるでしょう？　飛行機のなかでも仕事をしてたんだし」

　歩梨は手早く荷物をほどき、アンティークなクローゼットやチェストに衣類を収納していく。

「あのさ」

「うん？」

　歩梨が振り向くと、透真が照れたような顔で言う。

「一応、俺たち、結婚して夫婦になったわけだし……お互い、名前に『さん』付けは、なしにしないか？」

「あ……う、うん、そうだね」

　はにかみながら答えると、透真がふわりと微笑む。

「歩梨、キスしてもいい？」

　返事を待たずに、透真は覆い被さるようにして口づけてきた。

「今日からは、もう我慢しないからね」

　艶つやのある低い声で囁かれ、再び唇を貪られる。

　歩梨の身体の芯が、じわりと熱を持った。いっそ、このまま抱かれてしまいたい。

　けれど透真はあっさりと身体を離し、

「まず、ゆっくり風呂に入ろう」

　そう言って、ベッドに乗せた自分のスーツケースから着替えを取り出すと、さっさとバスルームへと歩いていく。

（何だか、はぐらかされたみたい……）

　歩梨は少し残念な気持ちになったが、急いで入浴の準備をし、バスローブを羽織って透真の後を追った。

　バスルームは、部屋の外に張り出すように作られていた。

　サンルーム風にガラスが張られたテラスに円形のジェットバスが据えられ、白とコーラルピンクの薔薇が浮かんでいる。

「うわあ、すごい！　これって露天風呂？」

　庭に面した側はガラスがなく、開放的な雰囲気だった。南仏の明るい陽光が降りそそぎ、爽やかな風が吹き込んでくる。花の香りが強く匂った。

「いかにもハネムーンって感じだよね」

　透真は腰に巻いたバスタオルを無造作に外して全裸でテラスに立つと、気持ちよさそうに伸びをした。背中を覆う筋肉が、人体標本みたいにくっきりと浮かびあがる。

　脱衣所の洗面台でメイクを落としながら、歩梨はそのようすをちらりと盗み見た。別に悪いことをしているわけではないのだから堂々と見ればいいのに、なぜか恥ずかしい。

　スーツを着ると細身に見えるけれど、透真の身体にはしっかりと鍛えられた筋肉がついている。

　太ってはいないが簡単なストレッチ以外、特に運動をしているわけでもない自分が隣りに並ぶことに、どうしても気後れを感じてしまうのだ。

（こういう体型を細マッチョっていうのね……）

　やっぱり彼にはファッション雑誌のグラビアに載っているモデルみたいな女性がふさわしいと、また、いつもの自信のなさが顔を覗かせる。

（……ああ、もう、嫌だな。こんな風に自分を卑ひ下げするの、いいかげんに卒業したい。帰国したら透真さんに相談して、一緒にジムに通ってみようかしら？）

　そんなことを考えていると、

「早くおいでよ、歩梨」

　呼び捨てにされ、見つめられ、自分の顔が赤くなったのがわかる。

　歩梨はバスローブを思い切って脱ぎ捨てると、満足そうに眼を細める透真に手を取られ、二人でシャワーブースに入った。

　真しん鍮ちゅう製のコックをひねると、温かいミストのようなお湯が降ってくる。

「ふう」

　あまりの気持ちよさに、ため息が漏れた。

「──歩梨」

　後ろから抱きすくめられ、首筋に透真の唇が押し当てられる。

　シャワーが降りそそぐなか、腹部を撫でていた大きな手が這いあがってきて、歩梨の豊かな胸を揉みしだいた。

　下から掬すくいあげるように揉んでいたかと思うと、ぎゅうっと搾しぼるように撓たわませる。

　ピンク色をした乳輪の真ん中にある尖りを指先でつままれ、捏こねるように弄いじられると、下腹の奥が妖しくざわめいた。

「ふあぁ……ふうぅ……ん」

　鼻に抜けるような甘い声が、シャワーブースに響く。

　自分があげた声だとは思えなかった。

　心臓が早鐘のように鳴り、呼吸がせわしなくなっていく。

　歩梨は少しずつ、壁のほうへと追い詰められた。

　額ひたいがタイルに押し当てられるとほぼ同時に、透真の指が太腿の奥に触れる。

　そこはすでに、シャワーのお湯とは別の、粘ついた蜜液で濡れそぼっていた。透真の指が動くたびに、ぐちゅぐちゅと淫いん猥わいな音を立てる。

「……歩梨、ごめん。もう我慢できない」

　熱い吐息が、頬にかかった。

　透真の腰が歩梨の臀でん部ぶに密着し、硬くなった陽根が尻たぶの狭間はざまを往復する。それは、わざとのように蜜壺の入り口を掠め、膨張した肉の芽を擦こすった。

　丸い先端でこりこりと刺激されるのは、指での愛撫とはまた違った感触で、ひどく気持ちいい。

「挿いれてもいい……？」

　せっぱ詰まった声音に、欲望とせめぎあう気き遣づかいを感じた歩梨は小さくうなずいた。

　期待に蠢うごめく蜜口が、透真の剛直を迎え入れる。

　何度も受け入れているはずなのに、肉を押し拡げる屹立の大きさと圧迫感には、いまだに慣れなかった。

「あっ、あぁんっ！」

　襞ひだを押し開き、太い肉塊がずぷりと侵入してきた。

　下腹がみっちり隙間なく透真で満たされ、内臓が押しあげられていくような感覚がある。

　ゆっくりとした律動がはじまった。

　絶頂へと誘う場所を探り当てようと、透真は歩梨の内な部かを掻き混ぜるように動く。腰が打ちつけられる鈍い音が、出したままのシャワーの水音に混じった。

　お腹側にある敏感な一点を突かれ、歩梨の腰が跳ねあがる。

「ああっ……！　そこ、いやっ……！」

　思わず仰け反った喉から、恥ずかしい声が出た。

　後ろから突き入れながら、透真の指は歩梨の胸の尖りと太腿の奥にある花芽を同時に転がしはじめた。肩とうなじに、唇の愛撫が降ってくる。

「くふぅっ……ん、んんっ！　んああっ！」
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　秘裂から透明な淫水が溢れ、内腿を伝った。

　腰が淫らにうねり、さらに深く銜くわえ込もうと、屹立を包む媚肉が蠕ぜん動どうする。

「はっ……ああ……っ」

　冷静さを保てなくなった透真の息が乱れ、悩ましい吐息が歩梨の耳朶を掠めた。

　ほぼ同時に、歩梨の蜜道を埋め尽くした肉茎がぴくぴくと悶もだえる。

　歩梨の細腰をつかんだ透真の手に力がこもり、ぐっと引き寄せられるが、快楽で痺しびれた膝に力が入らなくなった歩梨は、ずるずると崩れていきそうになる。

「あっ、ああっ！　透、真……っ！」

「歩梨……！」

　透真の肉体を包み込んだ歩梨が、先に駆けあがった。

　それを追うように、透真も続く。

　白く染まる視界のなか、歩梨はこれまでに感じたことのない恍こう惚こつに全身を貫つらぬかれ、この上なく満たされながら意識を手放した。





　　　　　◆　　◆　　◆






　隣りで眠る妻を起こさないように、透真はベッドに肘をつき、そっと上体を起こした。

　歩梨の頬にかかる乱れ髪を、指先で掻きあげる。

　シャワーブースでぐったりとした歩梨を見たときは、心臓が止まりそうになった。我を忘れて、抱き殺してしまったのかと思ったから──。

（もしもあの場で歩梨を失っていたら、俺もすぐに後を追っただろうな……）

　透真は床に落ちていたガウンを羽織り、テラスへ出た。

　空はまだ暗かったが、すぐ近くの樹上からヨーロッパコマドリの可愛らしい鳴き声がする。

　一陣の風が吹き、新鮮な花とハーブの香りを運んできた。

　その匂いを味わうようにゆっくりと胸に吸い込み、月明かりを受けて輝く広大なラベンダー畑を見やった。

　ここは、楽園だ。

　この場所と歩梨がいれば、他には何もいらない。

　いや。歩梨さえそばにいてくれさえすれば、たとえ世界の果てに追いやられたとしても、生きていける。

「歩梨……俺は、死ぬまであなたを守るよ。誰にも渡さない。指一本、触れさせない」

　倫明は消えた。

　あとは社長の座に居座る叔父の秋満と、歩梨を嫌っている大叔母の祥子だ。歩梨を傷つけ、二人の世界を壊そうとするものがあれば、誰であろうと容赦はしない。

　東の空が明るくなっていく。

　濃い群青色から、ラベンダーとおなじ色へ。

　そのラベンダー色にピンクがかった茜あかね色いろが混ざり込むと、ほどなく、生まれたての太陽が山の向こうから顔を覗かせる。

　また、新しい一日がはじまる。

　世界は限りなく広い。




　二人でなら、どこへだって行けるんだよ、歩梨──。




　透真は両腕を大きく拡げ、微笑みながら空を仰いだ。








【エピローグ】




　南青山の透真のマンションで暮らしはじめてから、一年が過ぎようとしていた。

　ある日の午後、インターフォンが鳴った。

　歩梨は、膨らみが目立ちはじめたお腹をかばうようにして、テーブルから立ちあがる。

　インターフォンの液晶画面に、見覚えのある姿が映っていた。

　忘れもしない。私服警察官の八代だ。

（なぜ、いま頃になって……？）

　厭いやな予感に、歩梨は逡しゅん巡じゅんする。が、意を決して応答した。

「はい、片倉ですが──」

「ご無沙汰しております。突然お訪ねして恐縮ですが、二、三、お話を伺えないでしょうか？」

　言葉は丁寧だが、相変わらず、少しも恐縮などしていないのだろう。

「あの、失礼ですが、今日のところはお引き取り願えますか？　拒否するつもりはありませんけれど、もうすでに解決したことですし。今後は弁護士の先生に同席していただいたうえで、お話しするほうがよろしいかと」

　歩梨は勇気を出し、以前、透真に指示された通りに返事をした。

「ああ、すみません、そういうつもりではなく……じつは私、今月末で定年になりますので、ご挨拶を兼ねてと思いまして」

「は……？」

　こじつけとしか思えない理由に、歩梨は鼻白んだ。特に親しいわけでもないのに、わざわざ退職の挨拶をする必要などない。何かを探りにきたのは明らかだった。

　歩梨は内心、うんざりしていた。

　どこまで疑えば気が済むのだろう、と思う。

　けれど透真も言っていたように、ここで警察の心証を悪くするのは得策ではない。会話を録音しても構わないという承しょう諾だくと引き換えに、八代をリビングに通した。




「倫明さんの死は、どう考えてもおかしいんです。いくら自社の新薬だといっても、持病もないのに持ち歩いていたなんて不自然でしょう？　やはり、誰かに薬をすり替えられたと考えるほうが妥当なのですよ」

　小型のボイスレコーダーをテーブルに置き、ソファに座った歩梨は小さく息を吐いた。

　透真の無実は証明されている。いまさら蒸し返して、どうしたいのか──。

　歩梨は苛立ちを隠して、八代に尋ねた。

「では、単刀直入にお訊ききします。八代さんは、主人がピルケースをすり替えて倫明さんを殺した、と考えていらっしゃるのですか？」

「……私の個人的な憶測です」

　八代は、しれっと答えた。

「よくある話ですよ。親子ほど年齢の離れた裕福な夫を持ったものの、世代の差による価値観の違いとか、結婚生活での不満はいろいろと出てくるものです。そこに若くて男ぶりのいい義理の息子がいたとなれば、まあ、そちらとくっつくのが自然だと世間一般は思います」

　さすがに、歩梨はむっとした。

　透真とくっついたのは事実だが、そこには十年という歳月の積み重ねや、運命の悪戯いたずらとしか思えない事情がある。十じっ把ぱひと絡からげにしてほしくない。

「……ああ、これは失礼。おなじような事件を何度か扱ってきたもので、つい先入観で言ってしまいました。若い後妻と間ま男おとこが協力して、財産めあてに老いた夫を殺害する──なんてのは、それくらい、現実によくある話なんです」

　謝ったところで心底悪いなどとは思っていないのが、言葉の端々から伝わってくる。

「では、わたしも共犯、ということになりますよね……？」

　我慢ならなくなった歩梨が、つぶやくように漏らすと、

「そうかもしれません」

　八代は、にやりと笑った。

「……ですが、残念ながら、決め手となる証拠が何もない。奥さまにも、透真さんにも。こうなると、『神』という名の偶然が、お二人に味方したと考えるしかありませんね」

　言いたいことを言い終えて満足したのか、彼は、それ以上の詮せん索さくをすることなく立ちあがった。





　　　　　◆　　◆　　◆






「今日、病院の日だったろ？　何時から？　車をまわそうか？」

　朝食を終えた透真が、歩梨のお腹に触れながら訊いた。

「やめて、社用車を勝手に使うなんて。重病人じゃないんだから、一人でも大丈夫よ」

「本当に？」と言いたげな心配症の夫を無視し、テーブルの上を片づける。

　二十二週めの安定期に入り、歩梨の腹部はかなり大きくなった。

　腰と膝に負担を感じるようになり、食欲も増すばかりだ。

　一日中、五キロの米袋を抱えているようなもの──母の由香利に言われたことの意味を、しみじみ実感している。

「じゃ、行ってくる。何かあったら、すぐ連絡して」

「大丈夫。行ってらっしゃい。気をつけてね」

　玄関先で軽い口づけを交わして、透真を送り出した。

　もう日常のルーティンと化している行為だが、こんなルーティンを毎日繰り返すことができる幸運と幸せを、感謝しなくてはならないのだろう。

　ふと、透真が読んでいた業界紙の見出しが眼に入る。

『大手カタクラ製薬、新薬を発売。てんかん治療に明るい兆きざし』

　この薬が、倫明の命を奪った。サプリメントと間違えて誤飲するという、信じられない手違いのせいで──。

　けれど歩梨も時折、刑事の八代とおなじことを、ぐるぐると考えてしまう。

──倫明の死は本当に事故だったのだろうか？

──お酒が入っていたとはいえ、いつも飲んでいる薬を間違えたりするだろうか？

──そもそも、どうして劇薬だと知っていて、サンプルを持ち歩いていたのか？

　いくら考えたところで、詮せんないことだった。

　倫明は生き返らない。もう二度と──。




　歩梨は新聞を取りあげて畳むと、キッチンの隅にあるボックスに投げ入れる。

（夫を──透真を信じると、決めたはずでしょう……？）

　待望の、二人の子どもが生まれるのだ。歩梨は母親に、透真は父親になる。こんなことで揺らいでいる場合ではなかった。

　きっと透真は、子こ煩ぼん悩のうで、理想的なイクメンになるはず。

（わたし……もっと、しっかりしなきゃ──）

　歩梨は気を取り直すと、通院の着替えを選ぶためにクローゼットの扉を開く。

　窓の外では、桃色の桜が咲きはじめていた。


【ＥＮＤ】　　　










あとがき




　こんにちは。または、はじめまして。燈とう花かです。

　このたびは拙著『罪深き狂愛～富豪親子に愛されて～』を手に取っていただき、ありがとうございます。

　早いもので、前作から二年近くが過ぎてしまいました。この二年のあいだに、世のなかがこれほど変わってしまうとは想像すらできませんでしたが、こうして好きな仕事を続けていられるのは本当に幸運なことだと、しみじみ思います。

　さて、今回の作品では現代ものに挑戦してみました。初体験です（笑）。

　未来がよく見えない現状を思い、「軽くて明るい話がいいよね」と考えてはみたのですが、幸か不幸か、あまり得意な分野ではなく……（涙）。

「だったら思いきり大人っぽく、ダーク＆エロティックなイメージで書いてみよう」──そう決めて、書きあげたのが本作です。

　もともと、『何かが決定的に欠けている』『ギャップが激しい』美男美女が大好きなのです。

　なので、わくわくしながらキャラ設定をし、プロットを組み、ヒーローをどこまで腹黒くするか（笑）、探りながら執筆を進めたのですが──好感度を持たせつつ、暗い陰かげのある人物を描くのは思っていた以上に楽しく、かつ大変な作業でした。

　読んでくださる方に楽しんでいただけるよう、願うばかりです。

　イラストは、カトーナオ先生に描いていただきました。カバーイラストをいただいたとき、とてもシックな色使いと色っぽい歩梨＆透真に興奮し、しばらくのあいだ、ぼんやりと見とれていたのを覚えています。本当にありがとうございました。

　また、夏場の暑さで体調を崩してしまい、カトーナオ先生はじめ編集部の方々に多大なご迷惑をおかけしてしまったこと、この場をお借りしてお詫び申しあげます。

　気持ちばかり焦って筆が進まなくなっていた私に、温かい言葉をかけてくださった担当さまには感謝しかありません。

「もう体力的に兼業作家を続けるのは無理」と心が折れかけていましたが、心身を立て直して納得がいくまで小説の仕事を続けていこうと、気持ちを新たにすることができました。

　最後になりましたが、拙著を読んでくださった皆さまにも、心からの感謝を。読者の方々がいらっしゃらなければ、小説家は存在することができません。

　いつかまた、新しい作品でお会いできることを楽しみにしています。




二〇二一年十二月吉日


燈花　　　　　










トパーズノベルス

同時配信二〇二一年十二月三一日配信予定
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隣のピアニストと契約結婚～初日から溺愛されてます～　後編


【書下ろし・イラスト五枚入り】







著作：如月一花

イラスト：緒田涼歌







　『すみれさん。僕はずっとこうなる日を待っていました。こんな風にあなたが僕を求めてくれる日を』







　　ピアニストの持もち永なが栄さかえと契約結婚をした田た中なかすみれは、生活の中で彼への恋心を募らせていた。やがて二人の想いが通じ合うとともに、今度は子作りの問題が浮上する。持永は思った以上にこれに乗り気で、貪欲に行為に及ぶようになって……!?










トパーズノベルス

近日配信二〇二二年一月二八日配信予定








最推し王子様っ！～学園アイドルとの恋愛は困難がいっぱい!?～（仮）


【書下ろし・イラスト六枚入り】




　著作：茅原ゆみ　　イラスト：森原八鹿







　『もうこんなに濡らしているのかい？　いけない子だな』




　　　地味子なクリスティーナは、学園のイケメン五人組『ツェツィーリアⅤ』の最推し、レオンハルト王子にうちわを振る時も、木陰に隠れたまま。それなのに「えっ！　私がレオンハルト様の許嫁だなんて、ご冗談を……!?」








ニュースキャスターと編集者～前編～（仮）


【書下ろし・イラスト五枚入り】




　著作：如月一花　　イラスト：龍　胡伯







　『そう、俺がたっぷり加奈の体を作ったね。じゃあ、そのさきのご褒美をあげよう』




　　　旅行雑誌の編集者である水みな瀬せ加か奈なは、人気キャスターの井い村むら大だい輝きと事実婚をすることになる。だがその矢先、彼女はＴＬ小説の編集部への異動が決まる。慣れない仕事に悩む加奈に対し、大輝は結婚を機に子作りに積極的になって……!?










トパーズノベルス

罪深き狂愛～富豪親子に愛されて～
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